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序

吹田市佐井寺は、千里丘陵の緑に囲まれた閑静な地域であり、その中心には僧行基の創建と

いわれる佐井寺や延喜武内社伊射奈岐神社があり、古い歴史をもつ集落です。しかし、戦後千里

ニュータウンの造成にはじまる急速な開発工事が進む中で、周辺地城の状況が急速に変貌して

いきました。このような中で市民の良好な生活環境を守るために計画的な開発が望まれ、地元

住民各位の協力を得て、都市整備部によって土地区画整理事業が着手されることとなりました。

しかし、当地一帯は本市の歴史を考える上で、最も大きな特徴となる古墳時代窯業地帯の中

心地であり、事業予定区域内にも6カ所の窯跡の存在が予想され、これらの窯跡の試掘調査及

び発掘調査を実施致しました。本書はその調査成果を報告するものです。

調査の結果、窯跡1基が関係各位の協力によって、博物館に移築され、現在多くの方々に見

学していただいておりますが、これが、本市の文化財保護の一助となれば幸いです。

最後になりましたが、調査に際して、ご指導、ご協力いただきました奈良教育大学三辻利一

先生、富山大学広岡公夫先生、地元の方々をはじめとする多くの方々に感謝申し上げます。

平成6年3月31日

吹田市教育委員会

教育長　長光達郎
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第1章　調査の経過

吹田市、豊中市、茨木市、．箕面市にわたって広がる

千里丘陵は古墳時代、我国有数の窯業地帯として多数

の須恵器窯跡が存在し、大きくは豊中市城の桜井谷古

窯跡群、吹田市城の吹田古窯跡群に分かれる。両古窯

跡群を併せて千里古窯跡群あるいは大阪北部古窯跡群

と総称され、100－120基の窯が存在したものと考えら

れる。しかし、昭和初期から千里丘陵縁辺部を中心に

住宅開発が進み、その後、千里ニュータウンの造成、

名神高速道路の建設、万国博覧会の開催等大規模な開

発が続き、さらに市勢の増大に伴う宅地開発を中心と

する急激な開発工事の進展は環境の激変と、それにと

もなって多くの須恵器窯跡等の文化財の破壊を招いた。

市内の急激な開発が進む中で、市城のほぼ中央に位

置する佐井寺地区は千里丘陵の一画をなす丘陵地であり、大部分は山村及び農耕地である。他

地区のような急激な市街化は見られなかったが、周辺地城の宅地開発の動向に刺激され、宅地

化の気運が高まりつつあった。このため吹田市では無秩序な乱開発から生活環境を守るために

計画的な都市開発を目指して、土地区画整理事業が計画され、佐井寺東土地区画整理事業が実

施された。事業においては、2ヶ所の須恵器窯跡及び、繰り抜き用水の調査が実施され、調査

された吹田34号窯跡（以下、ST34号窯跡。他の窯跡も同様。）が岸部北4丁目の紫金山公園内

に移築され、公開されている。

この佐井寺東地区土地区画整理事業の後継事業として計画されたのが佐井寺南土地区画整理

事業である。事業区域は須恵器窯跡群分布の中心地城であり、45haにおよぶ区域内には8カ所

の周知の埋蔵文化財包蔵地（ST12・13・18・39・41・42・45・50号窯跡）が確認されている。

事業の実施にあたっては大阪府教育委員会の指導のもとに、開発担当である区画整理課と市教

育委員会との間で文化財の対応についての協議がなされ、事業区域内の内、造成の対象外とな

る2カ所の窯跡（ST18・45号窯跡）を除く6カ所の須恵器窯跡についてその保存について協

議を行い、早急にその実態を把握する必要があることから順次試掘調査を実施することが必要

と判断された。この協議に基づいて、昭和58年11月12日付で吹田市長名で発掘通知が提出され、

教育委員会では昭和58年度から試掘調査を開始し、以下のとおり調査を実施した。

期　間　　　　　　遺跡名　　　所　在　地　　　　　　　調査面積（が）

58．12．1～59．2．3　　ST39号窯跡試掘　吹田市上山手町1420、他　　　　　　　81

－1－
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59．7．10－　　8．3

60．3．11－　　3．30

60．11．1～　　12．14

61．3．1～　　3．31

62．3．2～　　3．28

ST41号窯跡試掘

ST12・13号窯跡

試掘

ST50号窯跡試掘

ST39号窯跡発掘

ST42号窯跡試掘

63．4．7～　　9．7　　ST12号窯跡発掘

吹田市佐井寺南が丘143、他　　　　　102

吹田市竹谷町3497、他　　　　　　　　　92

吹田市佐井寺南が丘1480、他　　　　　150

吹田市上山手町1420、他　　　　　　　310

吹田市佐井寺南が丘1465、他　　　　　　36

吹田市竹谷町2674、他　　　　　　　　656

調査地点は佐井寺集落の南を起点として、南へ伸びる2本の尾根に挟まれた谷の標高20mか

ら50mにかけての斜面に位置し、ST42号窯跡は最も谷奥に、ST39号窯跡は西向斜面に、

ST50号窯跡は東向斜面に立地する。またST50号窯跡の北西200mの標高61m付近にST41号

窯跡が立地する。ST12号・13号窯跡は他の窯跡とは異なり、龍が池に向かって東へ短く突出

する尾根の南向き斜面の、標高40m付近に立地する。

事業区域内における周知の文化財包蔵地である須恵器窯跡は、分布調査によってその存在が

確認されたが、実際に調査が行われたものはなく、その遺存状況等は明かでないことから、遺

構の遺存状況の確認を目的とする試掘調査を実施することとし、昭和58年度にST39号窯跡の

試掘調査を実施し、事業区域内の埋蔵文化財の調査を開始した。試掘調査の結果、ST41号・

ST42号・ST50号窯跡では窯体、灰原等明確な遺構は認められず、少量の古墳時代須恵器及

び中近世の遺物を検出したのみであることから、窯は既に消滅したものと判断された。ST39

号窯跡の試掘調査では窯体は既に破壊されていたが、灰原の一部と、灰原下方の斜面において

溝等の遺構を検出するとともに、比較的まとまって古墳時代須恵器の出土をみた。また、

ST12・13号窯跡の試掘調査では当初、分布調査の結果から2基の窯跡の存在を予想しており、

1基の窯跡が良好な状況で遺存していることを確認したが、他には窯跡は確認されず、既に消

滅したものと判断され、確認された窯跡をST12号窯跡とした。

試掘調査の結果、ST12及び39号窯跡については窯体あるいは灰原等が確認されたことから

発掘調査を実施することとし、昭和60年度にST39号窯跡の、昭和63年度にST12号窯跡の発

掘調査を実施した。調査の結果、ST39号窯跡では灰原は大半が2次堆積のものであったが、

陶邑編年によるII型式5段階からIII型式1段階の、千里古窯跡群では操業の最終時期の良好な

資料を得ることができるとともに、灰原下方の斜面部分で、テラス状の遺構及び溝を検出し、

窯操業に関連する遺構と判断された。ST12号窯跡では焼成部の上方の一部を削平されている

ものの良好な状況で遺存する窯体及び灰原を確認し、出土遺物からII型式4段階を中心とする

千里古窯跡群操業の最盛期の資料を得た。

ST12号窯跡については良好な状況で窯体が遺存しており、本市においては多くの須恵器窯

跡が消失している現在においてはきわめて貴重な遺構であることから、現地での保存は困難で

あったが、関係部局の協力及び努力により移築することとし、奈良国立文化財研究所及び大阪
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府教育委員会の指導を受けて同年度に移築工事を実施し、一時仮保管の後、市立博物館に搬入

し、平成4年11月15日の博物館の開館とともに窯体を公開している。

区画整理事業に伴う発掘調査はST12号窯跡の調査及び、移築工事によって全ての調査を完

了し、平成元年度から本格的な遺物の整理作業を開始し、報告書の刊行作業にかかった。

第2章　位置と環境

1．地理的環境

吹田市北半部を占める千里丘陵は、いわゆる第三紀鮮新世末期から第四紀更新世前半（約300

雀

標高40m以上 20m以上40m未満

湿田地　　［コ酎地（注

10mC以上20m未満

〕田地の区分は標高10m未満の
土地について表わした。

第2図　地形図及び田地区分図
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第3図　「谷」のつく小字名の分布

万～20万年前）に古大阪湖・古大阪湾に堆積した大阪層群と呼ばれる砂礫及び粘土層が、約40

万～20万年前に最盛期をもった六甲変動といわれる地殻変動によって隆起したものであり、堆

積土が未固緒のため、河川等による浸食作用が進み開析谷が発達している。一方、市城の南半

部はウルム氷期後の海水面上昇に伴う第四紀完新世以降（約1万年前）における、淀川や安威
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川によって運ばれた土砂の堆積による沖積平野が占めており、本市城の北部と南部とではその

地形的景観が異なっている。

吹田市史第1巻によると、本市における地形は5つに区分されるとしている。それは、本市

北半部を占める千里丘陵とその東綾部にあたる岸部から千里丘にかけての岸部・千里丘台地、

平野部においては、JR吹田駅から高浜町付近一帯に広がる吹田砂堆、その吹田砂堆を中心とし

て、東に広がる低地を安威川低地、西に広がる低地を神崎川低地としている。この内、吹田砂

堆は約6000年前にピークをもった縄紋海進により、当時の海岸線であったJR吹田駅付近に西か

らの潮流によって運ばれた砂が堆積し、標高5mを越す微高地を形成したものである。この砂

堆上には高浜遺跡、都呂須遺跡といった遺跡が所在し、他の低地部が湿地的な様相をもってい

たであろうと推測できる中、砂堆上では水はけも良く、本市城でも早い時期から人々が活動し

ていたことが考えられ、平野部においては特異な存在であるといえる。

本市北半部を占める千里丘陵についてみると、豊中市島熊山北方の三角点標高133．8mを最高

位に扇状に広がり、本市出口町付近を南端とし、東は茨木市穂積付近に、西については豊中市

待兼山付近及び箕面市の一部にまで広がっており、その規模は東西10km、南北8kmにおよぶ。

丘陵の北側は現在の国道171号線沿の凹地帯を挟んで、古生代末期の地質をみせる丹波層群によ

って形成される北摂山地がそびえている。

千里丘陵の地形的景観については、全体になだらかな標高50～100mの丘陵であり、概して豊

中市仏念寺山付近を東西に走る仏念寺山断層を中心にして、西側が急傾斜で、東側が緩やかな

臣ヨ丘陵地

皿』扇状地性低地

⊂コ三角州性低地

Eコ自然堤防・砂洲

一一一吹田須恵器窯跡群

t　・古墳及び陶棺出土地

▲　古墳時代遺物出土地
1垂水南遺跡
2　蔵人遺跡

3　五反島遺跡

4　J R吹田駅

国土庁『土地分類図大阪府』
地形分類図を基に作成。

lヽゝ

第4図　土地分類及び古墳時代遺跡分布図
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土質工学会関西支部・関西地質調査業協会編
『新編大阪地盤図』付図－2微地形区分図を基に作成。

第5図　地形区分図

斜面となっている。そして、その西側である豊中市城においては豊中台地や待兼山丘陵といわ

れる河岸段丘が発達している。また、本市城においてこれをみると、第2図は明治18年測量、

同20年製版の仮製地形図をもとに等高線を引いたものであるが、千里丘陵南端である本市出口

町付近を境として東側が平野部に接している地点に対して等高線の間隔が広く傾斜が緩やかで、

西側については急斜面であるのがわかる。この西側斜面については現在も垂水神社の所在する

支丘陵南側斜面で海蝕崖としてみられるのであるが、縄紋海進による海の浸食作用を直接的に

受けた結果によるものである。また、千里丘陵の特徴として前述したように多くの谷が開析さ
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れている。これらは丘陵を源として、吹田市城においては大正川、山田川、正雀川、糸田川、

高川等の小河川が流れ、それらが丘陵を浸食し、多くの谷を形成したものである。これについ

ては地形図等をみてもわかるのだが、一例として吹田市における小字図をみてみると、「谷」と

いう地名がついている箇所が多数あり、その多くは近世以降につけられたものであると考えら

れるが、昔から市城北半部において谷地が多いということを人々が認識していたことを示すも

のといえる。

須恵器窯群が操業された古墳時代の地理的環境については、既に梶山彦太郎・市原実氏らに

よって、大阪平野を中心として古地理の復原がなされている。その成果に市内における発掘調

査の結果なども踏まえて概観すると、第4図は国土庁による土地分類図に主要な古墳時代の遺

跡を落としたものであるが、この分類図では、平野部を扇状地性低地と三角州低地、自然堤

防・砂州（微高地）の3つに分けている。微高地部分については吹田砂堆をはじめとして、安

威川や糸田川等に沿って自然堤防が存在している。そして扇状地性低地については丘陵縁辺部

に沿って在り、三角州低地については扇状地性低地の南側の安威川や淀川を中心に広がってい

る。この扇状地性低地と三角州性低地との違いをその土地条件からみると、前者については砂

磯質の堆積物からなり、透水性が大きく高燥をなしているのに対して、後者は細砂・泥土質堆

積物で、地下水面が浅く低湿地をなしている。第2図では明治中頃における乾田と湿田の分布

を表しているが、大体において、扇状地性低地と乾田、三角州性低地と湿田が重なっており、

その土地の性質を裏付けるものといえる。そして、古墳時代の遺跡の分布をみると丘陵部に須

恵器窯跡や古墳（陶棺出土地を含む）が広がり、平野部に集落遺跡が所在するという形になり、

集落遺跡については、いわゆる神崎川低地に存在し、低地中の微高地を中心に位置している。

これら集落遺跡での発掘調査等においては湿地性のものと考えられる植物遺体を多く含む粘土

やシルト層に古墳時代の遺物が混じったり、古墳時代遺物包含層の下層において、同様の植物

遺体を含むといった場合が多くある。また、旧河道等の検出もあり、これらのことをかんがみ

ると、古墳時代の土地条件については、大まかに土地分類図に添うことができるであろうと考

えられ、その地理的環境については集落遺跡の存在する平野部一帯では湿地性の植物が生い茂

る中、小河川が流れているといった湿地的な景観が推測でき、それを見おろすという形で、須

恵器の焼かれた千里丘陵がなだらかに広がっていたと考えられる。

2．歴史的環境

市域の旧石器時代の遺跡としては、千里丘陵縁辺部に垂水遺跡と吉志部遺跡が確認されてい

る。吉志部遺跡は丘陵東南斜面に位置し、ナイフ形石器・削器・錐状石器・楔形石器・石核等

約50点が確認されている。垂水遺跡は丘陵南端に位置し、ナイフ形石器・石核等約10点が確認

されている。この時期、大阪湾は陸化しており、千里丘陵縁辺部は見晴らしのきく良好な生活

環境にあったと考えられる。
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a．垂水遺跡

C．片山公園遺跡

e．豊嶋郡条里遺跡

g．高浜遺跡

i．吉志部遺跡

k．七尾瓦窯跡

m．陶棺出土地

b．垂水南遺跡

d．出口古墳

f．都呂須遺跡

h．陶棺出土地

j．書志部瓦窯跡

1．陶棺出土地

n．似禅寺裏山陶棺出土地

第6図　周辺遺跡分布図
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縄紋時代に入ると、気候の温暖化に伴う海水面の上昇により、当地周辺の環境は大きな変化

を見せたと思われるが、この時期の遺跡は丘陵の縁辺部、特に開析谷の周辺に認められる。吉

志部遺跡は石鉄・錐状石器・楔形石器等の石器類の散布のみが認められ、狩猟活動の作業場的

な性格が推定されている。他には七尾遺跡では晩期の船橋式土器が、豊嶋郡条里遺跡では後期

の土器が、高浜遺跡では中期の船元式土器が出土しているが、遺跡の実態は明かでない。

弥生時代には千里丘陵周辺の遺跡数は急激に増加し、丘陵南方の沖積平野は西摂地域と三島

地域の中間地城として一つの遺跡群を形成している。丘陵南端に立地する垂水遺跡では少量の

前期の土器が出土しているが、遺跡が黄盛期を迎えるのは中期末であり、後期にも発展しなが

ら以後急激に衰退している。又、遺物が出土したのみで実態は明かではないが、中期の都呂須

遺跡・高浜遺跡、後期の垂水南遺跡・蔵人遺跡・五反島遺跡等が確認されている。特に後期に

垂水遺跡の南方の平野部に出現する垂水南遺跡・蔵人遺跡は弥生時代の事態は明かではないが、

古墳時代にまで継続しており、垂水遺跡との関連が指摘される。

丘陵東部では中期から後期にかけての新芦屋遺跡、後期の青葉丘遺跡が確認されている。ま

た、両遺跡の北西の谷奥の山田小川で佐原真氏の分類による外縁付紐式銅鐸が出土している。

出土地点の東南2．5kmには近隣諸遺跡の拠点的集落である東奈良遺跡が所在し、銅鐸熔箔及び鋳

造関係の遺物を出土したが、出土熔箔の大半が山田出土のものと同じ古段階に属するもので、

断定はできないが両者の強い関係が想定される。

古墳時代になると千里丘陵から神崎川に流れ込む小河川沿いの低地上に垂水南遺跡・蔵人遺

跡・金田遺跡が確認されている。垂水南遺跡では通算42次にわたる調査において竪穴住居址・

掘立柱建物・土坑・井戸・水田にともなう矢板列・木組・堰等が確認されている。出土遺物と

しては吉備・山陰・北陸・東海地方等各地から搬入された多量の土師器が出土しており、他地

域との広範な交流が考えられ、遺跡の立地からも注目される遺跡である。垂水南遺跡西方の蔵

人遺跡でも河道を確認している。遺跡の盛行する時期は蔵人遺跡の方が若干早いようであるが、

廃絶の時期は同様に6世紀前半頃と考えられ、垂水南遺跡では古墳時代遺構面を覆うように砂

層の堆積が認められ、頻繁に大規模な洪水に襲われる不安定な立地が集落の廃絶の一因と考え

られる。また、昭和61年に調査された五反島遺跡は神崎川の河川敷に立地しており、河道跡を

検出するとともに韓式系土器を含めて多量の布留式期（後半期）の土器を検出している。

古墳については竪穴石室材及び石棺材が確認されたのみで、実態は明かではないが、垂水西

原古墳が前期古墳と考えられ、南方の平野上に所在する垂水南遺跡・蔵人遺跡との関連が考え

られる。一方垂水南遺跡・蔵人遺跡が5世紀代に大きく発展するのに対して、それに対応する

中期古墳は市城では認められず、豊中市桜塚古墳群にみられるように猪名川流域の平野部に接

する千里丘陵西方地域が古墳時代前・中期を通して、一帯の中心であったと考えられる。

後期になると出口古墳・円塚古墳・吉志部1～3号墳・松下保険センター古墳・新芦屋古

墳・感神宮所在古墳及び陶棺墓の存在が確認されており、明確な群集墳としてのまとまりを示
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すものではないが、前・中期の希少性に比べるとその存在は注目される。しかし、西摂及び三

島地域の後期古墳の状況に比べると大きな相違があり、これは須恵器窯跡群の存在と深く関わ

っているものと思われる。

千里丘陵一帯に展開する須恵器窯跡群については昭和60年度に発掘調査されたST32号窯跡

及び採集遺物によって確認されたST54号窯跡、そして近年の豊中市域の窯跡群の検討から千

里丘陵では陶邑古窯跡群とほぼ同時期に須恵器生産を開始したものと判断されるが、大きく生

産量が増えるのは豊中市城で5世紀末、吹田市城では6世紀前半からである。そして、豊中市

城では6世紀前半に、吹田市城では6世紀後半に生産のピークをむかえ、6世紀中葉を境にし

て生産の主体が移動したことが考えられるが、共に7世紀前半に急速に衰退し、中葉にはその

活動をほぼ終了している。

吹田市城では丘陵縁辺部で生産が開始され、次第に丘陵深部に生産の場を移していくが、現

在7支群56ヵ所が確認され、豊中市城を含めると現時点の千里古窯跡群の操業数は100～120基

程度と想定される。従って、千里古窯跡群では1世紀半という短期間に100基以上の窯の操業を

行っており、このように高い生産密度と規模を持った窯跡群は、他には泉北丘陵の陶邑古窯跡

群のみである。

これらの窯跡群に対応する6世紀代の集落跡は市城では確認されておらず、また、技術者集

団に明確に関連すると考えられる古墳群も明かではない。しかし、希薄な後期古墳の存在にお

いて注目されるのが市内6ヶ所で確認された陶棺の出土であり、丘陵縁辺部における分布のあ

り方及び確認された陶棺の特徴から窯跡群の展開と密接に関連するものと判断される。

須恵器生産は7世紀前半には急速に衰退していくが、奈良時代にはいると丘陵東南部におい

て聖武朝難波宮の造宮瓦窯である七尾瓦窯跡が操業を開始する。これは当地一帯の良質の原料

土の存在といった地質的条件や古墳時代後期の須恵器生産の捜術的条件が、一つの大きな要因

となったものと判断され、七尾瓦窯跡廃窯後、約60年を経て平安宮造宮瓦窯である書志部瓦窯

跡開窯時においても重要な要因になったと判断される。このように七尾瓦窯跡、吉志部瓦窯跡

一帯は難波宮及び平安京という国家による大規模な造営事業にともなう官営工房が同一の地に

営まれているという、他の窯業地帯に対してきわめて特色のある地域であり、当該地の古代史

像を考える上で重要な問題を示唆しているといえる。

官瓦窯以外では白頭瓦窯跡（奈良時代）や瓦窯跡と推定される江坂町（奈良時代）・新芦屋

古瓦散布地（平安時代）が確認されているが、白頭瓦窯跡から茨木市穂積廃寺に供給されたこ

と以外は、実態は明かでない。

垂水南遺跡、五反島遺跡では奈良時代前期の瓦の出土が認められ、周辺地に寺院跡の存在が

想定されるが、奈良時代の実態については明かではない。

また、垂水南遺跡第5次調査では河道内から平安時代初頭の土器がまとまって出土しており、

その中に「垂庄」、「中庄」の墨書が認められるものがあり、東寺領垂水荘立荘期に関連する遺
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物として注目される。

吉志部瓦窯跡史跡指定にともなう公園整備において確認された火葬墓は奈良時代末から平安

時代初頭と考えられる須恵器蔵骨壷が出土しており、千里丘陵における古代火葬墓として注目

される資料である。

千里丘陵南方の沖積平野は地理的には北摂と西摂平野の境に当たり、交通の要地として重要

な位置を占めたが、平安時代から寺社・権勢門家等の荘園が成立しており、蔵人遺跡、榎坂遺

跡、都呂須遺跡、操車場遺跡等荘園に関連すると考えられる中世集落を確認している。

3．既往の調査及び古窯跡群の概要

千里丘陵における須恵器窯跡群の調査は豊中市城の桜井谷古窯跡群における大正年間の笠井

ゞ弄

A　出口町支群

B　馬池支群
C　龍が池支群
D　釈迦ケ池支群

E　山の谷支群
F　佐井寺支群
G　山田支群

第7図　須恵器窯跡分布図
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新也・桜井義彰氏あるいは藤津一夫氏の研究に始まる。吹田市域では戦前の研究成果は明かで

はないが、昭和29年の府立吹田高等学校による釈迦ケ池須恵器窯跡の発掘調査が最初であり、

昭和36年には名神高速道路の工事にともなって、釈迦ケ池北須恵器窯跡他、数カ所の窯跡が大

阪府教育委見合によって発掘調査された。この前年、市内在住の研究者である鍋島敏也氏によ

って市城の窯跡の分布調査が開始され、出口町、片山、岸部、佐井寺、千里ニュータウンにか

けての詳細な調査がなされ、51ヶ所の窯跡が確認された。昭和41年にST29号窯跡（鍋島氏の

分布調査による窯名）、昭和43年にはST37号窯跡が工事にともなって発掘調査が実施された。

昭和49年にはST2号窯跡の調査が実施され、昭和49年には昭和35年以来の分布調査の成果と、

ST29・37・30号窯跡の発掘調査の成果を併せて、鍋島敏也・藤原学の両氏によって『千里古

窯跡群』が刊行され、吹田市域の窯跡を中心とした千里古窯跡群の最初の総括がなされた。そ

の後、昭和49年に実施されたST45号窯跡の発掘調査以後、昭和54年までの期間に吹田市教育

委員会によって、ST38・40・20・34号窯跡の調査が実施され、その成果は吹田市史第8巻

（考古編）に収録された。また、昭和62年に刊行された帝塚山考古学研究所による『歴史考古

学を考える一古代瓦の生産と流通』において、藤原氏による「須恵器生産から瓦生産へ」が発

表され、『千里古窯跡群』以降、さらに踏み込んだ実態の解明がなされた。

次に市城の窯跡群の概要をみると、分布範囲は最北端が山田東4丁目に位置するST44号窯

跡で、最南端は出口町に所在するST25号窯跡である。最東端は岸部北4丁目のST3号窯跡

で、最西端は佐竹台2丁目に所在するST27・28号窯跡であり、窯跡の分布範囲は南北4km、

東西2kmの範囲になるが、旧郡単位では嶋下郡域に限られ、西の豊嶋郡域には及ばないことが

指摘されている。この範囲に現時点では56ヶ所の窯跡が確認されているが、その多くは工事等

によって消滅しており、実態の明かでないものが多い。

これらの窯跡は丘陵地形の谷筋を一つの単位として窯の操業がなされていた可能性が高いと

第
1

表

室

蕗
の

群
構
成

支　 群　 名 主要遺跡名

山田支群 44 ・47 ・48

出口町支群 21～25 ・31

馬池支群 14 ・15 ・19 ・20 ・30 ・32 ・35 ・36 ・37 ・40 ・46 ・49

龍が池支群 10 ・11 ・12 ・43

釈迦ケ池支群 1 （A ・B ・C ） ・2 ～ 7 ・29

山の谷支群 16～18 ・38 ・39 ・41 （A ・B ） ・42 ・50

佐井寺支群 8 ・9 ・26～28 ・34 （A ・B ） ・45 ・51



判断され、市城では7支群に区分される。

この内、最北端の山田支群は窯跡も少なく、遺構・遺物の確認されたものもないことから実

態は全く不明であるが、出口・馬池・龍が池・釈迦ケ池の4支群が淀川・安威川の沖積平野沿

いに展開し、山の谷・佐井寺の2支群が丘陵奥部に展開する。

本古窯跡群ではST32号窯跡及びST54号窯跡の確認によってI型式1段階（陶邑編年案）

に相当する初期須恵器の段階から生産を開始していたことが明かとなったが、まとまった生産

は確認されておらず、独立・孤立的である。これらの窯に後続するものとしてはST32B号窯

跡及びST37号窯跡灰原でII型式2段階の遺物が確認されているが、ST32号窯跡とは約1世

紀近くに及ぶ年代差が認められる。この一群は、全体でも極微量にすぎず、かつ形態上不安定な

ものであり、ST37号窯跡の生産の主体はII型式3段階と判断される。従って、ST37・20・

40号窯跡等にみられるII型式3段階をもって、吹田市城においてやっと群在して窯を構築した

段階に至ったものと判断され、以後、窯は群をもって安定した操業を行っている。次いでII型

式4段階では大幅に増加し、操業の最盛期を迎かえ、II型式5段階では一応まとまった操業を

行っているが、前段階に対しては減少傾向が認められる。II型式6段階では窯跡は激減し、III

型式1段階では現在ST34B・39・18の3基が知られるのみであり、生産を終了する。ただ、

ST9号窯跡はさらに約半世紀新しい様相を示すが、同一集団の生産窯とは断定できない。

支群の状況からみると、ST32A・54号窯跡をおくと、まず馬池支群ST32B号窯跡で生産

が開始され、II型式2段階から一部3段階までおよぶが、次いでII型式3段階を中心とする段

階において馬池支群での生産が軌道に乗り窯数も増加する。次いでII型式3段階から4段階に

かけての段階ではさらに生産を増やし、馬池支群以外にも千里丘陵東南縁辺部に沿って南北に

展開する形で龍が池、出口町支群においても生産が開始される。そして、操業の最盛期を向か

えるII型式4段階には操業地区の大きな変動が見られ、丘陵縁辺部に沿ってさらに生産が拡大

し、釈迦ケ池支群での生産が開始される。II型式5段階では丘陵縁辺部から奥部に入った山の

谷支群、佐井寺支群へと拡大していくが、操業期から生産を継続していた馬池支群、出口町支

群では操業を停止し、丘陵縁辺部では最も新しく操業を開始した釈迦ケ池支群のみ操業を続け

ている。II型式6段階、III型式1段階では佐井寺支群及び山の谷支群に限定されるが、主体は

より谷奥の山の谷支群にある。このように、吹田市城の窯跡群は丘陵縁辺部から丘陵奥部へと

生産主体を移動していくが、燃料薪の伐採による山林の荒廃と、それによる窯の移動を示すも

のと考えられる。そして、最終段階には窯は周囲の燃料薪を伐採しつくし、操業が維持できな

くなり次第、順次閉窯し、千里丘陵での生産を終了したものと考えられる。

－14　－



第3章　試掘調査の概要

1．　S T　39号窯跡

調査地は北から南へ伸びる尾根の西斜面であり、現状は標高54．75mを頂部とし、西側斜面の

標高53．00～54．00mの約5×3mの範囲に黒色灰屑の堆積が認められる。また、頂部の東側は

造成によって比高差約3mの急な斜面となっており、7×5mの範囲で黒色灰層の堆積が認め

られる。灰層堆積部分下方の西側斜面は竹林として造成されており、標高51．25m及び48．00m

部分で平坦化されている。窯跡は昭和41年に竹谷団地造成工事に際して、造成区域の西端に高

さ4mの崖があり、この部分に厚さ1m、幅20mに及ぶ灰層が露出し、遺物が散乱しているの

が確認されたが、窯体はすでに破壊されていた。

試掘調査は残存している灰原の範囲と包蔵状況の確認を目的として、6カ所のトレンチ

第8図　ST39号窯跡　調査区平面図
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第9図　ST39号窯跡　土層名一覧

1．表土

2．暗茶褐色砂質土

3．黄褐色砂質土

4．赤褐色砂質土

5．赤褐色粘質土

6．灰褐色砂質土

7．淡灰褐色粘土

8．明褐色砂質土

9．灰褐色粘質土

10．淡褐色砂質土

11．暗灰褐色砂質土

12．灰色砂質土

13．褐色砂質土

14．灰褐色粘土

15．淡赤褐色砂質土

16．褐色粘質土

17．茶褐色砂質土

18．淡黄灰色粘質土

19．黒灰色砂質土

20．暗灰色砂質土

21．日灰色粘土（地山）

（Tl～T6）を設定した。調査の結果、灰層は現在遣存している崖から西には広がらないこ

とが確認された。

また、Tl・2・3の地山面において幅1m、深さ20cmの溝を検出した。調査では遺物の出

土はみられなっかたが、調査状況から窯体に関連する遺構の可能性が考えられた。また、調査

区の東側部分の灰層については位置的に2次堆積の可能性が高いと判断された。

2．　S T　41号窯跡

佐井寺南の標高69m付近に2基並列して構築されていたと考えられた。調査地城は度重なる
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第12図　ST41号窯跡　出土遺物

造成工事によって窯体の所在した部分は完全に削平されており、灰原が展開していたと予想さ

れる東側斜面も大きく削平されており、標高65．00－68．00mにかけてほぼ平坦化されている。

トレンチは標高66．00～67．00mの地点を中心に、計13カ所（Tl～T13）を設定した。最も高

い地点にはT4・8・13を、それより北側にはTl～3、5～7を等高線に並行して設定する

とともに、東側への灰原の展開状況を確認するためにT9・10を設定した。また、調査地南側

の畠地においても、地表面において遺物が比較的まとまって採集されることからTll・12を設

定した。

調査の結果は、Tl～7、T9では表土層下で地山屑を確認し、明確な遺構、遺物の出土は

認められなかった。T8では地山層上層に層厚各20cmの耕作土、褐色土層が認められた。地山

屑はトレンチ西端で若干落ち込んでおり、その部分に層厚約2cmの黒色灰層が認められたが、

その堆積状況やT13の調査結果からは2次堆積層と思われ、また、T8の西南隅のみで検出さ

れており、広がるものではない。褐色土層から須恵器が現代の瓦と共に出土している。TlO・

11では堆積土中から遺物の出土をみたがいずれも近時の堆積に伴うものである。

トレンチ調査の結果、明確な灰原は認められず、T8において確認した灰層の堆積も2次堆

積で面的な広がりも持たず、灰原の存在した部分は既に削平されたものと判断された。また、

南側の畠地において多数の須恵器が採集されたことについても、東側の谷に向かう斜面が自然

に、あるいは耕作等の為に人為的に埋め立てた際に上方から流れ込んだものと判断された。

出土遣物は須恵器が約400点認められるが、その大半は細片であり、調査地南側の畠地の表面

採集資料及びTll・12に認められるような2次堆積資料である。器種は杯身・杯蓋・婆・高杯

等が認められ、II型式4段階の資料である。

3．　S T12・13号窯跡

窯は龍が池西方丘陵上の標高40m付近で確認され、2基並列しているものと考えられた。昭

和26年の集中豪雨によって一帯が土砂崩れをおこし、灰原部分が大きく流出した。調査地は後

世の畠地等の造成によって西向きの斜面が標高43．50mと32．50mの地点で平坦面となっており、
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第13図　ST12号窯跡　土層名一覧

1．表土　　　　　　6．灰褐色砂質土

2．黒灰色土　　　　7．淡褐色砂

3．淡黄褐色土　　　8．黄色粘質土

4．灰褐色砂質土　　9．黄色灰色土

5．淡灰褐色土　　　10．灰色砂質土

11．黄褐色砂質土

12．赤褐色砂質土

13．茶褐色砂質土

14．茶灰色砂質土

15．黄灰色砂質土

16．日灰色砂

17．黄褐色砂

18．赤褐色砂

19．暗茶褐色砂質土

20．地山



その間の斜面が地滑りによって崩れているのが地形測量の結果認められた。調査は窯体及び灰

屑の状況を確認することを目的として、12カ所のトレンチ（Tl～T12）を設定した。また、

斜面の一部に黒色灰層の堆積が認められたが、調査の結果、2次堆積のもであることが確認さ

れた。

下部の平坦面では灰原の状況を確認するためにTl・2を設定したが、表土層直下で灰層の

2次堆積層を確認するにとどまった。上部の平坦面において窯体を確認するためにT3～TlO

を設定し、T6において窯体を確認した。トレンチ内で検出した窯体は焼成部の一部であり、

幅1．7mである。後世の造成のために煙道部は削平されている。窯体の遺存状況を確認するため

にT6の下方10mの地点にTllを設定した結果、この地点までは窯体は続いていなかったが、

地山面の落ち込みが確認され、窯体に関連する遺構の可能性が考えられた。出土した須恵器は

II型式4段階を中心とするものである。

試掘調査の開始時には、事前の分布調査の所見から2基の窯体が並列していることが予想さ



れたが、試掘調査の結果は1基の窯を確認したのみであり、これをST12号窯跡とした。

4．　S T　50号窯跡

ST42号窯跡の南方約200mの標高50m付近で遣物、窯壁の散布が確認された。調査地は北側

の標高45．50～52．50mにかけての竹薮以外は畠地として造成され平坦化されており、各畠地間

は比高差3～7mの急な斜面をなしている。試掘調査は5区（A～E区）、16カ所のトレンチを

設定した。

A区は調査区北側の45．50～52．50mにかけての斜面であり、50．50mラインに2カ所（Tl・

T2）、48．50mラインに1カ所（T3）のトレンチを斜面に平行して設定した。各トレンチと

も表土層以下は層厚10～30cmを測る砂質土及び地山の2次堆積層と考えられる灰白色粘土層が

1．5～2．0mにわたって複雑に堆積しており、地山面は南から北に向かって緩やかに傾斜してい

る。各トレンチとも明確な遺構は認められず、堆積土中から須恵器、弥生土器、瓦器、土師器

小皿が少量出土したが、いずれも細片である。また、地山層直上層から近・現代の瓦等が出土

していることから、近時の堆積が大きいことが明かとなった。

B区はA区に南接する畠地で、標高50．50mで平坦化された部分の斜面側に等高線に平行して

7カ所のトレンチを設定した（T4～TlO）。各トレンチとも耕土層以下は浅い粘土層ないしは

粘質土層の堆積が1～3層認められたのみである。遺構は認められず、遺物はT9第3層から

須恵器細片が出土しているが、近・現代の遣物も共伴しており、畠地にする際に一帯は大きく

削平されたものと判断された。

C区はB区に東接する畠地であり、標高45．50mで平坦化されている。トレンチは斜面側に3

カ所、等高線に平行して設定した（Tll～T13）。各トレンチとも砂屑、砂質土層が1～2mに

わたって複雑に堆積しており、畠地の造成時における堆積土と考えられる。明確な遺構及び遺

物の出土は認められなかった。

D区はA区に東接する畠地であり、標高42．50mで平坦化されている。トレンチは斜面側に1

カ所（T14）設定した。耕土層以下は層厚10～40cmの砂質土及び粘質土が1mにわたって複雑

に堆積している。明確な遺構は認められず、遺物は第12層中から瓦器の細片が出土したが近・

了　「＿＿1
＼　l　‾‾‾♂

5

第16図　ST50号窯跡　出土遺物
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1．暗茶褐色土
2．淡茶褐色土
3．黄茶褐色土
4．淡灰色土
5．茶褐色砂質土
6．淡茶褐色砂質土
7．淡灰褐色砂質土
8．淡灰色土
9．淡灰色土
10．淡青灰色砂質土

11．日灰色粘土
12．赤褐色砂質土
13．灰褐色粘質土
14．灰色粘土
15．黄灰色粘土
16．明灰褐色粘質土
17．茶褐色粘土
18．淡茶褐色粘土
19．耕　　土
20．黄褐色粘質土

21．茶灰色砂質土
22．茶褐色砂
23．暗茶灰色砂
24．暗茶褐色砂
25．黄茶褐色砂
26．灰色砂
27．青灰色砂
28．青灰色粘砂
29．淡黒灰色砂
30．日灰色粘土（地山）

第17図　ST50号窯跡　トレンチ土層図（1）
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1．耕　　　土
2．赤褐色粘土
3．黄灰色粘土
4．褐　色　土
5．赤褐色粘土
6．褐　色　土
7．淡灰褐色粘質土
8．灰褐色粘質土
9．黄褐色粘土
10．黄褐色粘質土
11．灰褐色砂質土
12．茶褐色粘質土

13．淡黄褐色粘土
14．茶褐色砂質土
15．淡黄褐色粘土
16．茶褐色砂
17．淡茶灰色砂

年生718．淡黄褐色砂

19．淡褐色砂
20．茶灰色砂
21．淡黒褐色砂
22．淡褐色砂
23．赤褐色粘質土
24．淡赤褐色砂質土

第18図　ST50号窯跡　トレンチ土層図（2）
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現代の遺物も共伴している。

E区は調査地点景下方の畠地で、標高38．00mを前後する。2カ所（T15・T16）トレンチを

設定するが、耕土層以下は軟質な砂層の堆積が続く。第13層から須恵器が、第15層から土師器

小皿が出土したが、近・現代の遣物も共伴している。

以上のように、調査においては窯跡及び灰原等の遺構や明確な遺物包含層は認められず、出

土した須恵器も量的に少なく、器表面が摩滅していることから2次堆積の資料と考えられ、調

査区城内で須恵器窯跡が遺存している可能性は少ないと判断された。但し、少量とはいえ須恵

器が確認されたこと及び他の窯跡とは比較的距離があることから窯跡が存在し・たことは考えら

れる。

5．　S T　42号窯跡

窯体は昭和41年の住宅造成工事の際に破壊されたが、発掘調査が行われていないため、構

造・規模等詳細は不明である。調査実施時点では丘陵の尾根頂部付近にまで農地化が進んでお

り、辺り一面には棚田が広がっていた。

調査は、これまでに行われた分布調査等により、窯体があったとされる地点付近を中心に約

2×2mの試掘トレンチ9ヶ所（Tl～T9）を設定した。

し＿　　　　　　　ll

第19図　ST42号窯跡　調査区平面図
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T2南壁

［　　コ

巨壷

［土　　層　　序］
1．時灰色粘土層（耕土層）

2．灰　褐　色　砂　層

T．P．＋51．2m　3．淡灰褐色砂層
4．淡灰褐色細砂層

5．黄　褐　色　砂　層

6．淡灰色粗砂層

7．淡．灰　色　砂　層
8．灰　色　粗　砂　層

9．淡黄褐色砂層

10．淡褐色粘土層（耕土層）

11．時茶灰色土層
12．黄褐色粘土層

13．淡灰色粘土層

14．黄褐色粘土層

15．淡灰色粘土層
16．黄褐色粘土層

17．淡灰褐色砂質土層

18．淡黄褐色砂質土層
19．淡黄色粘土層

20．し時茶灰色粘土層（耕土層）

21．黄　褐　色　土　層

22．淡灰褐色砂質土層
23．淡灰色砂質土層

24．淡黄褐色粘質土層

25．淡　灰　色　土　層
26．灰褐色砂質土層

27．時灰白色砂質土層

28．淡灰褐色土層
29．時黄褐色砂質土層

30．茶灰色砂質土層

31．灰褐色砂質土層

32．灰褐色粘質土層

33．灰白色粘土層
34．淡青灰色粘質土層

35．淡育灰褐色粘質土層

36．淡黄褐色土層（耕土層）
37．黒　色　土　層

38．淡黄灰色粘土層

39．黄褐色粘質土層

40．淡赤褐色粘質土層（鬼板）
41．茶褐色粘質土層（鬼板）

42．黄灰色細砂層

43．時赤褐色粘質土層（鬼板）

44．淡赤褐色粘質土層（鬼板）
45．時黄褐色粘土層

46．青　色　粘　土　層

0

［＿＿＿＿，　．＿＿jm

第20図　ST42号窯跡　トレンチ土層図

土層については、Tl～T9の各トレンチにおいて異なる状況がみられたが、いずれも表土

層直下より地山とみられる洪積世層が確認されたり（Tl）、農地化の際の整地層であったり

（T3～T7・T9）、捜乱土層が混入した状態（T2・T8）で検出されており、窯操業時の

ものと思われる層位はいずれの調査区からも検出されなかった。当地一帯が農地化あるいは宅

地化された際に削平され、旧状が大きく損なわれたことによるものと考えられる。

調査地点のうち、T5・T7から最も多く出土したのを始めとして、T3・T4・T6・

T8からも須恵器の出土がみられた。器種としては、杯蓋（1～6）をはじめ、高杯（7）、窪

（8）、短頸壷（9）、鉢（11）等の出土をみた。これらの遺物は、いずれも小片であり、数十

点の出土にとどまった。このうち、杯蓋・婆が量的に多数を占めた。しかし、いずれの器種に

おいても実測可能なものは数量的に限定されており、詳細な検討を行うには大きな困難が伴っ

た。そのため出土遺物から、実測可能なものを選び出し、記すことにした。

まず、杯蓋（1～3）は口径14．7cmから15．2cmを測るものである。口線端部は丸くおさめら

れ、天井部から口綾部にかけて、丸くなだらかなカーブを描く。杯身（3～6）は口径12．2cm

から13．7cmを測るものである。立ち上がりは短く、外反気味に内傾する。日録端部は丸くおさ

められる。天井部及び底部外面は回転へラ削りで仕上げられ、他は回転ナデ・ナデにより仕上

げる。（7）は長脚高林の破片で、長方形の透かし孔が3方向に穿たれる。脚裾部には沈線を、

脚部外面には部分的に細かいカキ目を施す。脚部径は15．8cmを測る。聾（8）は口径22．0cmを

測り、端部は肥厚して丸い。短頸壷（9）は口径8．2cmを測り、口頸部は内傾して短く伸び、端

部は丸い。鉢（11）は口径16．2cmを測る。休部から口綾部に向かって内攣しながら立ち上がる。
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第21図　ST42号窯跡　出土遺物

端部は上部に平らな端面を持つ。

今回の試掘調査では、数10点の遺物の出土がみられたが、（12）、（13）をのぞいて、いずれも

陶邑編年II型式4－5段階のものであり、この時期に窯が操業されたことを伺わせる。なお、

この他には東播系のものと考えられる須恵器捏鉢の細片（13）の出土がみられ、中世における

集落等の遺跡が近辺に存在する可能性が想定される。

調査では窯体・灰原等本窯の操業状況を知る遺構は全く確認されなかったほか、これまでに

行われた造成工事とそれに続く農地化により、旧来からあった尾根状の地形が大きく削平され、

全く地形が変貌してしまった実態が明かとなった。
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第4章　ST39号窯跡の発掘調査
ST39号窯跡は窯体が既に造成工事によってに破壊され、その実態が明かでないことから、

今回の調査はその灰原の調査によって、本葉の操業の実態を明かにすること及び、試掘調査で

検出した灰原西側斜面の溝等の遺構の性格の確認を目的としたものであった。

造成区域の西端に標高54．75mを頂部とする高さ約4mの崖が残存しており、現状では頂部近

くの西側斜面の標高50．75～53．00mにかけての5mX3mの範囲に薄い灰層の堆積が認められ

た。また、反対の東側斜面の標高50．75～53．00mにかけての7mX5mの比較的広い範囲に灰

層が露出している。

1．灰層の調査（B・C区）

斜面西側の灰層堆積部分に3ヶ所、東西方向の斜面に直行するトレンチを設定し、灰層の堆

第22図　ST39号窯跡　調査区平面図
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型擾　1．表　　土

2．茶褐色砂質土
3．灰褐色砂質土
4．褐　色　土
5．淡褐色土
6．黒灰色土
7．黄褐色土
8．黄褐色砂質土
10．灰白色粘土（地山）

黒色灰層

第23図　ST39号窯跡　B・C区土層図

積状況を確認した後に灰層堆積部分5mX3mの範囲全域の調査を行った（C区）。いずれのト

レンチにおいても表土層直下で灰層の堆積を確認したが層厚も10～20cmと薄く、遣物の出土も

少なかった。灰屑下層に堆積する黄褐色砂質土、茶褐色砂質土は遣物が比較的まとまって出土

し、その下層の赤褐色粘土層（9層）は遺物は出土せず、地山層の2次堆積層と考えられた。

斜面東側の灰層部分には灰層堆積範囲に7mX5mの調査区を設定した（B区）。灰層は西側

の灰層に比べて厚い堆積を示し、層厚20～30cmの灰層が4層、灰眉間に遺物を含む黄褐色土層、
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淡褐色土層、茶褐色砂質土層が間層として堆積する。しかし、東から西に下る旧地形から考え

るとこの部分の堆積は不自然であり、地山直上層の暗灰色土層及び暗褐色土層から現代の遺物

が出土しており、さらに地山面にバックホウの爪跡まで認められることから、この灰層は造成

によって斜面が削られることにより東側に崩れ落ち、逆転して再堆積したものであることが明

かとなった。

2．窯跡関連遺構の調査（A　区）

C区の斜面下方は竹林のため標高51．25m及び48．00mで平坦化され、その間はやや急な斜面

となっている。試掘調査では、この地点で溝等の遺構を確認し、窯関連の遺構の可能性が考え

られたことから、東西17～19m、南北13m～15mの調査区を設定した（A区）。

（1）土層序

A区は竹林であることから、客土層が認められ（第1層）、斜面上方では15cm、斜面下方では

1mに及ぶ。第1層以下は屑厚10～35cmの砂質土層（2～6、15、16層）の堆積が認められる

が、各層中から須恵器の細片が少量出土している。斜面下方では、砂質土層の下層に地山層の

2次堆積層と考えられる粘質土層及び粘土層（7、9、16～18層）の堆積が認められるが、層

中からはわずかな須恵器細片の出土が認められた。地山面は標高49．00m及び47．70mで平坦面

となており、平坦面下方は標高47．50mから46．40mにかけて、南西に落ち込む傾斜面となって

いる。

（2）遺構

平坦面

地山面に認められる2段の平坦面は斜面をカットして作り出されており、上段では北東から

南西に走る溝SD04が、下段では平坦面を斜めに横切る形で北西から、南東に走る溝

SD05が確認された。SD04は幅2．1m、深さ64cmで、堆積土は褐色砂質土である。遺物は

出土していない。SD05は幅30cm、深さ5～10cmで、堆積土は原色砂層であり、須恵器杯、

窪、陶棺片及び窯壁が出土している。SD04については走行方向から、下方のSD02に続

く可能性が高く、平坦面はその造成に際してSD02を途中で削平していると考えられること

から、平垣面の造成はSD02より後出するものと判断される。時期については遺物の出土が

少なく明かではないが、窯の操業時のものであると考えられる。

S D Ol

調査区南端で確認された、南東から南西にかけて大きく攣曲して走行する溝であり、幅20～

75cm、深さ12cmで、堆積土は灰褐色砂質土、褐色粘質土、灰色砂質砂の3層である。検出部分

－　32　－



区

但
計
凶
司

垣

離
中
票
ト
C／つ

図
Llつ
N

●●



l　　　題　　　l

－」鮨哩m芸：完慧完芸冨土3・灰色砂質土
第26図　ST39号窯跡　A区SDOl

の溝底部は約1．8mの高低差がある。構内からは最下層で須恵器婆の細片が出土している。溝の

南東は溝SD02と重複しており、SDOlがSD02を掘り込んでいる。

S D O　2

SD O2及びSD03は斜面上方から下方に走る溝であり、SD02は幅2～2．5m、深さ

40～60cmで、北西側は2段に掘り込まれている。走行方向は上方はN－590　－Eにとり、途中

1．灰色砂質土
2．褐色砂質土
3．暗褐色砂質土
4．赤褐色粘質土
5．灰色粘質土
6．暗赤褐色粘質土
7．赤褐色砂質土

第27図　ST39号窯跡　A区SDO2
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からN－300　－Eと緩やかに攣曲している。検出部分の溝底部は約15cmの高低差がある。堆積

土は溝最下部に粘質土層の堆積が、上層に砂質土層の堆積が3～4層認められ、部分的にごく

僅かではあるが炭も含まれている。遺物は各層中から比較的まとまって出土しており、須恵器

杯、婆、、壷、陶棺片及び窯壁が出土しているが、いずれも細片である。SD02はSD04と

同一の遺構と考えられ、上方で平坦面造成に際して削平されている。

S D O　3

調査区のほぼ中央で検出された西から東に流下する溝である。幅1－1．6m、深さ20～45cmで、

北側は650　と急角度で掘り込まれるが、西側は16～280　と非常に緩やかに掘り込まれている。

走行方向は上方はN－810　－Eで、途中からN－640　－Eと緩やかに攣曲している。検出部分

の溝底部は約3．1mの高低差がある。堆積土は砂質土層及び粘質土層が複雑に堆積し、部分的に

褐色砂層が認められる。構内からの遺物の出土は認められなかった。

調査で確認した平坦面及び溝等の遺構の時期は各遺構の重複関係から、SDO2・04とそ

れを削平あるいは掘り込んで形成されたSDOl・SDO3及び平坦面の大きく2時期の遺構

群の変遷が考えられるが、SDOlとSDO3及び平坦面の時期的な関係は明かでない。但し、

遺物の出土状況から大きな時期差は認められず、いずれも本窯の操業時のものである。

SDOl～04はいずれも斜面上方から下方に下るものであり、排水の機能をもった溝と考え

られる。平坦面については、平坦面の端に溝を配しているが、柱穴等の遺構は確認できなかった。

従って、今回の調査で確認したのは溝及び人為的に形成された平坦面のみであり、須恵器生

産に伴う工房跡であることを明確に示す建物跡、あるいはロタロピット等の遺構、末製品及び

製作用粘土等の遺物は確認できなかったことから、確認した遺構が工房に関連するものとは断

定できないが、窯の操業時期の遺構であり、窯及び灰原との位置関係から、窯との関係が考え

られ、操業に関連する作業場等の遺構である可能性が高いと考えられる。

3．遺物

（1）須恵器

今回の出土遺物の内、古墳時代須恵器についてみるとコンテナ30箱分に及ぶが、大半が細片

である。出土状況も遺構に伴うもので図示できるものはなく、灰層についても2次堆積のもの

であることから、特に層序による区分は行わず、調査区ごとに一括して出土遺物の概要を記す。

A区（1～5）

杯蓋（1）は口径11．4cm、器高3．5cmで、口綾部は内攣しながら外方に下る。外面天井部にへ
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ラ削りを施すが、その範囲は天井部中央部に限られる。杯身（2～4）は口径10．0～11．4cmで、

たちあがりは0．6～0．9cmである。口綾部は外反しながら、上方に伸びるもの（2・4）と内攣

して上方に伸びるもの（3）がある。調整は、（3）は底部へラ切り未調整で、（2・4）は回

転へラ削りを施すが、底部中央部に限られる。

施（5）は基部が比較的細く、休部は丸味をもち、休部ほぼ中央に最大径を有する。

C区（6～14）

（6・9・10・12）は表土層、（11・13）は黒色灰層、（7・8・14）は灰層下層の暗茶褐色

砂質土出土である。

杯蓋（6～8）

（6・7）は口径12．8cm及び10．8cmで、口綾部はやや外反しながら下外方に下る。調整は

（6）は天井部中央部のみ回転へラ削りを施し、（7）はへラ切り未調整である。（8）は身と

蓋を逆転させた形態を示す蓋であり、口径9．8cmである。内面に口緑端部より下方に伸びるかえ

りを有し、天井部には断面菱形に近い宝珠様のつまみを付す。天井部2分の1程度まで回転へ

ラ削りを施す。

杯身（9～11）

（9・10）は口径10．8cm及び8．0cm、たちあがり高は1．0cm、0．8cmで、外反気味に内上方に伸

びる。底部はともにへラ切り未調整である。（11）は杯蓋（8）に対応する口縁の受部の消失し

た杯身であり、口径11．2cmである。破片であることから（6）等の前段階の杯蓋との区分は困

難であるが、底部が平らで、口綾部が内攣するが比較的真直ぐに立ち上がることから身と判断

した。底部はへラ切り未調整である。

嚢（12）

口綾部の破片で、口径20．8cmである。ほぼ直線的に外上方に伸び、端部は内傾する面をなす。

中位に2条凹線を巡らす。

器台（13）

鉢部の破片で、口径31．8cmである。内攣しながら上方に伸び、端部近くで外反する。2条1

帯の凹線を巡らし、紋様帯を構成し、列点紋を施す。

高杯（14）

脚部の破片であり、基部径5．0cmである。長方形の透かし孔を3方2段に穿がち、中位に2条
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凹線を巡らす。

B区（15～76）

2次堆積の黒色灰層出土の資料であり、杯蓋、杯身を主に蓋型土器、高林、椀型土器、提瓶、

壷、婆等が認められるが、いずれも細片である。

杯蓋（15～35）

口径及び形態から大きく3つのタイプに区分される。口径13．0～14．0cmのもの（15～20）、口

径10．0－12．0cm、あるいは10．0cm未満にまで小型化するもの（21－32）、（8）のように口綾部

内面にかえりを有し、つまみを付すもの（33～35）である。

（15～20）は口径13．2～13．6cmであり、天井部が低平な形態のもの（15～18）と器高が他よ

り比較的高く、天井部が丸味をもつもの（19・20）があり、調整は（19）がへラ切り未調整で

あり、他は回転へラ削りを行うが、その範囲は天井部中央部に限られる。（21～32）は口径9．6

～12．7cmで、天井部が低平な形態のもの（21～23）と丸味をもつもの（24～32）がある。調整

は（20・27・28）が天井部へラ切り未調整で、他は回転へラ削りを行うが、その範囲は天井部

中央部に限られる。（33～35）は口径8．6～13．2cmで、内面に口縁端部より下方に伸びるかえり

を有し、天井部2分の1程度まで回転へラ削りを施す。

杯身（36～58）

杯蓋同様口径及び形態から大きく3つのタイプに区分される。口径12．0～14．0cmで、たちあ

がり高0．8～0．9cmと比較的高いもの（36～39）、口径10．0未満～11．0cm台で、たちあがり高

0．7cm以下の低いもの（40～56）、（11）と同様、前段階の杯蓋と逆転した形態のもの（57・58）

である。

（36～39）は口径12．0cm～13．2cmである。調整は全て回転へラ削りを行うが、底部中央部に

限られる。（40～56）は口径8．4～11．6cmである。（43・44・46・47・52・55・56）のように低平

で底部を平らにするものが目立つ。調整はへラ切り未調整のものが多く（40～44・46・48～50・

53～56）、回転へラ削りを行うものも底部中央部のごく一部に限られる。（57・58）は口径

10．6cm及び11．9cmで、平らな底部で、口綾部は内攣するが比較的真直ぐに立ち上がる。（57）は

底部はへラ切り未調整であり、（58）は底部中央部付近にへラ削りを行う。

蓋型土器（59～63）

（59～62）は口径9．8～12．0cmで、口綾部が比較的直線的に下外方に下る。（62）は肩部に稜

をもつ。（63）はかえりを有し、口径14．0cmである。天井部から3分の1程度までカキ目調整を

施す。
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高杯（64）

口径14．2cmの無蓋高林で、杯部の器高2．0cmと偏平な器体を杯部とするものである。底部外面

はへラ削りを行い、脚基部は太い。

椀（65・66）

（65）は口径11．4cmで、内攣して上方に伸び、（66）は口径14．0cmで、内攣しながら伸び、段

を有して外上方に伸びる。端部は短く屈曲して伸び、内面は内傾する面をなす。外面はカキ目

調整を施す。台付椀の可能性もある。

提瓶（67）

口径7．2cmで、ほぼ直線的に外方に伸びる。

蓋（68）

婆の蓋の環状のつまみ部分と考えられ、径4．8cm、現存高3．9cmである。

壷（69～71）

（69・71）は台付壷の脚部である。（69）は底径6．3cmで、脚部は中位まで外反しながら下り、

鋭い稜を呈し、そこから内攣して下り、端部は短く外方に伸びる。（70）は底径9．9cmで、中位

から内攣して下り、端部は平坦な面をなす。円形のスカシ孔を穿がつ。（71）は口径9．5cmで、

端部は内傾する面をなす。

嚢（72～76）

口径12．0～25．4cmである。（72）は小型窪で、口綾部は短く外方に伸び、内攣して上方に伸び

る。（73～76）は中型婆で、口綾部は（73）は短く下外方に伸び、内攣しながら上方に伸びる。

（74）は短く下外方に伸び、外反して、内上方に直線的に伸び、（75）は外方に伸び、内攣して

上方に伸び、（76）は端部近くに凸帯を付す。

以上、今回の調査で出土した須恵器について、各調査区ごとにその様相を記した。出土した

須恵器については調査した灰原が2次堆積のものであり、本窯の実態を明かにするためには必

ずしも良好な資料ではなかった。しかし、灰層中からは量的にまとまって出土しており、操業

時期等については、ある程度の様相が明かとなった。さて、出土遺物は大半が2次堆積の資料

であることから層位的な検討は困難であり、本葉の操業実態は出土各個体の状況から判断しな

ければならない。遺物の内、貴も出土量の多い杯蓋及び杯身をみると、B区灰層で認められる

ように口径の計測値等から各々3タイプに分類できる。杯蓋は口径13．0～14．0cmのもの（15～

－　42　－



′　hヽ

‘、、

1　ヽ　　　1

－、ヽ．

．ヽ　＼

＿　し・十　ノ

、＼・、1J．

2

｝ここ一レ，、′ヽP・

：：1－－

二．：・∵ご，∴．1－1ヽ・．

息．

0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　20cm

第32図　ST39号窯跡　出土須恵器円筒棺（1）
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20：杯蓋A）、口径10．0－12．0cm、あるいは10．0cm未満にまで小型化するもの（1・6・7・

21～32：杯蓋B）、口綾部内面にかえりを有し、つまみを付すもの（8・33～35：杯蓋C）であ

り、杯身も口径12．0～14．0cmで、たちあがり高0．8～0．9cmと比較的高いもの（4・36～39：杯

身A）、口径10．0cm未満～11．0cm台で、たちあがり高0．7cm以下の低いもの（2・3・9・10・

40－56：杯身B）、前段階の杯蓋と逆転した形態のもの（11・57・58：杯身C）である。これら

の杯蓋及び杯身はそれぞれ対応するものである。調整手法をみると、杯Aは外面の回転へラ削

りも粗略化が目立ち、へラ切り未調整のものも認められ、さらに杯Bになるとさらに粗雑化が

進み、外面天井部ないし、底部はへラ切り未調整か、あるいはその周縁にわずかにへラ削りを

施す程度である。

そしてこれらを陶邑における編年案（中村編年）に当てはめれば、杯AはII型式5段階に、

杯BはII型式6段階に、そして杯CはIII型式1段階に各々相当するものと判断され、明確に他

の時期を示す資料は、他の器種についても認められないことから本窯の操業時期を示すものと

考えられる。従って、本窯はII型式5段階に生産を開始し、III型式1段階には操業を終えたも

のと考えられ、ST34号窯跡とともに、本市城における古墳時代須恵器窯群の最終段階の1基

と位置づけられる。

（2）須恵器円筒棺・陶棺

須恵器円筒棺は、破片で合計21点出土しているが、いずれも小片のために全体の大きさがわ

かるものはない。出土地点は、A区（4－12）が最も多く、その内（4・5）はSDO2、（6～

8）はSD03から出土した。また、B区から出土した7点（13－19）の内、（19）以外が灰層か

らの出土である。しかし、これらの堆積層はA区遺構出土のものを除き、後世の開発に伴う、

挽乱を受けた2次堆積層からの出土であり、出土層毎に遺物の傾向を分類することはできなか

った。そのため、これらの遺物を一括して報告する。

色調は灰色～灰白色を呈する須恵質の破片（1－5・9～20）で、なかには焼成不良のため

淡黄色を呈するもの（3・6・7）もみられた。胎土はいずれも精良である。調整手法は外面

は平行叩きを施した後、縦方向のパケ目調整を施す。内面は同心円紋が明瞭にみられるもの

（10）、これをナデ消したもの（2～5・12～20）、部分的にナデ調整を施すが（1・6－9、

11）、この中には粘土紐痕を残すものも認められた。外面の平行叩きは3～4条／cm（11・12）

と5～6条／cm（9・13・20）の2種みられるのに対し、パケ目は7～9条／cmでほぼ一定で

ある。凸帯を付したものは確認されなかた。（7・11）は口綾部の破片であるが、いずれも休部

から其直ぐに内傾しながら、平らな端面を持つ口綾部に至るものである。端部までは外面は平

行叩き、内面は同心円紋が施され、通常、口綾部にみられる横ナデ調整は行われていない。

（11）は斜め方向の平行叩き（3－4条／cm）ののち、ナデ調整を施す。口径は38．8cmと

30．8cm、厚さは約0．5cm～1．55cmである。これらの遺物については、2次堆積のものであり、ま
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第33図　ST39号窯跡　出土須恵器円筒棺（2）

た、これまでの出土例が希薄であることから時期は不明である。しかしながら、灰層から出土

しているものや焼成不良のものも少なからずみられることから、ST39号窯で焼成され、遺棄

された遺物と考えられる。

今回の調査で出土した須恵器円筒棺は小片であることから、形状及び個体数を正確に復元、

把握することができなかった。しかし、部分的ではあるが、知るところとなった形状、特にロ
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第34図　ST39号窯跡　出土陶棺

綾部の形態、内外両における

調整手法、共伴遺物の時期等

からみて、大阪府堺市陶器千

塚29号墳及び大庭遺跡出土の

ものと類似するものと考えら

れる。

陶棺は小片のため、全体の

形状は不明であるが、今回出

土した2点については棺の蓋

と考えられる。（1）は隅棟の

軒部分とみられる。外面は縦

方向のパケ目調整（10条／

cm）がなされ、内面にはナデ

調整が施される。残存高約

4．3cm、厚さ約2．05cmである。

（2）は9．1×6．15cmの小片で、蓋の側部とみられる。外面には横方向の粗いパケ日調整が緻

密に施され（7条／cm）、内面にはナデ調整を施す。いずれも色調は灰色である。

表2　ST39号窯跡出土須恵器観察表

No． 出土層位 器種 計測値 （cm） 個々の特徴 色調

1
A 区

灰褐色砂質土
杯蓋

口径 11．4

器高3．5

天井部は丸味を持ち、 日録部 外内 ：灰色

は内攣 しながら外方に下る。 断 ：にぷい

ロクロ回転右 回り。 赤褐色

2

A 区

杯身

口径 10．4 底部は比較的丸味を持ち、た
外 内 ：灰 白色

断 ：灰 白色
S D O3 受部径 13．0 ちあが りは外反 して伸びる。

淡青灰色砂質 器高3．6 外面、底部へ ラ切未調整。

3

A 区

杯身

口径 10．0 底部は丸味を持ち、たちあが
外 ：灰色

内断 ：灰 白色
S D O3 受部径 12．9 りは内攣 して、短か く伸びる。

黒灰色砂質土 器高3．8 外面、底部へラ切未調整。

4

Å区

杯身

口径 11．4 底部はほぼ平らで、たちあが
外 内 ：灰色

断 ：灰色
S D O3 受部径 13．8 りは外反 して短か く伸びる。

黒灰色砂質土 残存高2．5 ロタロ回転右 回り。

7
C 区

暗茶褐色砂質
杯蓋

日経10．8

器高4．2

天井部はほぼ平 らで、ロ緑部
外 ：淡黄色

内断 ：灰色は外反 して下 る。外面、天井

部へラ切未調整。
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No． 出土層位 器種 計測値（cm） 個々の特徴 色調

8
C 区

暗茶褐色砂質
杯蓋

口径9．8

器高3．4

つまみ径1．1

天井部は丸味を持ち、なだら

かに下 り端部近 くの内面に、

外反するかえりを有する。つ

まみは擬宝珠様。

外 ：淡黄色

内 ：灰白色

断 ：灰色

9
C 区

表土
杯身

口経10．8

受部径13．4

器高3．2

底部は比較的平らで、たちあ

がりは外反して上方に伸びる。

外面、底部へラ切未調整。

外 ：灰黄色

内断 ：灰色

10
C 区

表土
杯身

口径8．8

受部径11．6

現存高3．2

底部は丸味を持ち、たちあが

りは、やや外半して上方に伸

びる。外面、底部へラ切未調整。

外 ：灰黄色

内断 ：灰色

11
C 区

黒色灰層
杯身
口径11．2

器高3．4

底部は平らで、口綾部は内攣

気味に上方に伸びる。外面、

底部へラ切未調整。

外 ：暗灰色

内断 ：灰色

15
B 区

黒色灰層
杯蓋
口径13．6

器高3．5

天井部－はほぼ平らで、なだら 外 ：灰色

かに下 り、口綾部はほぼ垂直 内 ：灰黄色

に下る。ロクロ回転右回り。 断 ：褐灰色

16
B 区

黒色灰層
杯蓋
口径13．2

現存高3．4

天井部はやや丸味を持ち、口

綾部は直線的に外方に下る。

ロタロ回転右回り。

外内 ：灰色

断 ：灰色

18
B 区

杯蓋
口径13．6 天井部は丸味を持ち、口綾部 外内 ：灰白色

茶褐色砂質土 現存高3．6 は外反して下方に下る。 断 ：灰白色

19
B 区

淡．褐色土
杯蓋
口径12．4

現存高3．5

天井部はほぼ平らで、口綾部

はやや屈曲して、ほぼ垂直に

短く下る。ロクロ回転、右回り。

外内 ：灰色

断 ：灰色

22
B 区

．黒色灰層

杯蓋
口径13．2

現存高4．2

天井部は丸味を持ち、口綾部

は内攣して下方に下る。外面、

天井部分へラ切未調整。

内 ：浅黄色

外断 ：淡．黄色

23
B 区

黒色灰層
杯蓋
口径13．2

器高4．1

天井部はほぼ平らで、口綾部

は内攣して下方に下る。

ロクロ回転右回り。

外 ：灰色

内断 ：灰白色

24
B 区

黒色灰層
杯蓋
口径12．4

器高4．2

天井部は丸味を持ち、口綾部

は内攣して下 り、端部近 くで

ほぼ垂直に下る。

外内 ：灰白色

断 ：淡白色

25
B 区

黒色灰層
杯蓋
口径12．2

器高4．4

天井部はほぼ平らで、口綾部 外 ：灰黄色

は外反気味に下る。 内 ：灰色

ロクロ回転右回り。 断 ：暗灰黄色

28
B 区

茶褐色砂質土
杯蓋
口径11．2

器高3．6

天井部は丸みを痔っ。外面、

天井部へラキリ未調整。天井

部「－」へラ記号。

外内 ：灰白色

断 ：灰白色

】
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32
B 区

茶褐色砂質土
杯蓋
口径9．6

器高3．7

天井部は丸味を持つ。外面天

井部へラ切未調整。天井部

「－」へラ記号。

外内 ：灰白色

断 ：灰白色

33
B 区

杯蓋
口径13．2

天井部は丸味を持ち、なだら
かに下り端部近 くの内面に内

外 ：オリーブ灰

色

内断 ：灰白色黒色灰層 現存高3．4 攣するかえりを有する。ロタ

ロ回転右回り。

34
B 区．

杯蓋
口径8．6

天井部は丸味を持ち、なだら
かに下り、端部近くの内面に 外内 ：灰色

黒色灰層 現存高2．9 外反するかえサを有する。ロ
クロ回転右回り。

断 ：褐灰色

36
B 区

杯身

口径12．4

受部径15．4

器高4．2

底部は丸味を持ち、たちあが
りは内攣し、端部近 くで外反 外 ：灰黄色

黒色灰層 して伸る。

ロクロ回転右回り。
内断 ：灰色

37
B 区

黒色灰層
杯身

口径12．0

受部径14．4

現存高4．0

底部は丸 く、たちあがりは外

反して伸る。ロクロ回転右回

り。

外内 ：灰色

断 ：灰色

38
B 区

‘杯身

口径12．6

受部径14．7

現存高3．6

底部は丸味を持ち、たちあが
りは内攣し、中位で外反して・外内 ：灰色

黒色灰層 伸る。

ロタロ回転右回り。
断 ：灰色

40
B 区

黒色灰層
杯身

口径12．0

受部径14．1

器高3．0

底部は平らに近く、たちあが

りは外反して、短 く伸る。

外面、底部へラ切未調整。

外内 ：灰色

断 ：灰色

42
B 区

黒色灰層
杯身

口径11．4

受部径13．6

現存高3．4

底部は丸味を持ちたちあがり

は外反して短く伸る。

外面、底部へラ切未調整。

外内 ：灰白色

断 ：灰白色

43
B 区

杯身

口径11．4

受部径13．3

器高3．5

底部は平らで、たちあがりは
外反して伸る。外面、底部へ 外内 ：灰．白色

褐色土 ラ切未調整。底部 「－」へラ
記号。

断 ：灰白色

46
B 区

黒色灰層
杯身

口径11．0

受部径13．4

現存高．3．2

底部はほぼ平らで、たちあが

りは外反して短 く伸る。外面、

底部へラ切未調整。

外内 ：黄灰色

断 ：灰白色

49
B 区

茶褐色砂質土
杯身

口径10．2

受部径12．0

器高3．2

底部は丸味を持ち、たちあが

りは外反して短 く伸る。外面、

底部へラ切未調整。

外内 ：黄灰色

断 ：灰白色

50
B 区

黒色灰層
杯身

口径10．0

受部径12．0

器高3．6

底部は丸く、たちあがり′は外

反して短く伸る。外面、底部

へラ切未調整。

外内 ：灰白色

断 ：灰白色

58
B 区

黒色灰層
杯身
口径10．6

器高3．2

底部はほぼ平らで、口綾部は

端部近 くで外反 して伸る。

ロクロ回転右回り。

外内 ：灰色

断 ：灰色
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第5章　ST12号窯跡の発掘調査

1．窯体・灰原の発掘調査

昭和59年の試掘調査によって窯体の位置を確認したが、灰原については調査の状況及び、か

っての名神高速道路の工事等における遣物の出土状況から試掘調査範囲よりさらに下方に広が
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ることが考えられた。従って、下方部分についても調査が必要と考えられたが、造成工事等の

関係から窯体部分及びその下方部分の調査は2時期に分けて実施し、本項は先に実施した窯体

部分の調査の報告である。調査は、試掘調査の結果によって、窯体調査区及び灰原調査区とし

て4区の調査区を設定して実施した。

また、窯体部分については調査後の移築を考慮し、窯体の左側壁部分は大きく迫り出し、落

下の危険性が高いことから、完全には検出せず、窯床等の断ち割りについても部分的に限定し

た。

（1）窯体

窯の立地

ST12号窯跡は佐井寺集落南側から南方に伸びる丘陵尾根が龍が池南方で東へ短く突出する

支尾根の南西斜面に位置する。調査地の現況は棚田・畠地等の開発により標高43．5mと39．25m

の地点で平坦面となっているが、その間の斜面は地滑り等によって大きく崩れているのが認め

られる。

窯体は後世の開発によって煙道部及び焼成部上方が削平されているが、北西から南東に伸び

る尾根の南西向きの斜面の標高43．5mを焼成部残存部最上部とし、標高41．84mを焚口とする位

置にあり、窯は尾根に直行して築かれている。窯体の焚口前面は不整形ではあるがハの字形に

開き前庭部を形成し、前庭部端、標高41．0mの地点からほぼ38．5mにかけて緩やかな斜面をな

す。標高38．0mより下方については一部、後世の畠地の開発によって平坦になっているが、地

山層は谷状に大きく落ち込んでいる。

構造・規模

窯は地山を掘り込んで構築された半地下式、無段無階式登窯であり、N－330　－Eに主軸方

位をとる。窯体は砂が多く混じる粘土層を掘り込んで構築されており、窯を構築する条件とし

ては余り良好な地点とはいえず、特に焼成部上方の床面のベースは砂層となっている。

上記のように煙道及び焼成部上方が失われているが、現存する床面主軸線上の水平長は5．5m、

最大残存長は右側壁部分で5．85mであり、この内、焼成部は3．78m、燃焼部は2．07mが遺存し

ている。焼成部残存部頂部と燃焼部床面では1．66mの比高差がある。焚口は燃焼部の先端から

床面は地山が下がっていくとともに両側の側壁が大きく左右にハの字形に開いていくことから

現存部分が焚口と判断される。、床面の傾斜角度は燃焼部はほぼ水平であり、焼成部は燃焼部に

接する部分は160　で、すぐに240　の傾斜となり、焼成部上方の最も急になる部分では290　とな

る。

床面の幅は焼成部では1．52m～1．56m、燃焼部は1．5mであり、燃焼部から焼成部にかけて、

ほぼ直線的に伸び、床面幅の差はほとんど認められない。
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第37図　ST12号窯跡　地形測量図

床面

焼成部床面上には全体に薄く灰の堆積が認め

られ、その灰層を取り除くと被熟して、弱い還

元状態の硬質の砂層の床面を確認するが、非常

に脆い状況であった。燃焼部床面は粘土層が被

熟で還元状態になっており、焼成部に比べると

しっかりしている。床面横断面の形態は燃焼部

ではほぼ平坦になっているが、焼成部の大半は

床面中央がやや凹み、窯の横断面が楕円に近い

状況をなし、最大幅が床面の立ち上がり部分よ

りもやや上方にある。

床面は焼成部で補修は認められず、1面のみ

である。燃焼部については床面に杯蓋、杯身、

婆を主体とする多量の須恵器が集積した状況で

の出土が認められ、これらの遺物を取り上げた

ところ一部で貼り床（2次床）が認められ、灰

層を間層として1次床を確認した。また、燃焼

部床面には深さ12cmで60×60cmの方形に近い平

面形をなし、その南端から燃焼部先端に向かっ

て、幅16～30cmの細長い溝状に伸びる落ち込み

を検出した。この落ち込みについては、船底状

ピットかと考えられたが、その側面は還元状態

になっておらず、窯床及び窯床下の酸化層を掘

り込んだ状況で、通常の船底状ピットとは異な

る。焼成後に穿たれたものと考えられ、1次床

を掘り込んだ後、落ち込み内には灰層が堆積し、

さらにその灰層上に2次床を貼っている。

側壁

窯の高さについては天井が遺存していないが、側壁は燃焼部では貴大0て79m、焼成部では最

大1．16mが遺存している。側壁の立ち上がりは部分によってかなり異なるが、ほぼ垂直に立ち

上がり、天井近くから大きくカーブを描く部分と緩やかに内攣しながら立ち上がり、天井部に

続く部分が認められる。

側壁は焼成部上方は窯壁の上塗りの粘土は剥離した可能性もあるが、痕跡も認められず、掘
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第39図　ST12号窯跡　窯床遺物出土状況

り込まれた地山層が直接被熟して還元状態になっている。しかし、還元状況は弱く、軟質であ

り、それほど高火度には達していない。一方、燃焼部及び燃焼部に近い焼成部下端では窯壁の

重なりが顕著に認められ、右側壁は3枚、左側壁は2～3枚の窯壁が認められ、いずれも強く

熟を受けて還元状態になっており、燃焼部から焼成部にかけて、窯体内で最も熟を強く受ける

部分が特に丁寧に補修されている。

前庭部・窯体前面部分

窯体前庭部については、焚口部分先端から地山がやや不整形ではあるが左右に「ハ」の字形

に開いていくことから前庭部と判断され、地山の成形状況等から標高41．0m付近までが前庭部

範囲と考えられ、焚口から約2mの範囲まで、最大幅5m以上となる。また、焚口床面とその

前面部分では1×1mの範囲で約30cm落ち込み、段差をなす。

また、前庭部前面は後述するように灰原（灰原I）が展開し、地山面は38．0m付近まで比較

的緩やかな傾斜面となり、一但、後世の水田開発のため平坦となるが、約4m南西から急角度

で谷状に落ち込んでいき谷状の地形を呈する。前庭部前面には排水溝等、窯に伴う明確な遺構

は確認されなかったが、灰原前面の約3×3mの範囲で、厚さ60cmの間に層厚約10cmの灰黄色

砂質土、黄橙色砂質土、灰白色砂層が複雑に堆積し、その上面でほぼ平坦な面を形成している。

この堆積部分は、その下層、地山面上約25～60cmまでが自然な堆積を示すのに対して、きわめ

て短期間に堆積している状況であり、人為的な盛土の可能性が高いと考えられる。この堆積は

下層の堆積土中には僅かではあるが灰層、焼土層が混じり、須恵器の出土が認められ、さらに

は、灰層の堆積状況から窯体構築時、あるいは操業直後の作業と考えられる。また、堆積土も

精良な砂層及び粘土の混じる砂質土であることから地山層構成土と考えられ、窯の構築に伴う

排土を前面に盛って平坦面を形成したものか、あるいは操業直後に盛って平坦面を形成したも

のと考えられる。
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窯体内遣物出土状況

先述したように、一部窯壁落下の危険性が高い部分にっいては床面も完全には検出していな

いことから全ての遺物を確認していないが、窯体内からは200点以上の須恵器が出土しており、

その内、約75％が床面上からの出土である。堆積土中の須恵器は大半が細片であり、他に炭、

窯壁塊等も認められる。

床面上から出土した須恵器は焼成部では杯蓋及び杯身、聾が認められるが、杯蓋、杯身は完

形に近いものも認められ、1点は蓋と身が重なった状況であり、聾は休部の破片である。出土

状況は特に規則性は認められず、2次焼成を受けたものも認められないことから焼き台とは考

えられず、焼成後、窯出しの際に取り残されたものと考えられる。

燃焼部では多量の須恵器が検出されたが、明確に時期差を示す出土状況は認められず、須恵

器も杯身、杯蓋はほぼ同一の様相を示し、一時期の集積と考えられる。これらは破損品が大半

であることからも最終焼成後、窯出しの選別に際して破損品が一括して投棄され、窯も操業を

終えたものと判断される。従って、操業の最終段階の一括資料と考えられる。

燃焼部床面で確認した須恵器の総数は156点で、器種は杯身、杯蓋、聾、高林、提瓶、壷が認

められるが、個体数の割合でみると、杯身、杯蓋が大半を占め、杯身が全体の約60％、杯蓋が

約30％を占める。他の器種は2～4％づつと、ほぼ同様の割合となる。

（2）灰原

灰層の堆積は3ヶ所で認められ、窯の焚口前面に接する地点（灰原I）、窯体の東南の地点

（灰原II）、窯の下方約8mの地点から斜面下方に広がる地点（灰原III）で確認された。

灰原Iは窯焚口に連続して4mX4mの範囲に広がる。灰層は堆積状況から6層に区分（I

～VI層）でき、さらに堆積時期は3期に区分できる。各層厚は10～20cmで、I・II層（上層）、

III層（中層）、IV～VI層（下層）と考えられ、上層堆積層が燃焼部遺物との関係から、最終操業

に伴う堆積層と考えられる。

灰原IIは窯の東南の5mX5mの以上の範囲に広がる。灰層は層厚10～20cmの堆積が大きく

2層認められ、灰層間に黄色粘質土及び暗灰色砂質土層の堆積が認められる。この灰層の展開

は窯体の東南上方で東から西へ流れ込む状況で堆積しており、一部が灰原I上に堆積する。こ

の灰層は後世の開発等によって流出したものと考えられるが、窯体の上方に展開することから

本窯の灰原と昼考えにくく、本窯の東南上方に築かれた別の窯の存在が考えられる。

灰原IIIは窯の南西の下方8mの地点から下方15mにかけての幅14m以上にわたって展開し、

層厚8～16cmの薄い灰層の堆積が1層認められるが、この灰層下に現代の耕土層が認められ、近

年の開発に伴って流出した2次堆積の灰層である。窯体一帯が大きく削平されていることから

灰原I及び灰原IIのかなりの部分が流出して、この灰原IIIの堆積となっているものと考えられ、

灰層がどの窯に属するものかの峻別はできなかった。
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（3）出土遺物

今回の調査で出土した遺物は大半が須恵器でコンテナ80箱分におよび、窯体内及び3カ所の

灰原からの出土であり、器種は杯蓋及び杯身が大半を占め、他に婆、高杯、提瓶等が認められ

る。この内、灰原II・III出土の遺物については本窯跡及び他に存在が想定される窯跡遺物の2

次堆積資料であるが、灰原I出土遺物は12号窯跡に属するものであり、また、燃焼部床面出土

の一括資料は本窯の最終段階の資料と考えられるものである。以下、出土地点及び層序ごとに

遺物の概要を記す。

a．窯一体内　出　土遺物

燃焼部落ち込み（1～7）

燃焼部床面に掘削された落ち込み内に堆積する灰層からの出土資料であり、後述する燃焼部

床面出土資料に先行する段階のものである。いずれも細片であるが、杯蓋及び杯身が認められ

る。（3）は蓋と身を重ね焼きした状況で出土し、（6）も重ね焼きの痕跡が認められる。杯蓋

は口径14．7～15．6cmである。（1・2）は口綾部が下方に内攣して下り、端部に弱い段を有して

おり、（3）は口縁端部を丸くおさめる。

杯身は口径12．9～14．6cmである。たちあがりは、（7）は0．6cmと低く、比較的痛く内傾し、

（3～5）は0．8～1．0cmで、形態的に内傾して伸びるもの（4・5）と中位で上方に伸びるも

の（3・6）がある。また、（3・4・6）は内面のたちあがりの境が明瞭でない。

焼成部床面（8・9）

杯蓋及び杯身であり、（8・9）は重なった状況で出土した。杯蓋（8）は口径15．2cm、器高

4．1cmであり、比較的丸味を持った天井部をなし、口綾部は下方に内攣して下り、端部を丸くお

さめる。天井部は回転へラ削りを施すが、その範囲は2分の1未満であり、他はナデによって

仕上げている。杯身（9）は口径13．7cm、器高4．2cmであり、たちあがりは0．9cmで、内傾して

中位で上方に伸びる。底部外面は2分の1前後まで回転へラ削り、他はナデで仕上げている。

燃焼部床面（10～53）

（10－53）は燃焼部床面出土の一括資料であり、本窯の最終段階の資料と考えられるもので

ある。杯蓋、杯身、高林、壷、窪が認められる。

杯蓋（10～27）

口径は13．6～17．0cmであるが、大半は14～16cm台であり、一部に13cm台のものが認められる

（24～27）。器高は3．4～4．5cmであり、口綾部は下外方に下るもの（18～24）と内攣して下るも
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の（10㌣17・25～27）がある。口線端部は（10）は段を有するが、他は丸くおさめる。天井部

は回転へラ削りを施すが、その範囲は2分の1未満であり、他はナデによって仕上げている。

杯身（28～48）

口径12．4～15．5cmであるが、大半は13～15cm台であり、一部12cm台のものが認められる（45

～48）。たちあがりは0．7～1．2cmで、内傾して伸び、中位で屈曲して上方にのびるもの（28～

42）と、内傾して外反気味に上方に伸びるもの（43－48）があり、口線端部はすべて丸くおさ

める。底部外面は2分の1前後まで回転へラ削り、他はナデによって仕上げている。

高杯（49・50）

（49）は有蓋高林、（50）は無蓋高杯の林部である。（49）は林部の口径14．0cmで、形態的に

は杯身と同様であるが、調整は底部外面2分の1前後をへラ削りを施した後、丁寧にナデによ

って仕上げ、へラ削りの痕跡をほとんど消している。脚部は基部がわずかに遺存するが、基部

径3．0cmの太いもので、3方向に透かし孔を穿がち、太く大きく開く脚部となるものと思われる。

（50）は口径12．8cmの林部で、底部から中位でやや屈曲して外上方に直線的に伸びる。底部との

境界部および、中位の屈曲部分に2条凸帯を付し、その間に粗い波状紋を施す。脚部の状況は

明かでない。

妻（51～53）

（51・52）は口径16．0cmで、口綾部はほぼ垂直にたちあがり、端部は丸く内偵する平坦面を

有する。肩部は比較的丸味をもって下り、（52）は肩部から7cm程下ったところに鈎状の把手を

もつ。休部外面の調整は縦方向の粗い叩きが認められ、全面に自然粕が掛かる。（53）は口径

39cmの大型の婆の口綾部であり、大きく外反気味に伸び、端部は上方に肥厚し、下端に断面三

角形の凸帯を有する。口頸部には2条1対の凹線で2帯の紋様帯をつくり粗い波状紋を巡らす。

窯体内堆積土（54～60）

窯体内の2次堆積資料であるが、主に焼成部の床面直上の出土である。

尭（54）

口径40．8cmの大型婆の口綾部である。端部及び紋様帯の仕上げは燃焼部出土の（53）に近い

が、波状紋の施し方は、やや丁寧である。

杯蓋（55・56）

（55）は口径14．5cmで、天井部は丸味をもち、口綾部は下外方に下る。（56）は口径14．4cmで、
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天井部は平らで口綾部は内攣気味に下り、端部近くで屈曲して、内方に下る。器高はほぼ同様

であり、端部も丸くおさめる。外面回転へラ削りの範囲は（55）は2分の1程度で（56）は3

分の1程度である。

杯身（57～GO）

口径は12．6～15．6cmであり、（60）は丸味をもつ底部である。たちあがりは0．8～1．2cmで、内

傾して外反気味に上方に伸び、口線端部はすべて丸くおさめる。底部の回転へラ削りは（57）

は3分の1程度、他は2分の1程度である。
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b．灰原I　出　土遺物（61～118）

窯体焚口に摸して展開する灰原で、大きく上・中・下層の3層に分かれるが、杯身、杯蓋が

出土の大半を占め、他に施、窪等が認められる。

灰原l上層（61～91）

杯蓋（61～75）

口径は14～15cm台であり、（61・62）は口綾部端部に弱い段を有する。他は口綾部が下外方に

下るもの（67～75）と内攣して下るもの（63～66）があり、口線端部は丸くおさめる。天井部

は回転へラ削りを施すが、その範囲は2分の1未満であり、他はナデによって仕上げている。

杯身（76～87）

口径13～14cm台であり、たちあがりは0．8～1．2cmで、内傾して伸び、中位で屈曲して上方に

伸びるもの（82・87）と、内傾して外半気味に上方に伸びるもの（76～81・77～86）があり、

口縁端部はすべて丸くおさめる。底部外面は2分の1前後まで回転へラ削り、他はナデによっ

て仕上げている。また、（78・79）は内面のたちあがりの境が明瞭でない。

地（88・89）

口綾部及び頸部の破片である。（88）は口径12．6cmで頸部から屈曲して内攣気味に上方に伸び

るが、口綾部との境に断面三角形の凸帯を有する。（89）は外反しながら伸びる口頸部で（88）

と同様、口綾部との境に凸帯を有する。また、頸部中位に2条の凹線を巡らし、凸帯と凹線間

に粗い波状紋を巡らす。

嚢（90・91）

口綾部の破片である。（90）は口径16．4cmで外反しながら上方に伸び、端部近くで外側に強く

屈曲し、端部は平坦面をなす。下方にへラ状工具による調整痕が認められる。（91）は口綾部は

ほぼ垂直にたちあがり、中位で肥厚し、端部は丸く内傾する平坦面を有する。

灰原l中層（92～106）

杯蓋（92～101）

口径14～15cm台で、平均値は14．7cmとなる。口綾部は下外方に下るもの（92・95～101）と内

攣して下るもの（93・94）があり、（92）は口緑端部に段を有し、他は丸くおさめる。天井部は

回転へラ削りを施すが、その範囲は2分の1未満であり、他はナデによって仕上げている。
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杯身（102～106）

口径は14cmを前後するものであり、たちあがりは0．8～1．1cmで、内傾して伸び、中位で屈曲

して上方にのびるもの（103）と、内偵して外反気味に上方に伸びるもの（102・104－106）、及

び内攣気味に上方に伸びるもの（105）があり、口縁端部はすべて丸くおさめる。底部外面は2

分の1前後まで回転へラ削り、他はナデによって仕上げている。

灰原l下層（107～127）

杯蓋（107～114）

口径は14cm台のものであり、口綾部は内攣して下方に下るもの（113・114）と下外方に伸び

るもの（107～112）があり、端部は（107～109）は段を有し、他は丸くおさめる。天井部は回

転へラ削りを施すが、その範囲は2分の1未満であり、他はナデによって仕上げている。

杯身（115～125）

口径13～14cmであり、たちあがりは0．7～1．3cmで、内外方に伸びるもの（115－117）と外反

気味に上方に伸びるもの（122・125）、屈曲して上方に伸びるもの（119・123・124）、内攣気味

に上方に伸びるも（120・121）があるが、端部は全て丸くおさめる。底部外面は2分の1前後

まで回転へラ削り、他はナデによって仕上げている。

提瓶（126）

口径8．7cmで、上外方に伸び、端部近くで屈曲して伸び、端部は内傾する面をなす。

高杯（127）

大きく開く脚部の破片で、底径16．8cmである。長方形の透かし孔を三方に穿がち、脚裾部分

に1条凹線を巡らす。

灰層下層（128～131）

灰原Iの灰層下層堆積層である灰白色砂層及び灰褐色砂質土出土の資料であり、細片である

が、杯蓋、杯身が認められる。

杯蓋（128～130）

口径14．0～14．9cmである。口綾部は内攣して下方に下るもの（128・130）と下外方に伸びる

もの（129）があり、天井部外面は3分の1まで回転へラ削り、他はナデによって仕上げる。ま

た、（128）は口縁端部に段を有する。
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第48図　ST12号窯跡　出土須恵器（6）

130

杯身（131）

口径14．0cm、たちあがりは0．9cmで、内傾して外反気味に上方に伸びる。底部外面2分の1ま

で回転へラ削り、他はナデによって仕上げる。

C．灰原　日　出土遺物（132～149）

窯体の東南に展開する灰原であり、先述したようにST12号窯跡とは異なる窯の灰原の2次

堆積層と考えられる。出土遺物は杯蓋、杯身が主で他に聾が認められるが、いずれも細片であ

る。灰層は2層認められるが、層厚も薄く、2次堆積と考えられることから特に層序ごとには

わけず、器種ごとに概要を記す。

杯蓋（132～141）

口径13．8～15．8cmである。（132）は端部に段を有し、（133）は天井部と口線部の境に弱い稜

を付す。他は内攣して下方に下るもの（134－137）と下外方に伸びるもの（138～141）があり、

端部は丸くおさめる。調整は天井部外面は3分の1まで回転へラ削り、他はナデ調整である。
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蓋型土器（142）

口径13．5cmで口綾部はほぼ真直に下り端部は丸くおさめる。

「

∈‡］
昌

∈∃‾ニ7く≡∃＝7
145　　　　　　　　　　　　　146

／
．．．＿′．．亨．チ　頓

第49図　ST12号窯跡　出土須恵器（7）
－　69　－



杯身（143～146）

口径12．9～13．5cmである。外反気味に内上方に伸びるもの（143～145cm）と中位で屈曲して

上方に伸びるもの（146）がある。底部外面2分の1前後まで回転へラ削りを行い、他はナデに

よって仕上げている。

嚢（147～149・189）

（147）は口径15．7cmで、口頸部は外反しながら伸び、口綾部で外方に屈曲して短く伸び、端

部は丸くおさめる。頸部にへラ記号が認められる。（148）は口径15．2cmで口頸部は外方に直線

的に伸び、口綾部は外方に短く伸びた後、凹面をなして内傾して伸び、端部は丸くおさめる。

肩部はなだらかに下り、外面は縦方向の平行叩き後、カキ目を施す。（176）は口径24．2cmで口

頸部は外反して伸び、口緑部下で垂直に下った後、内攣して口綾部内面にいたる。肩部は内攣

しながら下り、外面は縦方向の平行叩きを施す。（189）は口径68cmの大型窪の口綾部である。

口頸部は外反しながら上方に伸び、口綾部は凹面を成して上外方に伸びた後、凹面をなして上

内方に伸びる。口頸部には2条1対の凹線によって2帯の紋様帯をつくり櫛描列点紋を施す。

d．灰原　日　出土遺物（150～188）

灰原IIIは窯の南西の下方に広範に広がる灰層であるが、近年の開発に伴って流出した2次堆

積の灰層である。灰層がどの窯に属するものかの峻別はできなかったが、多量の遺物が出土し

たことから、器種ごとにその概要を記す。

杯蓋（150～161）

（150）は口径13．4cmで、天井部と口綾部との境に稜線を有する古い様相を示すものである。

他の杯蓋は口径14．6～16．0cmである。（161）は口綾部が下外方に下るが、他（151～160）は内

攣しながら下方に下るものであり、端部は全て丸くおさめる。調整は天井部外面は3分の1ま

で回転へラ削り、他はナデによって仕上げている。

杯身（162～179）

口径12．7～14．6cmである。たちあがりは高さ0．8～1．2cmで、中位で屈曲して上方に伸びるも

の（162）と外反して上方に伸びるもの（165～168・170～179）、内攣して上方に伸びるもの

（163・164・169）がある。底部外面2分の1前後まで回転へラ削りを行い、他はナデによって

仕上げている。

高杯（180～182）

（180）は口径12．0cm、（181）は12．4cmで、底部から内攣して伸び、中位で屈曲して外反して
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伸びる、底部との境及び中位屈曲部分に凸帯を有し、凸帯間に（180）は波状紋を、（181）は

列点紋を施す。（182）は底部及び脚部の破片で、基部は径3．8cmと細く、長方形の透かし孔を三

方二段に穿がち、杯部には列点紋を施す。

施（183）

頸部から休部にかけての破片であり、基部は細く、休部にはへラ先による刺突放を施す。

鉢（184）

口径15．4cmで、休部は丸味をもち、内攣しながら上方に伸び、端部は内傾する平坦面をなし、

内面を肥厚させる。外面にはカキ目調整を施す。

提瓶（185）

口径7．6cmで、口頸部は外反して伸び、口緑端部近くで外方に屈曲して短く伸び、内攣して端

部にいたる。

嚢（186～188・190・191）

（186～188）は口径12．4～20．0cmで、端部近くで外方に屈曲して、真直ぐ上方に伸びるもの

（186）、短く外方に伸び、内攣して上方に伸びるもの（187）、屈曲して外方に下り、内攣して

内上方に伸びるもの（188）がある。（186）は休部に縦方向の平行叩き後、カキ目調整を施し、

（187・188）は斜方向の平行叩きを施す。

（190・191）は大型婆で、黒色灰層下層の整地層出土である。（190）は口頸部が緩やかに外反

しながら上方に伸び、口綾部は下外方に下った後、凹面をなして上外方に伸び、凹面をなして

上内方に伸び、端部は丸くおさめる。（191）は口頸部が外反しながら大きく開き、短く外方に

伸び、内攣しながら伸びるが、端部近くに断面三角形の凸帯を付す。ともに、口頸部に2条1

対の凹線によって2帯の紋様帯をつくり（190）は櫛描列点紋を、（191）は波状紋を施す。

陶棺（192・193）

整地層出土であり、共に土師質陶棺である。（192）は棺身の破片であり、上端受部にあたる

ものと思われ、蓋接合部にあたる上端を内面に肥厚させ、凹部をつくって受部をなしている。

外面は横方向の細かいパケ目調整を、内面は同心円紋をパケ目調整によって消している。

（193）は攣曲しており、陶棺蓋側部の破片と思われる。外面は身同様パケ目調整であるが、

内面は横方向に強くナデを行っている。

以上、今回の調査で出土した遺物について、各出土地点よって、その様相を記した。窯体内
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及び明らかに本窯に属する灰原Iから出土した須恵器についてみると、窯体内出土須恵器は出

土状況から燃焼部落ち込み内出土のものと、燃焼部床面集積及び焼成部床面出土のものは時期

差があり、前者が先行する段階のものであり、後者は本窯の最終段階の資料である。また、灰

原Iについても層位的に大きく3時期（上・中・下層）に区分され、その内、上層出土遺物が

燃焼部床面集積及び焼成部床面出土遺物に対応するものと考えられる。

燃焼部落ち込み出土遺物は、細片であり、必ずしも良好な資料とはいえないが、杯蓋及び杯

身によってその時期を考えると、杯蓋2点の口縁端部内面に弱い段を有するが、他の破片をみ

ると、大半が端部を丸くおさめるものであり、古い様相を示すものは限られ、全体的には中村

編年におけるII型式4段階の資料の範噂に含まれものと判断される。

燃焼部及び焼成部出土須恵器についても、杯からみると大半の資料はII型式4段階の資料で

あるが、杯蓋（10）のように古い様相を示すものや、（24～27・45～48）のように口径の小型化

するものが認められる。

灰原I出土須恵器については層位的には3時期に区分されるが、個々の器形をみると各層位
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ごとに大きな差は認めがたく、全体に燃焼部集積及び焼成部床面出土のものと同様の傾向を示

す。大半の資料がII型式4段階の範噂に含まれるものであり、一部、杯蓋で口縁端部に段を有

する古い様相を示すものや、口径のやや小型化するものも認められるが、特に層位的に限られ

るものではない。また、杯以外の器形については、下層出土の高林脚部に古い様相を示すもの

が認められる（127）。

灰原II及びIIIは本窯のみに属する灰原とは断定できず、特に灰原IIについては、その展開状

況から本窯以外の窯に属する可能性が高い。ともに後世の開発等による2次堆積の資料である

ことから必ずしも良好な資料とはいえないが、全体には上記の窯体及び灰原I出土資料とほぼ

同様の傾向を示している。但し、灰原II及び灰原III出土の杯蓋において天井部端に稜を付すも

の（133・150）が認められ、II型式2段階～3段階の資料と考えられるが、他にはこの時期の資

料は認められない。

表3　ST12号窯跡出土須恵器観察表

No． 出土層位 器種 計測値（cm） 個々の特徴 色調

1
窯体内

杯蓋
口径15．6 口綾部は内攣して下り、端部

外 ：褐灰色

内：灰白色

断 ：灰色
燃焼部落込 現存高3．5 内面に弱い段を有する。

2
窯体内

杯蓋
口径14．7 口綾部は垂直に近く下り、端 外内：灰色

燃焼部落込 現存高3．2 部内面に弱い段を有する。 断：灰色

4
窯体内

杯身

口径14．6

受部径17．2

現存高3．0

たちあがりは直線的に内上方 外内：灰白色

燃焼部落込 に伸る。重ね焼きの痕跡有りF。断：灰白色

6
森体内

燃焼部落込
杯身

口径13．5

受部径15．8

現存高2．7

たちあがりは内密気味に伸び

る。ログロ回転左回り。重ね

焼きの痕跡有り。

外 ：灰色

内断：灰白色

8
窯体内

焼成部床面
杯蓋
口径15．2

器高4．1

天井部は比較的平らで、口綾

部は下外方に下る。ロクロ回

転右回り。

外 ：灰白色

内断：淡黄色
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No． 出土層位 器種 計測値（cm） 個々の特徴 色調

9
窯体内

杯身

口径13．7

受部径16．0

器高4．2

底部は比較的平らで、たちあ
がりは内攣気味に伸び、中位 内外 ：淡黄色

焼成部床面 で屈曲して外反する。ロクロ
回転左回り。

断 ：淡黄色

10
窯体内

杯蓋
口径15．7

天井部は平らで、口綾部は内
攣気味に垂直に近 く下る。端 外内 ：灰色

燃焼部集積 器高4．5 部内面に弱い段を有する。ロ

・クロ回転右回り。

断 ：灰褐色

11
窯体内

燃焼部集積
杯蓋
口径15．0

器高4．1

天井部は平らで、口緑部はほ 外 ：オリーブ黒色

ぼ垂直に下る。外面全面に自 内 ：灰白色

然牙由かぶる。 断 ：黄橙色

14
窯体内

杯蓋
口径14．4

天井部は比較的平らで、口綾
部は内攣して下る。外面のへ

外 ：灰色

内 ：灰白色

断 ：灰白色燃焼部集積 ．器高3．7 ラ削りは雑で、ロクロ回転右
回り。

16
窯体内

燃焼部集積
杯蓋
口径14．9

器高4．4

天井部は平らで、口綾部は外

反気味に下外方に下る。

ロクロ回転左回り。

外 ：灰色

内断 ：淡黄色

17
窯体内

燃焼部集積
杯蓋
口径16．2

器高4．4

天井部は平らで、口綾部は内

攣して下り、端部近 くで真直

に下る。ロクロ回転右回り。

外内 ：灰色

断 ：灰色

20
窯体内

燃焼部集積
杯蓋
口径15．7

器高4．1

天井部は平らで、口綾部は下

外方に下る。外面のへラ削り

は雑で、ロクロ回転右回り。

外内 ：灰白色

断 ：灰色

23
窯体内

燃碗部集積
杯蓋
口径14．4

器高4．0

天井部は丸味を持ち、．口綾部

は下外方に下る。ロクロ回転

右回り。

外断 ：灰色

断 ：灰白色

27
窯体内

燃焼部集積
杯蓋
口径13．9

器高3．9

天井部は平らに近 く、口綾部 外 ：オリーブ灰

は内攣して下る。ロクロ回転 色

左回り。外面に須恵器片溶着。内断 ：灰色

28
窯体内

杯身

1口径13．4

受部径16．0

器高4．0

底部は平らに近 く、たちあが
りは内攣して上方に伸び、中 外断 ：灰白色

燃焼部集積 位で屈曲して外反して伸びる。

ロクロ回転右回り。
内 ：灰色

30
窯体内

燃焼部集積
杯身

口径13．3

受部径15．6

器高3．8

底部は平らに近 く、たちあが

りは中位で大きく外反して伸

びる。d クロ回転右回り。

外内 ：灰色

断 i灰色

31
窯体内

燃焼部集積
杯身

口径13．8

受部径16．5

器高4．4

底部は平らに近 く、たちあが

りは中位で屈曲して、外反し

て伸びる。ロクロ回転右回り。

外内 ：灰白色

断 ：灰白色

35
窯体内

燃焼部集積
杯身

口径13．3 底部は平らに堰 く、たちあが 外 ：黄灰色

受部径15．6 りは中位で屈曲して、外反し 内 ：灰白色

器高3．5 て伸びる。ロクロ回転右回り。 ：．灰色
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No． 出土層位 器柱 計測値（cm） 個々の特徴 色調

36
窯体内

燃焼部集積
杯身

口径12．6

受部径15．0

器高3．8

底部は平らに近 く、たちあが

りは中位で屈曲し、外反して

伸びる。ロクロ回転右回り・。

外内 ：灰白色

断 ：灰白色

39
窯体内

杯身

口径13．0

受部径15．2

器高3．8

底部は平らに近 く、たちあが
りは中位で屈曲し、ほぼ垂直 外 ：暗青灰色

燃焼部集積 に上方に伸びる。ロクロ回転
左回り。

内断 ：灰色

41
窯体内

杯身

口径13．2

受部径15．6

器高4．1

底部はやや丸味を持ち、たち
あがりは直線的に内外方に伸 外内 ：灰色

燃焼部集積 びる。ロクロ回転左回り。底
部 「≡」へラ記号。

断 ：灰色

47
窯体内

燃焼部集積
杯身

口径12．8

受部径15．4

器高3．9

底部はやや丸味を持ち、たち

あがりは外反して伸びる。

ロクロ回転右回り。

外 ：灰色

内断 ：灰白色

61
灰原 I

杯蓋
口径15．7

天井部からなだらかに下 り、
口綾部は下外方に下る。端部

外 ：灰色

内 ：灰オリーブ色

断 ：明紫灰色上層 現存高2．9 内面に段を有する。ロタロ回
転右回り。

63
灰原 I

杯蓋
口径15．4 天井部からなだらかに下 り、

外 ：明青灰色

内 ：灰白色

断 ：灰色上層 現存高3．4 口綾部は内攣して下る。

66
灰原 I

上層
杯蓋
口径15．0

器高4．5

天井部は丸味を持ち、口綾部 外 ：青黒色

は外反気味にほぼ垂直に下る。内 ：緑黒色

ロクロ回転左回り。 断‘：暗青灰色

67
灰原 I

上層
杯蓋
口径15．2

現存高4．2

天井部は丸味を嘩ち、口綾部

は外反して下る。ロクロ回転

右回り。

外断 ：灰色

内 ：灰白色

77
灰原 I

上層
杯身

口径14．8

受部径17．6 ．

現存高3．5

底部は平らで、たちあがりは

外反して上方に伸びる。ロク

ロ回転左回り。

外内 ：灰色

断 ：灰色

78
灰原 I

上層
杯身

口径14．2 底部は丸味を持ち、＿　たちあが 外 ：暗灰色

受部径16．7 りは弱く内攣して上方に伸び 内 ：灰白色

現存高4．1 る。 断 ：紫灰色

81
灰原 I

杯身

口径13．0

受部径15．0

・器高3．4

底部は平らに近 く、たちあが
りは弱く外反して上方に伸び 外 ：灰色

上層 る。外面へラ削は雑で、ロク

ロ回転右回り。
内断 ：灰白色

84
灰原 I

上層
杯身

口径14．0

受部径15．4

現存高3．7

底部は丸味を持ち、たちあが

りは直線的に内上方へ伸びる。

ロクロ回転左回り。

外内 ：灰白色

断 ：灰白色

92
灰原 I

杯蓋
口径14．9

天井部は丸味を持ち、口綾部
はやや内攣気味に下外方に下 外内 ：灰白色

中層 器高4．5 る。端部内面に段を有す。ロ
クロ回転左回り。

断 ：灰白色
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No． 出土層位 器柱 計測値（cm） 個．々の特徴 色調

93
灰原 I

中層・
杯蓋
口径14．5

器高4．0

天井部は平らに近く、口綾部

はほぼ垂直に下る。外面へラ

削は雑で、ロタロ向転右回り。

外内 ：灰色

断 ：灰色

95
灰原 I

中層
杯葦
口径14．6

現存高3．7

天井部は平らに近く、口綾部

は下外方に下る。ロクロ回転

右回り。

外内 ：灰色

断 ：灰色．

99
灰厚 I

中層
杯蓋
口径14．9

現有高3．4

天井部は丸味を持ち、口綾部

は外反気味に下外方に下る。

ロクロ回転右回り。

外内 ：灰白色

断 ：灰白色

102
灰原 I

杯身

口径13．7

受部径16．2

現存高3．8

底部はほぼ平らでたちあがり 外内 ：灰白色

中層 は直線的に内上方へ伸びる。 断 ：灰白色

106

灰鹿 I

中層
杯身

口径13．2

受部径15．′7

現存高3．8

底部は丸味を持ち、たち あが

りはやや外反気味に内上方へ

伸びる。ロクロ回転左回り。

外内 ：灰色

断 ：灰色

107
灰原 I

下層
杯蓋
口径14．0

現存高3．2

天井部からなだらかに下り、、

口綾部は外反気味に下る。端
部内面に段を有する。

外内 ：灰白色

断 ：灰白色

109
灰原 I

下層
杯蓋
口径13．9

現存高3．6

天井部からなだらかに下り、 外 ：黄灰色

口綾部は下外方に下る。端部 内 ：褐灰色

内面に段を有する。 断 ：黄灰色

110
灰原 I

下層
杯蓋
口径14．0

現存高4．1

天井部からなだらかに下り、 外 ：オリーブ灰

口綾部は弱く外反して、ほぼ 色

真直に下る。 内断 ：灰白色

114
灰原 I

下層
杯蓋
口径14．9

現存高3．3

天井部からなだらかに下り、

口綾部は下外方に下る。ロク

ロ回転右回り。

外内 ：灰白色

断 ：灰白色

115
灰原 I

杯身

口径14．0

受部径16．2

現存高3．2

たちあがりは中位で弱く屈曲 外内 ：青灰色

下層 するが、ほぼ直線的に伸びる。断 ：青灰色

118
灰原 I

杯身

口径13．2

受部径15．6

現存高4．3

底部は丸味を持ち、たちあが
りは弱く外反して上方に伸び 外 ：灰色

下層 る。
ロクロ回転右回り。

内断 ：灰白色

122
灰原 I

下層
杯身

口径13．8

受部径16．2

現存高4．3

底部は丸味を持ち、たちあが

りは外反して内上方へ伸びる。

ロクロ回転右回り。

外 ：灰白色

内断 ：灰白色

123
灰原 I

杯身

口径14．0

受部径16．2

現存高4．2

底部は丸味を持ち、たちあが 外内 ：灰白色

下層 りは強く外反して伸びる。 断 ：灰白色
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2．西地区の発掘調査

窯体調査区の西側部分について灰原の展開状況を確認するため、昭和63年8月12日から9月

7日まで調査を実施した。

a．調査の成果

（1）土層序

調査地内の土層序は、千里丘陵の尾根の斜面から谷底に向かって調査を実施したため、多様

な堆積状況を示していたが、現代盛土層（I層）、2次堆積層（II～IV層）、地山層（Ⅴ層）と

概ね5層に分かれていた。

まず、現代盛土層（I層）については、付近は通称「山の谷」と呼ばれる谷地形であったが、

これまでに度々埋め立てが行われており、谷側へ向かって非常に厚く堆積していた。現在では、

尾根部についても宅地化等で削平が行われ、比高差は旧来の地形程大きくはない。今回の調査

丁

第53図　調査区平面図
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では、地表下約6mまで掘削したが、谷底部分まで検出することはできなかった。このことか

ら、本来はかなりの深さを持つ谷であったことが想像される。

II層（第3～38層）は、いずれも土砂が水平方向に薄く堆積し、いくつかの層を形成したも

ので、当地一帯の傾斜地が農地化され平坦地となってから後に堆積したとみられる土層である。

今回の調査で確認された灰層は、これらの層からみつかったものであることから、これら今回

確認された灰層は2次堆積層であることが判明した。

III層（第38～49層）はII層群の下に堆積していた層で、各層とも厚く堆積した砂質土で構成

されており、多量の土砂が短期間に堆積した様相を示していた。この地域が農地化等の造成工

事が行われた際に成立した土層と考えられる。

IV層（第50～59層）はIII層の下から検出した層で、尾根筋に沿って斜め方向に薄く堆積した

層である。主に粘質土の土砂で構成される。なお、これらの層から灰層は検出されなかった。

そして、調査区の最深部から地山（Ⅴ層、第60層）と考えられる土層を検出した。この層は

調査区城の山側から約25．5度の傾斜面を形成しているが、標高約33．40m付近から平坦面を形成

し、そこからさらに落ち込む様子がみられた。なお、この傾斜面を斜めに横切るように、南北

方向の溝状の落込みが検出された。

第54図　西地区　土層一覧

〔土　層　序〕

1．試　掘　坑
2．現代盛土層

3．表　　土　　層

4．盛　　土　　層

5．表　　土　　層
6．茶褐色粘質土層

（鉄分を含む、床土）

7．灰色粘質土層
8．淡灰色砂質土層

9．灰色砂質土層

10．濃灰色砂質土層
11．日灰色砂層

12．乳褐色砂層
13．淡紫庖色質土層

（遺物を含む）

14．淡黄褐色砂質土層
（遺物・炭を含む）

15．黄褐色砂土層
16．淡黄砂層

17．黄色細砂層

18．黒灰色粘質土層（灰層）
19．紫灰色粘質土層（灰層）

20．淡黄灰色細砂層

（茶褐色砂が水平方向縞状に入る）

21．橙褐色粘質土層

（青灰色・茶褐色粘土がブロック状に入る）

22．日茶畑砂層
（淡茶色砂が水平方向縞状に入る）

23．黄　色　砂　層

24．淡橙褐質粘質土層
25．淡黄色細砂層

26．橙褐色砂層
（黄色砂が水平方向縞状に入る）

27．日灰色細砂層

28．橙褐色粘土層
29．日褐色細砂層

（黄褐色砂が水平方縞状に入る）

30．淡紫灰色粘質土層

31．淡茶色細砂層

32．紫灰色粘質土層（灰層）

33．橙褐色粘土層

（灰色粘土がブロック状に入る）

34．淡黄色細砂層
35．日灰色細砂層

（粗砂が混ざる）

36．紫灰色粘質土層（灰）
37．暗黄灰色粘質土層

38．淡紫灰色粘質土層

39．淡黄褐色砂質土層（硬質）
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40．暗褐色粘質土層

（黒灰色土が入る）
41．日灰色細砂層と乳褐色砂質

土の混合層

42．灰白色細砂層
43．白色粘土層

44．灰白色細砂層

45．淡黄褐色砂質土層（軟質）
46．茶褐色粘質土層

（黄色粘質土がブロック状に入る）

47．茶褐色粘質土層
48．黒灰色・茶褐色砂質土が細

かいブロック状に入った層
49．黄褐色砂質土層

50．淡灰褐色砂質土層

51．黄褐色砂質土層
52．灰褐色粘質土層

53．日灰色粘土層

54．灰色粘質土層
55．淡灰色粘質土層

56．暗灰色粘質土層

57．灰色粘質土層
58．黄褐色粘質土層

59．黄灰色粘質土層
60．黄褐色粘土層（地山）
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（2）灰層

今回の調査で検出された灰層はいずれもこのII層群に属し、色調についても周囲の粘土の混

入のため、主に黒灰色・紫灰色・淡紫灰色等を呈しており、厳密に黒色を呈するものは殆どみ

られなかった。また、どの灰層も調査地付近を農地化した際に堆積したとみられる、水平方向

に堆積した土層からみつかっており、このことから、いずれも2次堆積によって形成された灰
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層と考えられる。これらの灰層については、大別して5枚（第13、18・19、30・32、36、38層）

が確認されており、この内第18・19層と第30・32層が最も大規模かつ遺物の包蔵量も多く含まれ

ていた。しかし、これらの灰層から出土した遣物に層序的な時期差は明確に認められず、さら

には、灰層自体窯体調査区の状況から、必ずしもST12号窯に属するものとは断定できない。

（3）出　土遺物

出土遺物としては、灰層等から須恵器の出土がみられた。このうち、第18・19層（灰原2、

第55・56図）、第30・32層（灰原3、第57・58図）、第36層（灰原4、第59図）からは杯、高杯、

壷、聾等多数の出土がみられたが、杯と窪が大半を占める。先述のとおり灰層一帯の幾度にも

及ぶ造成によって、地形が大きく変貌しており、いずれも2次的な移動を受けていた。また、

各層間における形態的な差違もみられなかった。そのため、遺物についての層序的な検討はで

きなかった。そこで、ここでは各器種の特徴について、一括して概観することとした。なお、

（1～50）は灰原2、（51～88）は灰原3、（89～91）は灰原4、（92・93・95～100）は各灰層

間に堆積した粘土層、（94・101・102）は地山層直上面からの出土である。

杯蓋（1～16・51～63・92～94）は口径13．0cm～15．8cmまでのものがある。天井部から口綾

部にかけて丸くなだらかなカーブを描くもの（1～3・6・9・12・13・15・16・51・52・57

～60・63・92～94）と肩部に凹線状の弱いくぼみのあるもの（2・5・7・8・53・54）があ

り、口縁端部は丸くおさめるもの（8・9・11～16・54・55・57～61・63・92～94）と内面に

内傾する弱い段を有するもの（1・3・5・6・51～53・55・56）がある。天井部外面は回転

へラ削りを施し、他は回転ナデ、ナデによって仕上げる。

杯身（17～30・64～70・89・95）は口径12．0cm～14．8cmである。底部は丸いものが多く、た

ちあがりは内攣しながらたちあがり、端部は丸くおさめる。高さは0．75～1．4cmである。底部外

面は回転へラ削りを施し、他は回転ナデ、ナデによって仕上げる。（36・37・72・100）は長脚

2段透かしの高林である。透かしは三角形もしくは長方形のもので、いずれも3方向である。

（90）は無蓋高林であり、口径12．6cmで、休部外面にへラ描き斜線紋を施す。

鉢は実測可能なものが2点出土した（33・102）。（102）は口径17．35cm、高さ16．3cm、底部径

9．1cmの完形に近いもので、その休部は底部からほぼ真直ぐに外反し、口綾部内面を丸く肥厚さ

せている。

提瓶（34・73～75）は口径6．2～8．7cmであるが、口綾部から休部にかけて遺存するものは認

められなかった。口縁端部については、平らな端面をもつものと（34・73）、玉線状のもの

（74）、丸くおきめたもの（75）等各種形状のものがみられた。

（31・39・79）は地である。いずれも小型でやや偏平な休部に、細い基部から大きく外反し

て広がる口頸部を有するもので、（31）は口頸部に波状紋が施されている。

聾（42～50・80～87・97～99）については、口径47．6～48．0cmの大型のもの（49～50）と、
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第55図　西地区　出土須恵器（1）
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第56図　西地区　出土須恵器（2）
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第57図　西地区　出土須恵器（3）
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87

第58図　西地区　出土須恵器（4）

口径13．8～29．8cmのものの2種類が認められた。前者は口頸部にへラ描きの斜線紋を施し、そ

の下には2条の沈線を施している。後者については口綾部は凹面をなして上外方に伸びるもの

（47）や短く外攣した後、くの字型の端面を付すもの（47・80・82）、短く外攣した後、平らな

端面を付すもの（91・99）、短く外反後、2方向に凹面状の端面を付すもの（43・98）、玉線状

に端部を丸めたもの（44～46・91）等いろいろな形態がみられた。これらの内、（80～82・98）

では口頸部外面に凹線状の窪みを有し、（97）は口頸部外面に「＜」印のへラ記号を有する。

長頸壷とみられるものは口頸部と休部上半が遺存する（35）と脚部の（41）がある。口径は

9．2cm、脚部径12．6cmである。
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短頸壷（78）は口径9．6cmで、口頸部は上外方へ短

く伸び、端部は丸い。

小型長頸壷（96）は底部及び体部下半が遺存する。

休部は内攣気味に下方に下り、底部には断面が四角

形の高台が付き、端部はほぼ水平に接地する。調整

は底部内面に粗雑なナデ調整が施され、他は回転ナ

デである。底部径は4．8cmである。なお、この遺物の

みIV型式の所産であり、他の須恵器と一線を画して

いる。2次堆積層から出土しており、他所からの流

れ込みの可能性がある。

b．小結

∈∃一．売

1望聖　　・l

匿8
0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　20cm

第59図　西地区　出土須恵器（5）

この調査は、当地の東側で実施したST12号窯跡の窯体及び灰原を対象とした発掘調査と関

連して、そのさらに谷側に当たる部分の遺構・遺物の包蔵状況を確認することを目的として調

∠＝］ 了〒1、ヽ　∈二「ヽ

第60図　西地区　出土須恵器（6）
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査を芙施したが、先の調査では窯体及び灰原が良好な状況で検出されたのに対して、谷側の地

点では度重なる造成・埋め立て工事により元来の地形が大きく影響を受けていることが明確に

なった。そのため、窯操業時に堆積した灰原の続きを確認することはできなかった。また、調

査区内の貴深部から地山とみられる土層の検出をみたが、地表下約4．76～5．40mの深さであっ

たため、検出面は約15．6×1．60mの限られた範囲にとどまり、調査できたのもごく一部であっ

た。今回検出された灰層については、上述のようにいずれも2次堆積であり、また、その遺存

状況も非常に悪く、後世の開発行為の影響下に堆積したものであったが、さらにその下層では

テラス状の地形に遺存戒況の比較的良好な須恵器が数点出土した。これが窯操業時のものであ

るとすれば、須恵器生産の一端を知る手がかりになることも考えられるが、極めて少量の出土

であり、明確な遺構に伴ったものでないことから、このような出土があったことを述べるにと

どめたい。

出土した須恵器については、5層にわたって認められた灰層の各層間においてさえ、明瞭な

形態的な差異が認められなかったため、出土量の大半を占める杯蓋及び杯身の検討を行うこと

とした。今回出土した須恵器については、陶邑中村編年II型式4－5段階に比定され、東側に

展開する窯（複数基か）で製作された須恵器が、後世に流出し、当調査地点付近一帯に埋没し

たものと考えられる。
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3．S T12号須恵器窯跡の移築

（1）移築工事　に至　る　経過

千里丘陵特有の遺跡群である須恵器窯跡は開発の急増に伴い、現在その9割近くは、既に破

壊・損壊しており、完全に保存されているのものは数基にすぎない。

今回の区画整理事業地城においても分布調査の結果5基の窯跡の存在が予想されたが、造成

工事等によってすでに消滅したものが多く、試掘調査ではST39号窯跡で灰原の一部が、

ST12号窯跡で窯体が確認されたのみであり、他の窯は窯体、灰原も確認できなかった。

ST12号窯跡は煙道部及び焼成部上方の一部を削平されているとはいえ、良好な遺存状況を

保ち、周辺地城でも数少ない良好な遺存状況の窯であった。また、窯体内にも一括投棄された

遺物が残り、窯の最終状況を考える上でも重要な資料を提供した。本窯は試掘調査の段階から、

その重要性が認識されたことから、その保存について大阪府教育委員会の指導のもとに、市教

育委員会社会教育課と都市開発部区画整理課（当時）との間で協議がなされた。協議を進めて

いく中で、窯跡の存在する一帯の開発計画では、現地において良好な状況で保存することはき

わめて困難な状況であった。そのため、さらに協議を進めた結果、計画の進行していた博物館

（当時は歴史民俗資料館）での展示公開を前提とする窯体の移築が貴も有効な方法であると判

断された。

（2）移築工事の実施

関係部局との協議の結果、窯体を移築することに決定し、奈良国立文化財研究所及び大阪府

教育委員会文化財保護課の指導のもとに計画、工事を実施した。

移築工事は窯体の調査終了後、昭和63年6月25日から開始し、以下の方法で7月13日に現地

からの移築を行い、その後、博物館建設工事期間中一時仮置きし、平成3年5月15日から12月

20日にかけて博物館内への搬入工事を実施し、翌年11月15日の開館後、展示公開を行っている。

工事の概要

①窯体硬化作業

窯体は非常に脆くなっており、そのままの状況で移築工事を実施することは窯体の損壊を招

く恐れが高いことから、まず、壁面にイソシアネート系樹脂（サンコールSK－40）等を散布、

含浸させて壁面の剥落を防ぐ作業を行った。

②発泡硬質ウレタンの充填

壁面の硬化後、さらに窯壁の倒壊を防ぐために、窯体内に硬質ウレタンを充填した。ウレタ
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ンの吹き付けに際しては、窯体に直接ウレタンが付着しないように壁面を不織布及びビニール

フィルムで覆った。

（釘周辺部の切断及び保護

窯体の四周を切断後、側面前面に発泡ウレタンを吹き付け、移動によって、窯体が破損しな

いように梱包保護した。また、梱包に際しては周囲をステンレス鋼材及びH型鋼で補強してい

る。

（彰底部の切断及び保護

窯体の四周の保護後、底部に側方から水平ボーリングを行い、その穴にH鋼を挿入して枠組

みを補強した後、底部の切り離しを行った。

（訂窯体の移動

底部を切り離し、補強した窯体は総重量約25tとなり、これを60tレッカー2台及び運搬車

を使用して、現地から搬出した。運搬先は博物館の建設工事にかかるまでの間、調査地西方約
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400mの地点の区画整理事業地内の保留地に仮置きし、搬入までの期間、窯体を保護するために

3×5間のパネルハウスを設置した。

⑥軽量化作業

博物館への搬入にあたっては建築構造及び工法的に、より軽量化することが必要であり、

10t近くまでの軽量化の作業を行った。

梱包された窯体底部の側面から、窯体保護に必要な部分以外の土の除去を行い、除去部分に

は発泡硬質ウレタンを吹き付け、補強梱包を行う。底面についても、トラッククレーンを使用

して反転し、側面と同様、余分な土を除去して、ウレタンと置き換えた。この軽量化作業の完

了後、底面には博物館設置のために台座を設定、固定して再梱包し、搬入作業に備えた。

⑦搬入作業

博物館へは大型トラッククレーンを使用して、展示室前面に搬入し、展示室内へはレール・

コロを使用して搬入し、展示室内への設置・固定後、地山造形・風景工事等の展示工事を行う。

なお、焼成部の一部は側壁の倒れ込み防ぐために天井を架構している。

（3）ま　と　め

窯体の移築は上記の計画に従い、完了することができた。今回の移築については、遺跡の保

存については現地保存が原則ではあるが、広域に実施される区画整理事業においてはその開発

と遺跡の保護との調整は多くの困難な問題を含み、窯体移築という手段をとるに至ったもので

ある。従って、現地保存という観点からみれば、今回の移築は次善の策といえるが、本市城に

おける須恵器窯跡の大半が消滅しており、さらに他の遺跡についても大半が調査後、工事によ

って破壊されている現状をみれば、今回の移築は窯跡の積極的な記録保存として意

るものと考える。また、今回の移築は昭和55年度に実施したST34号窯跡に継いで

■ナ づけられ

例日であ

るが、前回が技術的な問題から、1基の窯体を5分割して移築したのに対して、今回は関係者

の努力により、全長6m弱の窯体をそのまま切り取ることが可能となり、窯体を一部も損傷す

ることなく移築できたのは大きな成果であった。現在、窯体は博物館において展示公開され、

多くの見学者が訪れているが、このことも移築によって展示公開が可能になったものであり、

歴史教育の教材として文化財保護に大きく寄与するものと期待する。
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第6章　自然科学の応用

吹田12号須恵器窯跡の考古地磁気測定

富山大学理学部地球科学教室

広岡　公夫

はじめに

地球磁場（地磁気）の方向は地球上の位置によって違っており、赤道地域では北向きでほぼ

水平であるが、北半球では緯度が高くなるにしたがって水平より下に傾き、北極近くでは殆ど

真下に向く。南半球では水平より上に向き、南極付近では真上向きになる。また、北向きとい

っても、地理学的な子午線の方向の北（真北）とは一致していない場合が多く、少し、東また

は西にずれている。水平から下（上）向きの角度を伏角（Inclination）といい、真北からのず

れの角度を偏角（Declination）という。地磁気は少しづつではあるが時間変化もしており、数

十年、百年といった長い時間が経過すると、相当大きな変化となる。これを地磁気永年変化と

いう。永年変化の仕方も場所によって異なるので、それぞれの地域での地磁気の観測や測定を

行い、その地域に特有の地磁気永年変化を明らかにしなければならない。

日本における地磁気観測の最古の記録としては、偏角については17世紀の初めのもの（1613

年）があるが、伏角については明治時代にはいってからのもの（1883年）しかない。これより

古い時代の地磁気の変動を知るためには、地磁気を記録している別のものを探さなければなら

ない。幸い、考古遺跡に残る焼土遺構が熟残留磁化として、昔の地磁気を記憶してくれている

のである。

焼土の残留磁化

炉跡や窯跡をつくっている土には、鉄の酸化物が数％含まれている。これらは磁石になるこ

とができる磁性体である。磁石になっている（磁化を持っている）磁性体を熟していき、高温

にすると、その磁性体に固有のある温度で、磁性（磁石になる性質）を失う。その温度をキュ

ーリー点といい、その磁性体はキューリー点以上の温度ではもはや磁性体ではないことになる。

この反応は可逆的で、高温から温度が下がってくると、キューリー点に達した途端に磁性が磨

り、その磁性体は磁石になろうとする。このときに、外部磁場が作用していると、この磁性体

は作用している磁場の方向に磁化されて、磁石となる。この時獲得された磁化は熟残留磁化と

いう。

窯体や炉跡をつくっている土に含まれている鉄酸化物は、窯や炉が使われているときに高温

にまで熟せられ、その後に、地球磁場がかかっているところで冷えるので、焼かれたときの地

－　92　－



磁気の方向に熟残留磁化を獲得する。こうして、焼土遺構は使用されていた当時の地磁気の方

向を記憶している。色々な時代の焼土遺構の残留磁化方向を測定すれば、過去に地磁気がどの

ような変動をしていたかを知ることができる。考古遣物・遺構を試料として、その残留磁化を

測定して、過去の地磁気の変動の様子を明らかにする研究を考古地磁気学といい、考古地磁気

学的測定によって求められた永年変化を考古地磁気永年変化という。

過去の地磁気永年変化の様子が分かれば、時代未詳の焼土遺構の残留磁化の方向を測定して、

その方向が過去のいつの時代の地磁気の方向になっているかを見て、その焼土の年代を推定す

ることができる。弥生時代中期以降の西南日本各地の焼土の考古地磁気測定によって、過去

2000年間の考古地磁気永年変化が明らかにされている（Hirooka、1971；広岡、1977）ので、こ

の永年変化曲線と照合すれば、焼土の年代を求めることができる。

試料の採取と磁気測定

考古地磁気測定では焼土遺構が記憶している昔の地磁気の方向を知ることが目的であるから、

その遺構が最後に焼かれて熟残留磁化を獲得した時以来、焼土が動いたり、向きが変わったり

していないことが重要である。この意味でも窯跡は最適のものである。しかし、それでも、天

井は崩壊しているし、壁面は周りの土庄のために内側に傾いているものが多く、このような部

分は残留磁化の方向が正確に保たれていない。そのため、試料はそのような危険がない床面か

ら採取する。床面でも壁ぎわや、窯の奥、焚口付近は、磁化の方向が少し偏っていることが経

験的に知られている（Hirooka、1971）ので、できる限り、窯中央部の中軸線沿いでの部分での

サンプリングを行う。

遺跡の現場での測定試料の採取は次の手順で行う。

1）焼成後に動いた形跡のないよく焼けた部分を選び、動かないように注意しながら、数cm角

の焼土の周りに深さ数cmの溝を掘り、こぶし大の焼土を削りだす。

2）削りだした焼土に薄目にといた石膏をかけて固める。次いで、濃くといた石膏を試料表面

にのせ、アルミ板を押し付けて平面を作る。

3）石膏が固まると、アルミ板をはがし、石膏平面の最大傾斜線の方位と傾斜角を特製クリノ

メーターで測定し、方位を示すマークを試料表面の平面上に記入する。この時の方位測定の

精度が年代に大きく響くので、できるだけ精密に測らなければならない。

4）石膏で固めた焼土試料を遺構から切り離し、切り離した試料の裏面も石膏で覆い補強して

から紙に包んで研究室に持ち帰る。このような試料を1遺構から10～15個採取する。

こうして遺跡現場で採取した試料は、方位を測定した平面をもった不定形をしているので、

磁力計で測定できるように整形する。研究室でダイヤモンド・カッターを用いて、34mm幅で切

断し石膏で覆う。厚さが34mmになるように平面の裏側も切断し、石膏をかけて、石膏で覆われ
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た34mmX34mmX34mmの立方体に整形する。

今回の吹田12号窯では、このようにして12個の測定試料（試料番号SOS51－62）を採取した。

試料の残留磁化の測定には、リング・コア型スピナー磁力計（夏原技研製　SMM－85型）を

用いた。試料を6回置き直して、立方体試料の各面（6両）それぞれについて直行する2つの

磁化成分を測定する。したがって、残留磁化ベクトルを表す直行3成分をそれぞれ4回ずつ測

定することになる。これら4つのデータの平均値をそれぞれ成分とし、3次元の磁化ベクトル

の方向と強度を得る。

測定した残留磁化ベクトルは偏角・伏角・磁化強度で表される。偏角は、磁化の方向を水平

に投影したときの真北からの振れの角度を表し、東偏を正にとる。伏角は磁化方向の水平から

の傾斜角を示す。よく焼かれた通常の窯跡の場合には、磁化強度は10－3－10‾4（e．m．u．／gr）の

値になる。交流消磁を行うと、磁化強度は若干減少し、その減少量が、不安定な磁化成分がど

れくらいNRMに含まれているかの目安になる。また、個々の試料の偏角・伏角は、大体過去

2000年間の永年変化の範囲にあり、偏角は＋300－－300、伏角は350～700の範囲内のその時代特

有の方向にまとまる。

第1表　吹田12号窯の磁化測定結果

試料番号　　　　偏角　　　　　伏角　　　　　　　磁化強度

（OE）　　　（0）　　　　（×10－4emu／g）

SOS51

52

53

54

55

56

57

58

59

60

61

62

－12．7

－12．5

－17．6

－13．0

－13．8

－17．6

－15．3

－16．8

－19．4

－9．2

－13．5

－10．6

49．5

52．5

48．9

55．0

50．9

52．5

51．5

49．6

53．3

53．2

53．0

51．7

3．01

1．36

1．67

0．636

0．713

0．392

8．61

0．506

0．520

0．702

0．584

0．560

＊：統計計算の際に除外したもの。
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第2表　吹田12号窯の考古地磁気測定結果

窯跡名　　　　　N D I a，5　　　K　　　　平均磁化強度

（OE）　（0）　（0）　　　　　　（×10－4emu／g）

吹田12号窯　　　　12　　－14．4　　51．8　　1．40　　957．3　　　　1．61

N：試料個数、D：平均偏角、I：平均伏角、a，5：フィッシャーの信頼角、K：フィッシャーの

精度係数。

磁化の測定結果

12個の試料の残留磁化を測定した結果は第1表のようになった。偏角は西偏9．20～19．40、伏角

は48．50～55．00の範囲にあり、よくまとまった磁化方向を示している。これら12個の磁化方向の

データから、平均磁化方向（平均偏角および、平均伏角）を計算し、吹田12号窯の磁化方向と

する。

平均磁化方向を求める計算には、フィッシャーの統計法（Fisher、1953）を用いた。12個の試

料のそれぞれの磁化を、磁化強度に関係なく、単位ベクトルとみなし、そのベクトルをN

（北）成分、E（東）成分、Z（鉛直）成分の直行3成分に分解する。仝試料のN、E、Z成

分をそれぞれの成分ごとにたし合わせて、合ベクトルを求める。この合ベクトルの偏角、伏角

が平均偏角、平均伏角となる。また、磁化方向のばらつきの程度を表すフィッシャーの95％レ

ベルの信頼角（咄5）と、フィッシャーの精度係数（K）も求めた。αb5は、其の磁化方向が、計

算で得られた平均磁化方向のまわり±鴫5の角度内に、95％の確率で存在する範囲を示し、この

値は小さいほど信頼度が高いことを意味する。Kは、ここの試料の磁化方向のばらつきの程度

を表し、ばらつきが小さいほど、この値は大きくなる。よくまとまった窯跡の場合には、鈎5は

10台、Kは1000前後の値をとる。

吹田12合窯の統計結果は第2表のようになった。

鈎5＝1．400

K＝957．3

であるから、磁化方向のまとまりは相当良いことが分かる。

考古地磁気推定年代

吹田12号窯の考古地磁気データ（第2表）を西南日本の考古地磁気永年変化曲線（広岡、

1977）に記入したのが第1図である。二重丸が百年毎の地磁気の方向を表し、そのあいだの50

年毎の地磁気の方向は白丸で示されている。黒丸が、今回得た吹田12号窯の平均磁化方向で、

咄5の範囲はそれを囲む円で示されている。黒丸に最も近い永年変化曲線の部分年代値の年代
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第1図　吹田12号窯の考古地磁気測定結果と過去2000年間の西南日本の

考古地磁気永年変化

Declination：偏角、Inclination：伏角

幅は、鈎5の円が覆う永年変化曲線の線分の長さで与えられる。第1図に見られる今回の結果は、

曲線の6世紀後半と8世紀後半の部分の両方に近いので、考古地磁気学的には、2つの年代値

の可能性がある。即ち、

A．D．575年　±10年

叉は

A．D．770年　±20年

である。ここでは、より永年変化曲線に近い先に挙げた年代の方が考古地磁気学的には確率が

高い。
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吹田12号窯出土須恵器の蛍光Ⅹ線分析

奈良教育大学　三辻　利一

1．はじめに

須恵器は全国各地に、その生産地であった窯跡が残っているので、産地推定法を開発する上

にはもっとも都合の良い古代土器である。筆者は全国各地にある1000塞近い窯跡から出土した

多数の須恵器片を蛍光Ⅹ線分析法で分析した結果、その化学特性に地域差があることを見つけ

た。さらに、その地域差の原因を探るため、全国各地の花崗岩類の分析を行ったが、K、Ca、

Rb、Srの4因子に地域差があることも兄いだされた。そして、この結果に須恵器の地域差を対

応させたところ、よく対応することがわかった。このことから、須恵器の素材粘土は花崗岩類

に由来する粘土が使用されていることが推定された。

近畿地方の花崗岩類については北部の敦賀半島、比良山系のものにK、Rb量が多く、Ca、

Sr量は少ないのに対して、南部の葛城・金剛山系の花崗岩にはK、Rb量が少なく、Ca、Sr量が

多いという対称的な性格をもち、その中間に在る比叡山、笠置山、生駒山、鈴鹿山系、六甲山

系のもののK、Rb量は南北両端の中間程度であった。このように3型式の花崗岩類が検出され

た。このような観点から、大阪府、京都府南部地域の窯跡から出土する須恵器、瓦、埴輪は類

似した化学特性をもつことは十分理解できる。このようにして、各地の窯跡出土須恵器の化学

特性から理解されるのである。

本項では吹田12号窯から出土した須恵器の蛍光Ⅹ線分析によって得られた化学特性について

報告する。

2．分析方法

須恵器試料は表面の付着物を除去するため研磨された。引き続いて試料を均質化するため、

タングステンカーバイド製乳鉢（硬度9．5）の中で200メッシュ程度に粉砕された。粉末試料は

塩化ビニール製リングを枠として、約15トンの圧力を加えてプレスし、厚さ3～5mmのコイン

状の蛍光Ⅹ線分析試料を調整した。

2次ターゲット方式のエネルギー分散型蛍光Ⅹ線分析装置で分析した。Tiを2次ターゲット

にして真空中でK、Caを、またMoを2次ターゲットにして空気中で、Fe、Rb、Srを測定した。

分析値は同時に測定した岩石標準試料JG－1による標準化値で表示された。

3．分析結果

全試料のリストとその分析値を表1に示してある。分析値をJG－1による標準化値で表示する
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表1　吹田12号窯出土須恵器の分析値

遺跡名 試料 N o． K C a F e R b S r N a

S T 12号 窯 6 3－47 1 0 0．44 5 0 ．・0 96 2 ．4 7 0 ．5 09 0 ．3 6 2 0．17 0

S T 1 2号 窯 6 3－47 1 1 0．45 9 0 ．0 88 2 ．2 6 0 ．5 80 0 ．3 5 2 0．19 6

S T 1 2号 窯 6 3－47 12 0 ．47 8 0 ．0 98 2 ：0 9 0 ．4 72 0 ．．3 52 0．15 5

S T 1 2号 窯 63－47 13 0 ．46 6 0 ．1 01 1 ．9 7 0 ．62 0 0 ．3 9 1 0 ．20 0

S T 1 2号 窯 63－47 14 0 ．44 4 0 ．0 91 2 ．0 9 0 ．49 9 0 ．3 45 0 ．14 5

S T 1 2号 窯 63⊥47 15 10 ．49 3 0．0 93 2 ．3 9 0．55 9 0 ．3 66 ・0 ．14 7

S T 1 2号 窯 63－47 16 0 ．4 8 5 0．07 7 2 ．1 1 0．6 16 0 ．3 02 0 ．17 9

S T 1 2号 窯 63－4 7 17 0 ．4 5 6 0 ．09 6 1．98 0 ．53 0 0 ．3 56 0 ．15 3

S T 12号 窯 63－4 7 18 0 ．4 6 1 0 ．r1 16 2 ．04 0 ．56 0 0 ．38 9 0 ．17 4

S T 12号 窯 ・ 6 3－4 7 1．9 0 ．5 1 0 0 ．11 1 1．76 0 ．55 8 0 ．38 9 0 ．16 3

S T 12号 窯 6 3－4 72 0 0 ．4 90 0 ．11 2 2 ．17 0 ．59 5 0．37 5 0 ．196

S T l・2号 窯 6 3－4 72 1 0°．4 59 0 ．10 6 2 ．41 0 ．58．9 0．33 2 0 ．1 62

S T 12号 窯 ．6 3－4 72 2 0 ．4 53 0 ．12 2 2 ．08 0 ．5 9 0 0 ．38 9 0 ．1 6 1

S T 12号 窯 6 3－4 72 3 0 ．4 14 ． 0 ．0 6 9 2 ．33 0 ．4 9 2 0 ．・29 7 0 ．1 47

S T 12号 窯 6 3－4 72 4 0 ．3 78 0 ．0 4 5 2 ．34 0 ．5 2 3 0 ．22 8 0 ．1 26

S T 12号 窯 6 3－4 72 5 0 ．4 20 0 ．0°8 3 2 ．12 0 ．5 3 0 0 ．30 6 0 ．1 59

S T 12号 窯 6 3－4 72 6 0 ．4 35 0 ．0 8 0 2 ．2 1 0 ．5 4 5 0 ．32 4 0 ．1 84

S T 12号 窯 6 3－4 72 7 0 ．4 88 0 ．0 68 2 ．3 1 0 ．5 8 7 0 ．31 7 0 ．1 98

S T 12号 窯 ・ 6 3－4 72 8 0 ．4 43 0 ．0 66 2 ．3 5 ‘0 ．5 87 0 ．2 9 3 0 ．1 63

．S T 12号 窯 6 3－4 72 9 0 ．4 55 0 ．0 9 1 2 ．0 9 0 ．5 67 0 ．3 1 4 0 ．1 64

S T 12号 窯 6 3－47 3 0 0 ．4 69 0 ．1 03 1 ．．7 5 0 ．5 37 0 ．3 8 4 0．2 17

S T 12号 窯 6 3－47 3 1 0．4 75 0 ．0 85 2 ．0 0 0 ．6 01 0 ．3 28 0．20 7

S T 1 2号 窯 6 3－47 32 0 ．44 7 0 ．0 94 1 ．9 4 0 ．5 82 0 ．3 8 5 0．18 0

S T 1 2号 窯 6 3－47 3 3 0 ．44 3 0 ．1 00 2 ．4 4 0 ．5年4 0 ．3 94 0 ．20 3

S T 1 2号 窯 63－47 34 0 ．43 9 0 ：0 80 2 ．3 0 0 ．56 4 0 ．3 19 0 ．16 5

S T 1 2号 窯 ・63－47 35 0 ．42 0 0 ．1 18 2 ．1 7 0 ．53 5 0 ．3 98 0 ．2 11

S T 1 2号 窯 63－47 36 0 ．44 4 0 ．08 0 1 ．5 4 0 ．59 5 0 ．3 17 0 ．17 8

‘S T 1 2号 窯 63－47 37 0 ．．48 9 0 ．10 8 2 ．3 7 0．59 4 0 ．3 89 0 ．2 0 7．

S T 1 2号 窯 63－47 38 0 ．4 3 5 0．09 3 ．2．2 6 0．53 3 0 ．3 83 0 ．19 7

S T 1 2号 窯 63－47 39 0 ．4 1 0 ・0．09 1 ．2．5 3 0’．48 3 0 ．3 38 0 ．15 2

S T 1 2号 窯 63－4 7 40 0 ．4 5 2 0．09 2 1．8 3 0．62 5 0 ．3 22 0 ．15 7

S T 1 2号 窯 ・ 63－4 7 4 1 0 ．4 0 6 0．08 2 2．36 0．56 5 0 ．2 91 0 ．15 9°

S T 1 2号 窯 63－4 7 42 0 ．5 0 5 0．09 7 2．55 0 ：5 14 0 ．3 67 0 ．15 1

S T 12号 窯 63－4 7 43 0 ．4 1 7 0．．12 1 2．15 0 ．49 8 0 ．3 71 0 ．13 2

S T 12号 窯 ．63－4 7 44 0 ．4 0 4 0．07 8 1．98 0 ．50 0 0 ．3 19 0 ．15 7

S T 12号 窯 63－4 7 45 0 ．4 2 7 0 ．11 1 2 ．22 0 ．52 0 0．3 79 0 ．174

S T 12号 窯 63－4 7 46 0 ．4 6 7 0 ．08 5 1．89 0 ．4 8 2 0．34 0 0 ．154

S T 12号 窯 6 3－4 74 7 0 ．4 49 0 ．09 0 1．98 0 ．4 5 7 0 ．34 7 0 ．1 45

S T 12号 窯 6 3－4 74 8 0 ．4 46 0 ．0 8 9 1 ．9 2 0 ．4 9 8 0 ．36 0 0 ．1 34

S T 12号 窯 6 3－4 74 9 0 ．4 70 0 ．0 9 7 1 ．8 5 0 ．4 9 9 0 ．36 0 0 ．1 45

S T 12号 窯 6 3－4 75 0 0 ．4 65 0 ．0 8 5 2 ．0 2 0 ．5 35 0 ．3 3 6 0 ．1 27

S T 12号 窯 6 3－4 75 1 0 ．45 9 0 ．0 67 2 ．1 2 0 ．5 64 0 ．2 8 9 0 ．1 75
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遺跡名 試料 N o． K C a F e R b S r N a

S T 12号 窯 6 3－4 75 2 0 ．42 4 0 ．0 8 6 2 ．3 0 0 ．5 26 0 ．32 3 0 ．1 4 1

S T 12号 窯 6 3－4 75 3 0 ．4 78 0 ．1 3 5 1 ．8 2 0 ．5 89 0 ．41 4 0 ．2 31

S T 12号 窯 6 3－4 75 4 0 ．4 75 0 ．1 09 1 ．8 5 0 ．5 85 0 ．37 6 0 ．2 13

S T 12号 窯 6 3－4 75 5 0．36 4 0 ．1 23 1 ．9 8 0 ．4 85 0 ．3 8 8 0 ．2 16

S T 12号 窯 6 3－4 75 6 0．45 8 0 ．0 73 2 ．3 4 0 ．5 89 0 ．3 4 2 0 ．2 02

S T 12号 窯 6 3－4 75 7 0．48 8 0 ．0 84 2 ．3 6 0 ⊥5 83 0 ．3．2 0 0 ．1 63

S T 12号 窯 6 3－4 75 8 0．50 5 0 ．0 86 2 ．6 0 0 ．6 02 0 ．3 4 6 0 ．2 29

S T 12号 窯 6 3－4 75 9‾ 0．47 3 0 ．1 05 1 ．9 0 0 ．5 78 0 ．37 3 0 ．2 21

S T 12号 窯 6 3－4 76 0 0．48 7 0 ．0 83 2 ．3 7 0 ．6 06 0 ．36 8 0 ．・2 46

S T 12号 窯 6 3＿－4 76 1 0 ．44 6 0 ．1 09 1 ．9 9 0 ．5 69 0 ．．38 7 0 ．2 03

S T 12号 窯 6 3－4 76 2 0 ．46 3 0 ．0 76 1 ．9 3 0 ．5 8 5 0 ．32 3 0 ．1 87

S T 12号 窯 6 3－4 76 3 0 ．4 98 0 ．0 9 7 1 ．9 0 0 ．6 69 0 ．31 4 0 ．1 73

S T 12号 窯 6 3－4 76 4 0 ．4 53 0 ．0 6 7 2 ．12 0 ．5 65 0 ．2．7 8 0 ．1 70

S T 12号 窯 6 3－4 76 5 0 ．48 5 0 ．102 2 ．3 3 0 ．5 88 0 ．33 8 0 ．1 86

S T 12号 窯 6 3－4 76 6 0 ．4 57 0 ．114 2 ．0 5 0 ．5 7 1 0 ．39 0 0 ．2 03

S T 12号 窯 6 3－4 76 7 0 ．5 09 0 ．1 08 1 ．9 4 0 ．5 9 7 0 ．36 9 0 ．2 24

S T 12号 窯 6 3－4 76 8 0 ．48 5 0 ．1 00 1 ．5 9 0 ．6 26 0 ．35 3 0．．1 44

S T 12号 窯 6 3－4 76 9 0 ．43 5 0 ．0 59 2 ．5 2 0 ．5 63 0 ．3 4 5 0 ．1 75

のは次のような考え方からである。須恵器の伝播・流通に関する研究は須恵器の化学特性の地

域差に基づいて行われる。地域差を表示するには必ずしも％とかppmといった絶対濃度は必要

としない。適当に標準試料を基準にして分析値を表示し、地域差を求めればよい。そのために、

本研究では岩石標準試料JG－1を基準にして分析値を表示することにした。我が国の地質調査所

から配布されている岩石分析用の標準試料は17種類あるが、この内、K、Caの含有量がもっと

もよくバランスがとれているのがJG－1である。JB－1、JA－1などはK量が少なく、逆にCa量が

多くバランスがとれていないので標準試料としては不適である。

さて、表1で得られた分析値をそのまま分布図上にプッロトしてみると大雑把に化学特性を

理解し得る。図1にはRb－Sr分布図を示す。この分布図は各地の化学特性をよく表示するので、

定性的に地域差を把握する上にはきわめて有効である。図1をみると、何よりもまず、吹田12

号窯の須恵器はよくまとまって分布していることがわかる。

参考のために、大阪陶邑群の須恵器の分布領域を示してあるが、後背地の花崗岩の特性から

予想されるように、吹田12号窯の須恵器との分布領域とほぼ重複していることがわかる。

図2にK因子を比較してある。K、Caはともに花崗岩類中の長石類の主成分元素である。こ

のK因子に東日本と西日本の花崗岩類と明かな差異が認められる。岩石の風化の研究によると、

カリ長石に比べて、Caを含んだ長石の方が風化による分解が速いことが知られている。そのた

め、東日本と西日本の遺跡出土の須恵器もK因子によって識別されることになる。また、同じ

K特性をもつ花崗岩地帯の窯跡出土須恵器のK特性は類似することにもなる。図2をみるとK因

子でも吹田12号窯の須恵器は大阪陶邑群と重複した領域に分布することがわかる。
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図3にはCa因子を比較してある。大阪陶邑群に比べて、吹田12号窯の須恵器にはCa量は少な

いことがわかる。このように、同じ地域内でCa、Sr因子が若干異なることはこれまでも全国各

地の須恵器についてもしばしばみられたことであるが、その理由は未だ十分わかっていない。

図4にはFe因子を比較してある。Fe因子でも吹田12号窯の須恵器は大阪陶邑群と重複して分

布した。一般に、Fe因子は有効に地域差を表示しない場合が多い。

これら5因子の平均値と標準偏差を表2にまとめてある。吹田12号窯と大阪陶邑群とを比較

すると、Fe、K、Rb因子には余り差異は認められないが、Ca、Sr因子で若干の違いが認められ、

両者の相互認識の可能性のあることがわかった。

ここで両群の相互識別について述べる。相互識別の可否はいくつかの因子を使って両群の重

心からマパラノビスの汎距離、Dを計算し、D（雪）－D（…）分布図上で確かめられる。

次にK、Ca、Rb、Srの4因子を優って大阪陶邑群と吹田12号窯の重心からのマパラノビス汎

距離を計算し、両群の相互識別を検討した結果について述べる。マパラノビスの汎距離とは母

集団の重心から何♂（標準偏差）分、離れているかを示す統計学上の距離のことである。図5で

はD（1）、D（2）はそれぞれ大阪陶邑群、吹田12号窯の重心からのマパラノビス指数の汎距離である。
l

全国各地の窯出土須恵器の分析結果をみると±36・（標準偏差）の範囲に95％以上のものが分布

するから、それはマパラノビスの汎距離に二乗にすると、D2（自群）＜10の領域に相当するこ

0．5　　　訂　　1月

図1　Rb－Sr分布図
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図4　Fe因子

とになる。図5をみると、両群ともD（雪）＜10の領域に分布するが、このことは吹田12号窯の須恵

器の化学特性は大阪陶邑的であることを意味する。しかし、大阪陶邑群のほとんどの須恵器は

D（2）＜10の領域内には分布しない。D（2）＜10は吹田12号窯領域である。この領域に吹田12号窯の
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表2　吹田12窯の須恵器の化学特性

因子名

母集 団名
K C a F e 料b S r

吹 田12号窯
0 ．4 50 0 ．07 6 2 ．1 1 0 ．5 37 0 ．3 3 2

± 0．03 5 ±0 ．0 17 ±0 ．25 ±0 ．05 4 ±0 ．4 42

大 阪陶 邑群
0 ．4 66 0 ．11 8 2 ．2 0 0 ．5 13 d ．2 7 4

±0 ．06 8 ± 0．0 54 ±0 ．61 ±0 ．11 7 ± 0 ．08 5

（分析値は岩石標準試料JG－1による標準化値で示す）

須恵器は1点を除いて他はすべて分布していることがわかる。したがって、両群の化学特性は

類似しているにもかかわらず、D（2）＝10を境界にして、両群の相互識別は十分可能であることが

明らかになった。
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図5　大阪陶邑群と吹田群の相互識別（K、Ca、Rb、Sr因子使用）
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吹田窯跡群出土須恵器の蛍光Ⅹ線分析

奈良教育大学　三辻利一

1．はじめに

生産地である窯跡が残っている須恵器は遺跡出土須恵器の元素分析のデータを優って窯跡へ

結び付けることによって産地推定をすることができる。そのためには前以って、窯跡出土須恵

器の化学特性を整理しておかなければならない。このような考え方で、全国各地にある窯跡出

土須恵器の蛍光Ⅹ線分析が20年近く前から始められた。現在、全国各地の1000基を越える窯跡

から出土した数万点の試料の分析データが集積されている。この結果、長石類に由来するとみ

られるK、Ca、Rb、Srの4因子が有効に地域差を表示することが見つけられた。そして、定性

的に地域差を比較するときには、Rb－Sr分布図が特に有効であることがわかった。

大阪府下には南部の堺市に大阪陶邑窯群という全国最大規模の須恵器窯群が存在する。千里

丘陵では北西部の豊中市周辺に窯群があるが、東南部の吹田市周辺にも吹田窯群がある。本報

告では吹田窯群の中で窯間の相互認識がどの程度に可能か、また、吹田群と豊中群の相互識別

ができるかどうかなどの点に著目してデータ解析した結果について報告する。

2．分析方法

すべての須恵器片は表面を研磨してからのち、タングステンカーバイド製乳鉢の中で100メッ

シュ以下に粉砕された。粉末試料は塩化ビニール製リングを枠にして、約15トンの圧力を加え

てプレスし、内径20mm、厚さ3－5mmの錠剤試料を作成した。この試料はそのまま、完全自動

蛍光Ⅹ線分析装置で分析された。使用した装置は理学電気製波長分散型スペクトロメーター，

3270型機である。

測定された試料の蛍光Ⅹ線強度は、各元素ごとに、同時に測定された岩石標準試料JG－1

の蛍光Ⅹ線強度で標準化された。分析値はこの標準化値で表示された。

3．分析結果

豊中窯群の坊主山窯群、下村町池群、および、吹田窯群の須恵器の仝分析値は表1にまとめ

られている。

はじめに、これらの窯跡出土須恵器がどのように類似しているかをみるため、Rb－Sr分布図

を作成してみた。図1には坊主山窯群の須恵器のRb－Sr分布図を示す。全分析値を包含するよ

うにして、豊中領域も示してある。この領域は長方形に描かれているが、描き易いために長方

形にしただけでとくに意味はない。また、この分布領域は定性的なものであって、定量的に領
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表1　豊中・吹田両市の窯群出土須恵器の分析値

遺 跡 名 試 料 N o． K C a F e k b S r N a

坊 主 山 2 － 1 7 9 06 0 ．40 4 0 ．0 99 1 ．7 5 0 ．6 04 0 ．3 2 9 0 ．1 09

功 主 山 2 － 1 7 9 08 0 ．49 1 0 ．1 98 2 ．0 2 0 ．5 57 0 ．4 3 9 0 ．1 73

坊 主 山 2 － 1 7 9 09 0 ．47 1 0 ．0 51 2 ．5 6 0 ．5 07 0 ．2 4 4 0 ．1 15

坊 主 山 2 － 1 7 9 1 0 0 ．5 15 0 ．1 54 2 ．1 5 0 ．6 44 0 ．4 3 4 0 ．2 01

坊 主 山 2 － 1 7 ．9 1 1 0 ．49 2 0 ．1 24 1 ．9 0 0 ．5 36 0 ．3 9 9 0 ．19 7

坊 主 山 2 － 1 7 9 12 0 ．47 7 0 ．0 76 2 ．2 6 0 ．5 5 1 0 ．3 4 0 ．0．24 5

坊 主 山 2 － 1 7 9 1 3 0 ．49 5 0 ．0 96 2 ．7 9 ． 0 ．5 36 0 ．3 3 2 0 ．18 2

坊 主 山 2 － 1 7 9 14 0 ．46 4 0 ．0 69 2 ．9 1 0 ．4 83 0 二2 7 1 0 ．09 5

・坊 主 山 2 － 1 7 9 15 ． 0 こ50 3 0 ．0 60 ° 2 ．8 0 0 ．も25 0 ．3 1 6 0 ．19 2

坊 主 山 2 － 2 3 9 16 0 ．47 9 0 ．1 81 3 ．5 6 0 ．°6 19 0 ．3 2 5 0 ．16 9

坊 主 山 2 ニ 2 3 9 1 7 0 ．52 0 0 ．1 23 2 ．3 6 0 ．6 59 0 ．3 0 9 0 ．14 3

坊 主 山 2 － 23 9 18 0 ．53 0 0 ．1 60 2 ．7 8 0 ．7 05 0 ．3 4 6 0 ．15 3

坊 主 山 2 － 23 9 1 9 0 ．50 4 ・ 0 ．1 69 2 ．3 8 0 ．7 66 0 ．3 5 6 0 ．15 5

坊 主 山 2 － 23 9 2 0 0 ．54 1 0 ．1 72 2 ．6 5 ・ 0 ．8 04 0 ．3 4 5 0 ．1 32

坊 主 山 2 － 23 9 2 1 0 ．4 71 0 ．1 65 2 ．3 9 0 ．7 58 0 ．3 7 8 0 ．1 39

坊 主 山 2 － 2 3 9 2 2 0 ．49 6 0 ．2 07 ・ 2 ．5 9 0 ．6 73 0 ．4 3 2 0 ．1 84

坊 主 山 2 － 2 3 9 2 3 0 ．46 5 0 ．1 83 2 ．4 6 0 ．7 50 0 ．3 9 0 0 ．1 51

坊 主 山 2 － 2 3 9 2 4 0 ．4 11 0 ．1 4 1 2 ．5 9 0 ．6 53 0 ．3 5 9 0 ．．1 22

坊 主 山 2 － 2 3 9 2 5 0 ．46 4 0 ．1 14 3 ．2 3 0 ．5 32 0 ．3 0 5 0 ．0 91

坊 主 山 2 － 2 5 9 2 6 0 ．52 5 0 ．1 68 2 ．2 6 0 ．6 6 1 0 ．4 0 6 0 ．2 13

坊 主 山 2 － 2 5 9 2 ．7 0 ．49 9 0 ．1 53 1 ．9 8 0 ．7 1 1 0 ．4 2 7 0 ．1 61

坊 主 山 2 － 2 5 9 2 8 0 ．58 4 0 ．1 59 1 ．5 1 0 ．8 29 0 ．4 4 2 0 ．1 85 ．

坊 主 山 2 － 2 5 9 2 9 0 ．52 2 0 ．1 75 2 ．2 3 0 ．6 58 0 ．4 4 7 0 ．1 83

坊 主 山 2 － 2 5 9 3 0 0 ．53 2 0 ．1 75 1 ．7 8 0 ．7 37 0 ．4 3 8 0 ．1 79

坊 主 山 2 － 2 5 9 3 1 0 ．54 9 0 ．2 17 2 ．0 2 0 ．7 60 0 ．4 7 4 0 ．1 77

坊 主 山 2 － 2 5 9 3 2 0 ．56 1 0 ．1 83 2 ．4 4 0 ．7 00 0 ．4 1 4 0 ．1 68

坊 主 山 2 － 2 5 9 3 3 0 ．44 2 0 ．1 42 2 ．0 9 0 ．6 14 0 ．4 0 0 0 ．1 14

坊 主 山 2 － 2 5 9 3 4 0 ．48 1 0 ．1 47 2 ．6 3 0 ．6 43 0 ．37 7 0 ．1 13

坊 主 山 2 － 2 5 9 3 5 0 ．4 95 0 ．1 6．6 1 ．9 0 0 ．6 76 0 ．44 6 0 ．1 19

坊 主 山 2 － 2 5 9 3 6 0 ．4 27 0 ．1 70 2 ．3 9 0 ．5 6 6 0 ．44 4 0 ．1 11

下 村 町 池 9 3 7 0 ．3 69 0 ．0 36 2 ．13 6 0 ．5 1 0 0 ．19 3 0 ．0 7 1

下 村 町 池 93 8 0 ．3 58 0 ．0 34 2 ．4 2 0 ．5 0 7 0 ．18 7 0 ．0 54

下 村 町 池 93 9 0 ．5 11 0 ．10 4 2 ．4 0 0 ．5 9 1 0 ．27 1 0 ．0 85

下 村 町 池 94 0 0 ．3 66 0 ．0 3 5 2 ．42 0 ．5 0 9 0 ．19 0 0 ．0 69

下 村 町 池 94 1 0 ．3 9 1 0 ．0 3 3 2 ．41 0 ．5 3 9 0 ．20 2 0 ．0 58

下 村 町 池 94 2 0 ．4 32 0 ．0 6 5 2 ．02 0 ．5 8 3 0 ．25 0 0 ．1 03

下 村 町 池 94 3 0 ．4 58 0 ．0 5 9 1 ．98 0 ．5 8 8 0 ．24 7 0 ．0 9．9

下 村 町 池 94 4 0 ．5 03 0 ．0 6 7 ．2 ．0 6 0 ．5 8 5 0 ．28 7 0 ．1 33

下 村 町池 94 5 0 ．4 55 0 ．0 6 8 2 ．14 0 ．5 6 3 0 ．27 4 0 ．1 37

下 村 町 池 94 6 0 ．4 67 0 ．0 5 8 2 ．0 0 0 二5 9 9 0 ．24 0 0 ．0 94

利 倉 西 遺 跡 97 8 0 ．4 68 0 ．118 2 ．77 0 ．5 5 5 0 ．25 6 0 ．2 38

利 倉 西 遺 跡 97 9 0 ．4 89 0 ．1 7 7 2 °．11 0 ．6 32 0 ．46 2 0 ．2 22
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遺 跡名 試料 N o． K C a F e R b S r N a

利 倉 西遺 跡 ． 9 8 0 ・ 0．46 5 0 ．0 68 1 ．7 6 0 ．6 20 0‘．3 22 0．22 5

利 倉 西遺 跡 9 8 1 0．50 5 0 ．1 90 2 ．4 1‘ 0．．5 96 0 ．4 16 0 ．36 5

利 倉 西遺 跡 9 82 0 ．45 5 0 ．0 15 2 ．7 9 0．5 36 0 ⊥1 57 0．09 9

利 倉 画遺 跡 9 8 3 0 ．39 2 0 ．0 38 2 ．6 2 0：4 61 0 二1 68 0 ．10 5

利 倉 西遺 跡 ．9 84 0 ．33 8 0 ．0 51 2‘．8 1 0．4 35 0 ．1 98 0．08 15

利 倉 西遺 跡 9 8 5 0 ．33 9 0 ．0 53 2 ．7 7 0．4 37 0 ．1 98 0 ．08 7

利 倉 西遺 跡 9 8 6 ．0 ．33 9 0 ．0 55 2 ．8 3 ・0 ．4 39 0 ：2 03 0．08白

利 倉西 遺跡 9 8 7 0．33 2 0 ．0 53 ．2 ．5 6 0 ．・4 31 0 ．2 14 0 ．10 6

利 倉 西 遺跡 9 8 8 0．47 9 0 ．0 55 2 ．8 2 0 ．5 04 0 ．2 8 5 ‘0 ．24 1

利 倉 西遺跡 9 8 9 0 ．43 4 0 ．0 96 2 ．2 7 0 ．彿 6 0 ．2 8 1 0 ．2 34

利 倉 西遺跡 99 0 0 ．う19 0 ．1 2 6 1 ．9 8 0 ．6 80 0 ，3 5 5 0 ．2 87

利 倉 西遺跡 99 1 0 ．4 72 0 ．0 7 0 1 ．5 2 0 ．7 96 0 ．3 2 9 0 ．1 82

利 倉 西遺跡 99 2 0 ．3 84 0 ．0 3 2 2 ．10 0 ．5 04 0 ．15 9 0 ．1 47

S T 2 0号 窯 94 7 0 ．5 08 0 ．14 2 2 ．19 0 ．6 6‾2 0 ．36 6 0 ．1 50

S T 2 0号 窯 94 8 0 ．4 76 0 ．12 8 2 ．3 3 0 ．6 1 3 0 ．34 5 0 ：1 26

S T 2 0号 窯 94 9 0 ．4 78 ° 0 ．12 1 2 ．0 4 0 ．6 4 6 0 ．34 5 0 ．1 32

S T 2 0号 窯 95 0 0 ．5 42 0 ．17 6 2 ．3 1 0 ．6 6 9 0 ．42 2 0 ．1 97

．S T 2 0号 窯 95 1 0 ．5 3 1 0 ．15 1 1 ．5 7 0 ．6 6 2 0 ．40 1 0 ．1 37

S T 20号 窯 95 2 0 ．5 25 0 ．16 7 2 ：15 0 ．6 8 0 0 ．38 7 0 ．1 66

S T 20号 窯 95 3 0 ．4 94 ・0 ．14 7 1 ．9 6 0 ．6 5 7 0 ．37 5 0 ．1 70

S T 20号 窯 95 4 0 ．5 01 0 ．16 6 1 ．9 0 0 ．6 50 0 ．40 6 0 ．1 86

S T 20号 窯 95 5 0 ．4 96 0 ．15 0 1 ．9 4 0 ．6 60 0 ．38 9 0 ．1 77

S T 20号 窯 95 6 0 ．5 12 0 ．16 2 1 ．9 0 0 ．6 85 0 ．．40 5 0 ．1 28

S T 29号 窯 95 7 ・0 ．4 96 0 ．15 1 2 ．2 5 0 ．6 39 0 ．4 16 0 ．2 2 7

S T 29号 窯 9 58 0 ．5 20 0 ．16 1 2 ．14 0 ．6 2 3 0 ．44 7 0 ．2 4 1

S T 29号 窯 9 56 0 ．4 68 0 ．14 1 2 ．3 2 0 ．5 9 5 0 ．37 7 0 ．2 1 5

S T 29号 窯 9 60 0 ．4 56 0 ．11 7 2 ．17 0 ．5 9 1 0 ．34 0 0 ．17 2

S T 29号 窯 9 61 0 ．4 36 0 ．11 8 1 ．8 1 0 ．5．8 7 0 ．35 9 0 ．17 7

S T 29号 窯 9 62 0 ．4 97 0 ．08 6 2 ．56 0 ．5 8 4 0 ．32 1 0 ．2 4 0

S T 29号 窯 9 63 0 ．4 19 0 ．08 8 2 ．17 0 ．5 2 9 0 ．30 0 0 ．15 0

S T 29号 窯 9 64 0 ．5 10 0 ．12 7 2 ．18 0 ．5 8 4 0．43 3 0 ．2 5 9

S T 29号 窯 9 65 0 ．5 02 0 ．13 2 2 ．18 0 ．6 2 3 0．35 8 0 ．18 9

S T 29号 窯 9 66 0 ．4 85 0 ．07 6 2 ．59 0 ．5 8 9 0．3 12 0 ．2 2 7

S T 29号 窯 9 67 0 ．4 70 0 ．1LO 9 2 ．18 0 ．5 9 5 0．33 8 0 ．2 0 6

S T 29号 窯 9 68 0 ．4 93 0 ．10 4 2 ．0 4 0 ．6 3 1 0．3 15 0 ．15 1

S T 29号 窯 9 69 0 ．4 88 0 ．11 0 2 ．0 5 0 ．6 2 3 0．38 9 0 ．2 3 2

S T 29号 窯 9 70 0 ．5 2 5 0 ．14 5 1．8 9 0 ．6 1 9 0．3 76 0 ．2 1 0

S T 34号 窯 9 71 0 ．4 6 5 0 ．08 2 2 ．4 0 0 ．6 3 9 0．29 1 0 ．15 5

S T 34号 窯 9 72 0 ．5 12 0 ．20 1 2 ．0 9 0 ．6 3 1 0．46 2 0 ．2 3 1

S T 34号 窯 9 73 0 ．4 28 0 ．07 1 1．96 0 ．5 4 8 0．28 7 0 ．17 0

S T 34号 窯 9 74 0 ．4 7 1 0 ．10 3 2 ．36 0 ．52 9 0．3 78 0 ．12 6

S T 34号 窯 9 75 0 ．4 94 0 ．22 7 2 ．23 0 ．63 1 0 ．5 02 0 ．2 2 0
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遺 跡名 試料 N o． K ‘ C a F e R b S r ‘N a

S T 34号 窯 9 76 0 ．4 8 2 0．09 4 2 ．0 3 0．6 06 0 ．3 04 0．15 2

S T 34号 窯 9 77 0 ．4 5 3・ 0．05 2 2 ．4 5 0．62 7 0 ．2 40 0．13 1

S T 38号 窯 4－4 2 96 0 ．4 9 7 0．06 9‘ 1 ．82 0．7 14 0 ．2 75 0 ．11 8

S T 38号 窯 4－4 2 97 0 ．4 2 7 0．07 4 1 ．9 6 0．6 77 0 ．3 04 0 ．1 12

S T 38号 窯 4－4 2 98 0 ．37 1 ． 0．07 2 2 ．‘2 6 ．0．5 39 0 ．2 90 0 ．09 4

S T 38号 窯 4－4 3 00 0 ．45 0 0．07 1 1 ．9 4 0．64 8 0 ．3 0 1 0 ．12 6

S T 38号 窯 4－4 3 0 1 0 ．38 7 0．06 1 2 ．0 1 0．57 2 0 ．2 71 0 ．12 4

S T 38号 窯 4－4 3 02 0 ．4 4 8 0．05 5 1 ．90 0 ．67 b 0 ．2 84 0 ．13 9

S T 38号 窯 4－4 3 03 0 ．3 6 4 0．05 4 2 ．74 0 ．46 6 0 ．2 12 0 ．07 0

S T 38号 窯 4－4 3 04 0 ．3 6 9 0．04 8 1 ．75 0 ．54 4 0 ．2 56 0 ．08 4

S T 38号 窯 4－4 3 05 0 ．4 4 9° 0 ．07 2 2 ．03 0 ．56 6 0 ．2 92 0 ．15 1

S T 39号 窯 4－4 3 06 0 ．4 3 6 0 ．09 5 2．65 0 ．56 0 0 ．2 92 0 ．0 9 7

S T 39号 窯 4－4 30 7 0 ．4 4 0 0 ．07 0 2．47 0 ．54 6 ・ 0 ．2 81 ‘0 ．13 8

S T 39号 窯 4－4 30 8 0 ．4 9 6 0 ．07 3 1．98 0 ．51 9 0 ．3 25 0 ．15 0

S T 39号 窯 4－4 30 9 0 ．4 3 3 0 ．06 8 2 ．22 0 ．59 5 0 ．2 93 0 ．15 1

S T 39号 窯 4－4 3 10 0 ．4 3 1 0 ．10 5 2 ．37 0 ．56 2 0 ．3 29 0 ．12 2

S T 39号 窯 ・4－4 3 11 0 ．4 3 0 0 ．07 3 2 ．32 0 ．52 5 0 ．3 34 0 ．14 5

S T 39号 窯 4－4 3 12 0 ．4 6 1 0 ．04 8 2 ．09 0 ．61 4 0 ．2 41 0 ．．12 7

S T 39号 窯 ．4－4 3 13 0 ．4 82 0 ．09 5 2 ．19 0 ．58 9 0 ．3 42 0 ．16 5

S T 39号 窯 4－4 3 14 0 ．3 38 0 ．03 9 2 ．44 0 ．45 5 0 ．2 05 ・0 ．0 7 3

S T 39号 窯 4－4 3 15 0 ．4 6 5 0 ．09 1 1．89 0 ．60 2 0 ．3 55 0 ．14 7

S T 4 0号 窯 4－4 3 16 0 ．4 5 1 0 ．09 9 2 ．03 0 ．58 0 0 ．34 1 0 ．18 0

S T 4 0号 窯 4－4 3 17 0 ．4 3 1 0 ．07 4 2 ．23 0 ．5 7 8 0 ．2 76 0 ．12 8

S T 4 0号 窯 4－4 3 18 0 ．5 00 0 ．15 6 1．69 0 ．59 6 0 ，4 15 0 ．2 2 3

S T 4 0号 窯 4－4 3 19 0 ．4 58 ． 0 ．12 7 1．73 0 ．5 8 4 0 ．38 2 0 ．17 8

S T 4 0号 窯 4－4 32 0 0 ．4 3 7 0 ．111 0 2 ．25 0 ．5 9 0 0．33 4 0 ．16 2

S T 4 0号 窯 4－4 32 1 0 ．4 19 0 ．14 8 2 ．06 0 ．5 7 4 0．37 8 ．0 ．158

S T 4 0号 窯 4－4 32 2 0 ．4 05 0 ．0 8 0 2 ．10 0 ．5 5 8 0．32 2 0 ．13 9

S T 4 0号 窯 4－4 32 3 0 ．4 6 1 0 ．13 0 2 ．08 0 ．6 0 6 0 ．35 5 0 ．15 1

S T 4 0号 窯 4－4 32 4 0 ．4 26 0 ．07 6 1．69 0 ．6 3 5 0 ．30 5 0 ．12 5

S T 4 0号 窯 4－4 32 5 0 ．4 92 0 ．12 5 r1．95 0 ．59 6 0 ．3 76 0 ．19 4

S T 4 5号 窯 4－4 32 6 0 ．5 02 0 ．11 6 1．10 0 ．63 5 0 ．35 7 0 ．16 4

S T 4 5号 窯 4－4 32 7 0 ：4 48 0 ．12 4 1．94 0 ．58 9 0 ．4 01 0 ．2 1 3

S T 4 5号 窯 4－4 32 8 0 ．4 62 0 ．11 1 1．70 0 ．65 9 0 ．3 41 0 ．15 1

S T 4 5号 窯 4－4 32 9 0 ．4 79 10 ．12 9 2 ．33 0 ．57 0 0 ．40 1 0 ．2 2 0

S T 4 5号 窯 4－4 33 0 0 ．4 26 0 ．09 0 2 ．00 0 ．6 0 6 0 ．3 12 0 ．13 4

S T 4 5号 窯 4－4 33 1 0 ．4 72 0 ．14 6 1．85 ．0 ．5 9・8 0 ．39 7 0 ．2 0 0

S T 4 5号 窯 4－4 33 2 0 ．4 63 0 ．13 5 1．90 0 ．6 0 6 0．40 1 0 ．2 0 6

S T 4 5号 窯 4－4 33 3 0 ．4 79 0 ．11 8 2 ．11 0 ．6 1 2 0．・35 1 0 ．1 75

S T 4 5号 窯 4－4 33 4 0 ．4 69 ‾ 0 ．11 8－ 1 ．8 3 0 ．6 0 7 0 ．36 8 0 ．1 92

S T 4 5号 窯 4－4 33 5 0 ．4 61 0 ．0 5 6 2 ．0 1 0 ．6 5 7 0 ．24 5 0 ．1 14

S T 4 5号 窯 4－4 33 6 0 ．4 72 0 ．0 54 1 ．9 9 0 ．6 44 0 ．25 8 0 ．1 17
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遺跡名 試料‰ K C a F e R b S r N a

S T 12号 窯 6 3－4 71 0 0．44 5 0 ．0 96 2 ．4 7 0 ．5 09 0 ．3 62 0 ．17 0

S T 12号 窯 6 3－47 1 1 0．45 9 0 ．0 88 2 ．2 6 ‘ 0 ．58 0 0 ．3 52 0 ．19 6

S T 1 2号 窯 6 3－47 12 0 ．47 8 0 ．0 98 2 ．0 9 0 ．4 72 0 ．3 5写 0 ．15 5

S T 1 2号 窯 63－47 13 0 ．46 6 0．10 1 1 ．9 7 0．62 0 0 ．3 9 1 0 ．2 0 0

S T 1 2号 窯 63－47 14 0 ．4 4 4 0．09 1 2 ．09 0．49 9 0 ．3 45 0 ．14 5

S T 1 2号 窯 63－47 15 0 ．4 9 3 0 ．09 3 2．39 0 ．55 9 0 ．3 66 0 ．14 7

S T 1 2号 窯 63－47 16 0 ．4 8 5 0 ．07 7 2 ．1 1 0 ．6 16 0 ．3 02 0 ．17 9

S T 1 2号 窯 63－47 17 0 ．4 5 6 0 ．09 6 1 ．98 0 ．53 0 0 ．3 56 0 ．15 3

S T 1 2号 窯 63－47 18 0 ．46 1 0．1 16 2 ．04 0．56 0 0 ．3 89 0 ．17 4

S T 1 2号 窯 63－47 19 0 ．51 0 0．1 11 1 ．76 0．55 8 0 ．3 89 0 ．16 3

S T 1 2号 窯 6 3－47 2 0 0 ．49 0 0 ．1 12 2 ．1 7 0．59 5 0 ．3 75 0 ．19 6

S T 1 2号 窯 63－47 2 1 0 ．45 9 0 ．1 06 2 ．4 1 0．58 9 0 ．3 32 0 ．16 2

S T 1 2号 窯 6 3－47 22 0 ．45 3 0 ．1 22 2 ．08 0．59 0 0 ．3 89 0 ．16 1

S T 1 2号 窯 6 3－47 23 0 ．41 4 0 ．0 69 2 ．3 3 0．49 2 0 ．2 97 0 ．14 7

S T 1 2号 窯 63－47 24 0 ．37 8 0．04 5 2 ．3 4 0．52 3 0 ．22 8 0 ．12 6

S T 1 2号 窯 63－47 25 0 ．42 0 0．08 3 2 ．12 0．53 0 0 ．30 6 0 ．15 9

S T 1 2号 窯 63－47 26 0 ．4 3 5 0．08 0 2．2 1 0．54 5 0 ．32 4 0 ．18 4

S T 1 2号 窯 63－47 27 0 ．4 8 8 0 ．06 8 2 ．3 1 0 ．58 7 0．3 17 0 ．198

S T 1 2号 窯 63－4 7 28 0 ．4 4 3 0 ．06 6 2 ．35 0 ．58 7 0．29 3 0 ．16 3

S T 1 2号 窯 63－4 7 29 0 ．4 5 5 0 ．09 1 2 ．09 0 ．56 7 0．3 14 0 ．1 64

S T 1 2号 窯 6 3－4 7 30 0 ．．4 69 0 ．10 3 1．75 0 ．5 3 7 0 ．38 4 0 ．2 17

S T 1 2号 窯 6 3－4 7 31 0 ．4 75 0 ．0 8 5 2 ．0 0 0 ．6 0 1 0 ．32 8 0 ．2 07

S T 1 2号 窯 6 3－4 7 32 0 ．4 47 0 ．0 9 4 1 ．9 4 0 ．5 8 2 0 ．38 5 0 ．1 80

S T 1 2号 窯 6 3－4 7 33 0 ．4 43 0 ．10 0 2 ．4 4 0 ．5 4 4 0 ．39 4 0 ．2 03

S T 1 2号 窯 6 3－4 7 34 0 ．4 39 0 ．0 8 0 2 ．3 0 0 ．5 64 0 ．31 9 0 ．1 65

S T 12号 窯 6 3－4 7 35 0 ．4 20 0 ．11 8 2 ．17 0 ．5 35 0 ．39 8 0 ．2 1 1

S T 12号 窯 6 3－4 7 36 0 ．4 44 0 ．0 8 0 1 ．5 4 0 ．5 95 0 ．31 7 0 ．1 78

S T 12号 窯 6 3－4 7 37 0 ．4 89 0 ．10 8 2 ．3 7 0 ．5 94 0 ．3 8 9 0 ．2 07

S T 12号 窯 6 3－4 7 38 0 ．4 35 0 ．0 93 2 ．2 6 0 ．5 33 0 ．3 8 3 0 ．1 97

S T 12号 窯 6 3－4 7 39 0 ．4 10 0 ．0 9 1 2 ．5 3 0 ．4 83 0 ．3 3 8 0 ．1 52

S T 12号 窯 6 3－4 74 0 0 ．4 52 0 ．0 92 1 ．8 3 0 ．6 25 0 ．3 2 2 0．1 57

S T 12号 窯 6 3－4 74 1 0 ．4 06 0 ．0 82 2 ．3 6 0 ．5 65 0 ．2 9 1 0．1 59

S T 12号 窯 6 3－4 74 2 0 ．5 05 0 ．0 97 2 ．5 5 0 ．5 14 0 ．3 6 7 0．15 1

S T 12号 窯 6 3－4 74 3 0 ．4 17 0 ．1 2 1 2 ．1 5 0 ．4 98 0 ．3 7 1 0 ．13 2

S T 12号 窯 6 3－4 74 4 0 ．4 04 0 ．0 78 1 ．9 8 0．50 0 0 ．3 19 0 ．15 7

S T 12号 窯 6 3－4 74 5 0 ．42 7 0 ．1 11 2 ．2 2 0．52 0 0 ．3 79 0 ．17 4

S T 12号 窯 6 3－4 74 6 0 ．46 7 0 ．0 85 1 ．8 9 0．48 2 0 ．3 40 0 ．15 4

S T 12号 窯 6 3－4 74 7 0．44 9 0 ．0 90 1 ．9 8 0．45 7 0 ．3 47 0 ．14 5

S T 12号 窯 6 3－4 74 8 0．44 6 b ．0 89 1 ．92 0．49 8 0 ．3 60 0 ．13 4

S T 12号 窯 6 3－4 74 9 0．47 0 0 ．0 97 1 ．8 5 0 ．49 9 0 ．3 60 0 ．14 5

S T 12号 窯 6 3－47 5 0 0 ．46 5 0 ．08 5 2 ．02 0 ．53 5 0 ．3 36 0 ．12 7

S T 12号 窯 6 3－47 5 1 0 ．45 9 0 ．06 7 2．12 0 ．56 4 0 ．2 89 0 ．17 5
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遺跡名 試料 N o． K C a F e R b S r N a

S T 12号 窯 6 3－4 75 2 0．42 4 0 ．0 86 2 ．3 0 0 ．5 26 0 ．3 2 3 0．14 1

S T 12号 窯 6 3－4 75 3 0 ．4 78 0 ．1 35 1 ．8 2 0 ．5 89 0 ．4 1 4 0．23 1

S T 12号 窯 6 3－4 75 4 0 ．4 75 0 ．1 09 1 ．8 5 0 ．5 85 0 ．3 7 6 0．2 13

S T 12号 窯 6 3－4 7 55 0 ．3 64 0 ．1 23 1 ．9 8 0 ．4 85 0 ．3 8 8 0．2 16

S T 12号 窯 63－4 7 56 0 ．4 58 0 ．0 73 2 ．3 4 0 ．5 89 0 ．3 4 2 0 ．2 02

S T 12号 窯 63－4 7 57 0 ．4 88 0 ．0 84 2 ．3 6 0 ．5 83 0 ．3 2 0 0 ．1 63

S T 12号 窯 63－4 7 58 0 ．5 05 0 ．0 86 2 ．6 0 0 ．6 02 0 ．3 4 6 0 ．2 29

S T 12号 窯 63－47 59 0 ．4 73 0 ．10 5 1 ．9 0 0 ．5 78 0 ．37 3 0 ．2 21

S T 12号 窯 63－47 60 0 ．4 87 0 ．0 8 3 2 ．3 7 0 ．6 0 6 0 ．36 8 0 ．2 46

S T 12号 窯 63－47 6 1 0 ．4 46 0 ．10 9 1 ．9 9 0 ．5 6 9 0 ．38 7 0 ．2 03

S T 12号 窯 63－47 62 0 ．4 63 0 ．0 7 6 1．93 0 ．5 8 5 0 ．32 3 0 ．1 87

S T 12号 窯 63－47 6 3 0 ．4 98 0 ．0 9 7 1 ．9 0 0 ．6 6 9 0 ．31 4 0 ．1 73

S T 12号 窯 63－47 64 0 ．4 53 0 ．0 6 7 2 ．12 0 ．5 6 5 0 ．27 8 0 ．1 70

S T 1 2号 窯 6 3－47 65 0 ．4 8 5 0 ．10 2 2 ．33 0 ．5 8 8 0 ．33 8 0 ．1 86

S T 1 2号 窯 63－47 66 0 ．4 5 7 0 ．11 4 2 ．05 0 ．5 7 1 0 ．39 0 0 ．2 03

S T 1 2号 窯 6 3－47 6 7 0 ．5 09 0 ．10 8 1．94 0 ．5 9 7 0 ．36 9 0 ．2 24

S T 1 2号 窯 6 3－47 68 0 ．4 8 5 0 ．10 0 1．59 0 ．6 2 6 0．35 3 0 ．1 44

S T 1 2号 窯 6 3－47 69 0 ．4 3 5 0 ．05 9 2 ．52 0 ．56 3 ・ 0．34 5 0 ．1 75

城を示している訳ではない。それにもかかわらず、この領域は他の窯群の領域と比較する上に

はきわめて便利である。

図2には、下村町池窯の須恵器のRb－Sr分布図を示してある。同様にして、下村町池領域を

示してある。下村町池領域は豊中領域の左下端領域に分布し、坊主山窯群の須恵器の化学特性

とは類似しているが、必ずしもぴたりと一致する訳ではないことを示している。このようなこ

とは各地の窯群内でみられることである。しかし、坊主山窯群、下村町池窯群の須恵器はとも

に、Ca、Sr量が少ないという大阪層群の粘土の特徴をもっており、もし、両群の試料を多数分

析すれば、豊中群として近似的にガウス分布すると予想される。ここでは坊主山窯群をもって

豊中群としておいた。

次に、吹田38、39号窯の須恵器のRb－Sr分布図を図3に示す。図2と比較すると、下村町池

窯の分布領域に近いことがわかる。

さて、ここで吹田38、39号窯の須恵器と豊中群の須恵器がどの程度に相互識別できるかをみ

るために、2群間判別分析を行った。その結果を図4に示す。両軸にとったD（雪）、D（∃）はそれぞ
．1

れ、吹田38、39号群、坊主山群の重心からのマパラノビスの汎距離の二乗値である。マパラノ

ビスの汎距離とは各母集団のもつ標準偏差を尺度として測った統計学上の距離のことである。

通常、正、負両方の値をもち得るので、判別分析における計算上の煩雑さを避けるため、二乗

して負符号を消去して使用する。マパラノビスの汎距離の二乗値は2群間の別別分析や、古墳
■

などの供給先から出土した須恵器がどの母集団に帰属し得るのかを判別する上に重要な因子で
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図1　坊主山窯群の須恵器のRb－Sr分布図

0　　　　　　0・5　　茹　1・0

図3　吹田38、39号窯の須恵器のRb－Sr分布図

0　　　　　　　0．5　　1芥　　1・0

図2　下村町池窯の須恵器のRb－Sr分布図

0　　　　　1・0　　訂　1・5

図5　吹田20、29、34号窯の須恵器のRb－Sr分布図

ある。

図4では、もし、両群の化学特性が異なり完全に相互識別できるとすれば、坊主山群の須恵

器はD（…）≦10、D（雪）＞10の坊主山領域に分布し、吹田38、39号群の須恵器はD（雪）≦10、D（∃）＞10の

吹田38、39号領域に分布するはずである。しかし、両群の化学特性が類似してくると、このよ

うな理想的な分布は次第にくずれて、遂には、両群の試料はD（雪）≦10、D（…）≦10の重複領域に混

在することになる。図4では坊主山群のほとんどの試料は坊主山領域に分布しているが、逆に、

吹田38、39号群の試料はほとんどが吹田38、39号領域に分布せず、重複領域に分布することが

わかる。この結果は図1と図3のRb－Sr分布図を比較すると、よく理解できる。このように、

－109－



両群は化学特性が似ているため、完全には相互識別されないが、図4をみると、坊主山群の試

料のほとんどが坊主山領域に分布したために、両群の相互識別は十分可能であることがわかる。

次に吹田20、29、34号窯の須恵器のRb－Sr分布図を図5に、また、吹田40、45号窯のRb－

Sr分布図を図6に示す。両者を比較すると、分布領域はほとんど重なっており、相互識別が難

しいことが予想される。事実、2群間判別分析の結果、両群の相互識別は困難であることがわ

かった。

そこで、同じ吹田群内の吹田40、45号群と吹田38、39号群の2群間判別分析を試みた。その

結果を図7に示す。横軸にとったD（…）は吹田40、45号群からのマパラノビスの汎距離の2乗値で

ある。図3、6のRb－Sr分布図からも予想されるように、両群の過半数の試料は重複領域に分

布しており、その相互識別は困難であることを示している。同じ窯群内の窯を2つ任意に選び

出して2群間判別分析を行うとき、そのほとんどがこの例のようになる。いわば、同じ窯群内

の窯から出土する須恵器は類似した化学特性をもつことになり、したがって窯群を形成できる

ことになる。このようなことは全国各地でみられており、この事実は地元産の粘土を終始一貫

して須恵器素材として使っていたことの証拠となっている。また、このような化学特性をもつ

粘土も現地でみつけられている。

図4　吹田38、39号窯と坊主山群の相互識別（K、Ca、Rb、Sr因子使用）
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0　　　　　　0・5　　訂　　1・0　　　　　0　　　　　　0・5　　訂　　1・0

図6　吹田40、45号窯の須恵器のRb－Sr分布図　　　　　図8　吹田12号窯の須恵器のRb－Sr分布図

・吹田38・39号窯

・吹田40・45号窯

●　　　　●　　●

●

●　　　　　　　　　　　　●

●

●

重複領域　　　　● 吹田38・39号領域

10●1　　　　　　100　　　　　　　101　　　　　　　102

D書）

図7　吹田40、45号群と吹田38、39号群の相互識別（K、Ca、Rb、Sr因子使用）

次に吹田12号窯の須恵器のRb－Sr分布図を図8に示す。図5、6と比較すると、吹田12号窯

の須恵器は吹田20、29、34、40、45号窯の須恵器と類似していることがわかる。こうして、吹

田市周辺の須恵器窯は吹田窯群としてまとめられることがわかる。
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最後に、吹田窯群の代表として吹田12号窯をとり上げ、豊中市の坊主山窯群と2群間判別分

析をした結果を説明する。判別分析の結果は図9に示されている。D（呈）は吹田12号群の重心から

のマパラノビスの汎距離の二乗値である。坊主窯群のほとんどんの試料は坊主山領域に分布し

ているのに対し、吹田12号群の須恵器は逆に吹田12号領域に分布するものは1点もない。ほと

んど全てが重複領域に分布している。このことは具体的には図1と図8の両方のRb－Sr分布図

を比較すると、よく理解できる。このことは両方の試料のD（…）の計算値のみをみていると、両者

の区別は全くつかないが、D（呈）の計算値をみれば、つまり、吹田12号窯に帰属するかどうかをみ

れば坊主山群の須恵器を見誤ることはないことを示している。このように、両群とも大阪層群

の粘土であるが、千里丘陵の北西部と東南部で窯群間の相互識別が可能であることがわかった。

したがって、千里丘陵群と一括せず、豊中群、吹田群と別々にしておくほうがよい。　なお、

豊中市周辺の窯跡出土須恵器は豊中市教育委員会の柳本照男氏から提供されたものであり、こ

こに謝意を表します。
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第7章　まとめ

1．遺構の検討

（1）S T　39号窯跡

ST39号窯跡の窯体は既に破壊されており、その実態は明かではなく、今回の調査は主に残

存していた灰原の状況の確認を目的としたものであった。調査の結果は、第4章で記したよう

に、灰原も造成工事によって擾乱を受けたものであることが明かとなったが、灰原下方に設け

た調査区（A区）において、本窯操業期の溝等の遺構を確認した。

A区で確認した遺構は溝5条及び造成された平坦面である。この内、溝SD04とSD02

は平坦面の造成に際して削平されているが、本来は同一のものであったものと考えられる。従

って、A区で確認された遺構は2時期以上のものがあり、その変遷をみると、まず、SDO2

（SDO4）が掘られ、ついで、平坦面が造成される。平坦面の端には溝SD05が掘られ、

さらに平坦面下方にSD03がとりつくように掘られている。また、SDOlはその重複関係

からSD02に後出するものであるが、平坦面及びSD03等との前後関係は不明である。こ

れらの遺構の時期については、断定はできないが出土遺物等からいずれも本窯の操業時期のも

のと判断される。

SDO2（SDO4）は調査区上方（北

東）にさらに続き、灰原下端近くまでは伸

びているが、灰原より上方については大き

く削平されていることから、その上端は明

かではない。窯体との関係は、窯体の実態

が明かでないが、灰原との位置関係からは

窯体、灰原の主軸延長線上近くを下方に伸

びており、窯体部分からの排水の機能を有

するものと考えられる。

このSDO2（SDO4）を削平して造

成された平坦画は2段に斜面を造成し、上

段は11mX3m以上、下段は10mX3m以

上の範囲で、SDO5以外の明確な遺構は

確認されなかった。SD05は下段の肩部

分近くを走り、平坦部の端近くで切れてい 第62図　ST39号窯跡遺構想定図

－113－



る。　このSD05が切れる平坦部の下にとりつくようにSD03の上端があり、SD03は

そこから斜面下方に向かって伸びており、SD05とSD03は有機的に関連する遺構と考え

られる。今回の調査で確認されたのは排水の機能を有する溝のみであり、先述したように建物

跡、あるいロクロピット等の遺構は確認されず、調査区が工房跡あるいは作業場跡であると断

定できる資料はないが、SD02は明らかに窯体部分の排水を意識したものであり、SD03

も同様の機能のものと考えられる。

このように窯体の下方、20m以上にまで伸びる排水溝を有する例は、ST12号窯跡について

も窯体前面部分のかなり広範な範囲について調査を実施したが、このような排水施設は確認さ

れず、さらに本窯跡とほぼ同時期のST34号窯跡の調査においても確認されておらず、他の千

里古窯跡群の窯についても調査例はなく、きわめて限られたものと考えられる。千里古窯跡群

以外では大阪南部の陶邑古窯跡群のON222号窯跡において幅0．6～1m、深さ0．4m前後で、蛇

行しながらも窯体の主軸延長線上にほぼ沿って斜面下方に下る排水溝と考えられる溝が確認さ

れている（大阪府教育委員会『陶邑I』1976）。また、最近の調査で注目されるのは三重県上野

市の御基山窯跡の調査で、7世紀代の窯にともない窯下方に10m以上までに伸びる排水溝が報

告されている（上野市教育委員会『上野市文化財ニュースNO．3』1994）。本窯の様な排水溝

を設置する例は千里古窯群及び陶邑古窯群においてもきわめて限られ、窯の構築に際しての通

有の施設ではなっかたものと考えられる。溝の規模については陶邑古窯跡群ON222号窯例は全

長は不明であるが、幅、深さ等は本窯とほぼ同様である。窯の時期についてはON222号窯はI

型式3段階の窯であり、本窯とは異なる。類例がきわめて限られることから、今後の類例の確

認によって検討する必要があるが、時期的に限定されるものではなく、また、同一の窯群内に

おいてもきわめて限られることから、各々の窯の立地条件によるものであろう。

また、本窯跡は試掘調査を行ったST41・42・50号窯跡と同一谷内に所在する同一支群の窯

であり、本窯以外は窯跡及び灰原すら確認できなかったためにその実態は明かではないが、出

土した遺物からST41号窯跡はII型式4段階を、ST42号窯跡はII型式4～5段階を中心とす

る時期のものと考えられ、他にも窯が存在するが、今回の調査成果からは支群内の窯は谷の西

側から操業を開始し、順次谷奥、東側へと順次、窯を移動をさせていったことが伺え、一つの

支群の操業の実態をある程度伺えるものと考えられる。

（2）s T12号窯跡

調査の結果、ST12号窯跡は北から南に伸びる尾根の西側斜面に、等高線に直交して築かれ

た半地下式の登窯である。分布調査では焼土等の状況から2基の窯跡の存在が想定されたが、

試掘調査及び発掘調査で確認された窯跡は1基のみであった。しかし、本古窯跡群の同時期の

窯は複数で操業している例も多く、灰原IIの調査状況及び分布調査時の所見から本窯の東方に

も窯の存在した可能性が考えられる。その窯の時期については、灰原IIの出土遺物をみると杯
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蓋に古い型式のものが1点認められるが、他はST12号窯跡窯体内及び灰原I出土のものとほ

ぼ同時期のものであることから、大きな時期差はないと考えられる。しかし、既に窯跡は消滅

しており、その実態は全く不明であることから、ST12号窯跡が同時に複数基で操業していた

可能性があることを指摘するにとどめる。

窯体の規模は焼成部上部から煙道部にかけてと焚口の一部が削平されている以外は良好に残

存しており、標高41．84mを焚口に、標高43．5mを焼成部残存部最上部とし、最大長は5．85m、

最大幅は焼成部の1．56mであるが、幅は燃焼部もほぼ同規模であり、平面形は直線的な窯であ

る。千里古窯跡群（吹田地区）の調査された7基の窯の規模についてみると、全長は明らかで

ないが、窯体幅についてはST2号窯跡は1．7m、ST20号窯跡は2．5m、ST29号窯跡は1．9m、

ST30号窯跡は1．75m、ST34A窯跡は1．84m、同B窯跡は1．7m、ST37号窯跡は2mと報告

されており、窯体の幅は1．7～2．5mであり、本窯は比較的狭いことが指摘できる。また、豊中

市の桜井谷2－23号窯跡の調査報告書では窯体規模についての検討が行われてい1るが、桜井谷窯

跡群における窯体規模の変遷は、焼成部幅が2mを超えるものが現れて一般化するのはI型式

後半からII型式前半までであり、II型式後半以降は全般に狭くなることが指摘されている（大

阪大学桜井谷窯跡群調査団「桜井谷窯跡群2－23号窯跡」1991）。

吹田市城の窯跡についてはST20号窯跡がII型式3段階を中心とし、ST37号窯跡がII型式

3段階から4段階にかけて、ST2号窯跡及びST12号窯跡、ST29号窯跡、ST30号窯跡が

II型式4段階を中心とし、ST34B号窯跡がII型式4段階から5段階にかけて、同A号窯跡が

II型式5階からIII型式1段階にかけての窯跡であり、II型式3段階から4段階にかけての窯跡

の窯体幅は大きく、4段階以降狭くなっていることが認められる。

窯体の規模が大型化するのはII型式段階の特徴的な現象であり、この時期の須恵器生産の急

激な量産化に伴うものであることが指摘されているが、吹田市城の窯跡では最も規模（窯体

幅）の大きなST20・30号窯跡は群在して窯を構築する段階から生産を増加させていく段階で

あり、生産の最盛期となるII型式4段階を中心とする時期の窯跡は、窯体幅が狭くなっている

ことが指摘でき、この段階の生産量の増加は複数基の窯の操業等、窯数の増加による操業の効

率化によって図っているものと考えられる。

一方、ST12号窯跡の燃焼部は通有の窯に見られるように断面がかまぼこ状を呈し、側壁も

強く焼け、2～3回の修復を行っているが、焼成部は断面が特に上方にいくほど、楕円形にな

り、床面及び壁面は剥落している可能性もあるが、地山が直接被熟している状況で非常に脆い。

これは、窯体を構築している地山層が燃焼部は粘土層であるが、焼成部は砂層であるという条

件の悪さによるものと考えられる。窯体幅の比較的狭いST2号窯跡やST34号窯跡もその構

築基盤の一部は砂層であり、その部分は脆く、さらに多数例の検討や、天井高等窯体全体の検

討が必要ではあるが、この構築条件の悪さが窯体幅等の規模に制約を与えたことも考えられる。

このことは、吹田市城の窯跡群が生産の最盛期となり、窯数を急激に増やし、操業地区が拡大
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することによって、窯の構築場所についてはそれほど条件の良くない場所にも窯を構築してい

ったことが考えられる。

床面及び側壁は、焼成部上方では上記したように剥離した可能性もあるが、地山が直接被熟

した状況で、修復の痕跡は認められず、燃焼部から焼成部にかけての部分では床面は一部では

あるが2面、側壁は2～3枚が認められる。床面は薄い灰層を間層とし、側壁は一部で間層が

みられるが大半は壁面に直接上塗りしている。窯の傾斜角度及び窯体の補修状況は千里古窯跡

群（吹田地区）の他の窯とほぼ同様の傾向を示しており、特に窯体の補修状況は操業回数と密

接に結びつくものであることから、本窯跡群ではほぼ同様の操業状況（回数）を示すものと考

えられる。

前庭部及び灰原Iの前面部分において、約3×3mの範囲で、厚さ60cmの間に層厚約10cmの

灰黄色砂質土等の細かい単位の堆積が認められ、上面で平坦面を形成していた。堆積状況から

窯体の構築時ないしは操業直後に人為的に盛られたものと考えられた。このような例は本窯跡

群では確認されていないが、兵庫県吉馬8号窯跡の前庭部において窯前面の灰層の下層から径

6mX4mの楕円形のピットが確認され、調査状況から、焚口から上方の窯体部分の掘削時に

排出された土砂の置場を確保し、それらの作業を円滑に行うための踊り場として設置されたも

のと考えられている（大谷女子大学資料館「社・青馬」1990）。本窯の例も、その性格について

は、堆積土が地山構成土と考えられることから、窯の構築に伴う一帯の造成時の排土を前面に

盛って作業面を構築した可能性が考えられ、窯体構築時の状況を伺い知る資料といえよう。

2．遺物の検討

（1）s T　39号窯跡

本窯の調査で出土した、須恵器は灰層出土資料を含めて、全て2次堆積の資料であり、必ず

しも良好な資料ではなかった。しかし、灰原は造成工事によって崩れて、2次堆積したもので

あるが、灰層出土の資料は本窯に伴うものであり、その操業の実態を示す資料といえる。但し、

層位的な検討は困難であり、各個体から、特に最も出土量の多い杯蓋及び杯身によって、その

操業実態の検討を行うと、杯は口径の計測値等から3タイプに分類され（杯A・B・C）、陶邑

編年におけるII型式5段階からIII型式1段階に相当するものである。これらは本窯跡群の最終

段階の資料であり、杯の小型化から杯の逆転に至る様相が確認できる。各時期の生産量につい

ては、2次堆積資料の細片であることから、全体の様相は明かではないが、III型式1段階の杯

は量的に限られ少ないことはいえる。また、最も量的に多いのはII型式5段階の資料であり、

全体の相当量を占めており、本窯はII型式5段階に操業を開始し、III型式1段階に至ると間も

なく生産を中止したものと考えられる。これは、本窯跡群最終段階の1基であるST34号窯跡

とほぼ同一の状況であるが、ST34号窯跡出土の口緑内面にかえりを有する杯蓋はかえり端部
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が口端より突出するものがなく、かえりが内面におさまっており、形態的には、むしろIII型式

2段階に近い後出的様相を示すのに対し、本窯跡出土のものはいずれもかえり端部が口線より

垂下するものである。共に杯身には高台を付すものは認められないが、本窯では高林等に新し

い様相を示すものが認められる。このことはIII型式1段階から2段階への形態的な変化がきわ

めて短期間に進んだことを示すものと考えられる。

（2）S T12号窯跡

調査では窯体内及び灰原Iから本窯跡の操業実態を示す比較的良好な資料が得られた。これ

らの出土資料は窯体内では燃焼部落ち込み内と焼成部及び燃焼部床面（集積）という2時期と、

灰原Iでは上・中・下層という3時期の時期差をもつものであり、同一窯での異なる操業段階

に伴うものである。この内、焼成部及び燃焼部床面の資料と灰層上層の資料が本窯跡の最終段

階の資料として対応するものである。出土資料の内、最も量の多い杯蓋及び杯身についてみる

と、口径及び器高については窯体内及び灰層各層出土の杯蓋、杯身とも大きな差は認められな

いが、黄終段階の資料である燃焼部集積資料中に口径が杯蓋では13cm台の、杯身では12cm台の

小型化したものが小数であるが認められる。

形態的には、口綾部端部をみると、杯身は全て丸くおさめているが、杯蓋には内面に弱い段

を有するものが小数ではあるが認められ、窯体内及び灰層各層において出土しており、時期的

に出土が限られるものではない。

調整については燃焼部床面集積の杯蓋の中に、天井部外面に施す回転へラ削りが次段階の5

段階のものほど顕著ではないが、粗雑化がみられ、範囲も丁寧に施すものは天井部の2分の1

程度まで施すのに対して3分の1程度で終わっているものが認められる。灰原出土のものにつ

いては、下層出土資料では認められないが、中・上層出土資料中にも同様のものが認められる。

調整手法では出土地点において若干の相違があり、操業の新しい段階では、全体での割合は

少ないが、調整の粗雑化するものがみられるようになる。

出土した杯蓋及び杯身の検討結果からは、本窯跡の出土資料はII型式4段階に相当するもの

と判断されるが、一部の杯蓋に口綾部端部内面に段を有する古い様相を示すものが認められる。

他の器種では灰原下層出土の高杯に脚部が太く、底部が緩やかにラッパ状に大きく開くもの

（127）や提瓶等、他器種にも少数ではあるが、古い様相を示すものがあることから、本窯の操

業の開始期はII型式3段階にまでさかのぼる可能性がある。但し、古い様相を示すものは全体

では限られることから、生産の中心となるのはあくまでII型式4段階と判断される。杯蓋の口

綾部端部内面に段を有するものは最終段階の資料中にも認められ、古い様相を残すものの製作

が続くのは、ほぼ同時期のST2号窯跡、ST29号窯跡でも確認されており、本窯跡群の特徴

といえる。

一方、最終段階の資料には口径の小型化するものや調整の粗雑化するものが認められ、同型
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第63図　ST12号窯跡・ST39号窯跡杯変遷図
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式の中でも新しい様相を示すものの製作が行われたことが認められ、当該期の須恵器の形態が

長期にわたって安定したものではあるが、緩やかな変化は認められることを示している。

また、へラ記号については窯体内出土遺物の中では杯身に2点（41・59）認められるだけで

あった。ともに底部中央に認められ、（41）は「－」、（59）は「…」と直線を組み合わせたもの

であるが、本窯跡ではへラ記号を有するのは杯を中心とするごく小数に限られることを指摘す

るにとどめる。

須恵器以外では陶棺の出土が注目される。本窯跡出土のものは土師質ではあるが内面に同心

円紋が認められ、明かに須恵器の製作技術が使用されていることが伺われる。他に、須恵器窯

での陶棺の製作はST1号窯跡、ST37号窯跡、ST40号窯跡、ST39号窯跡で認められ、

ST37号窯跡では土師質のものが、ST40号窯跡では土師質の亀甲形陶棺が出土している。時

期的にはII型式3段階から4段階にかけてのものが中心であるが、ST39号窯跡にみられるよ

うには本窯跡群の一部ではその最終段階まで陶棺の製作が行われていたものと考えられる。

（3）s T　39号窯跡出　土須恵器円筒棺

近年、古墳主体部・集落等の遺跡から、須恵器円筒棺、須恵質有蓋土器等の名称で紹介され

る、円箇状の須恵器の出土が報告されている。いろいろな名称が示すとおり、土管状の底のな

いものや長胴化した羽釜のような形態を示すものなどがみられる他、古墳等の主体部から出土

し、埋葬容器であることが明かなものがある一方で、同様な形状でありながら、導水管がある

といった様に、その用途も一定ではない。そのため、出土状況や遺構の性格などを踏まえて、

その用途を検討することが必要である。

ST39号窯跡の調査で出土した須恵器円筒棺については、灰原及び2次堆積層からの出土で

あり、量的にも小片が21点出土したにすぎないが、本窯跡の性格を把握する点において重要で

あり、検討を加えたい。

この円筒棺については、当初は陶棺、甑或いは焼成時に変形した婆の休部などが想定された

が、円筒状の休部という形状に加えて、外面には縦方向のパケ目を有する等、器種としては特

異な存在であることが想起された。

今回の出土例は須恵器窯跡という生産遺跡からの出土であり、また、土管状の破片からでは

製作者がどのような意図をもって生産にあたったか、器種を確定することは難しいと思われる。

しかし、外面には縦方向のパケ目を密に施し、内面には粘土紐庄痕を残すなど調整に一定の特

徴がみられること、II型式後半からIII型式前半と、他例とほぼ同様の時期相を示すことなどか

ら、本例と類似した形状を示すものとして、いわゆる須恵器円箇棺若しくは須恵質有蓋土器と

考えられる。

円筒状の須恵器の中で、埋葬用の棺として使用されたものには、先述のように堺市陶器千塚

29号墳出土例に代表される須恵器円筒棺と呼ばれる土管状で底のないものと、原山4号古墓出
（註1）
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番号 出　　　　 土　　　　 地　　　　 点 名　　　　 称 部位 ・点数 時　　　　　　　　 期 文　　 献

1 大阪府堺市陶器千塚29号墳 須恵器円筒棺 1点 III型式前半 （1）（2）

2 大阪府堺市大庭寺遠藤C 地区中世包含層 須恵器円筒棺 1点 不明 （3）

3 大阪府堺市小阪遺跡河川 1 （註3 ） 土管状土製品 1点 奈良～室町以前 （4）

4 大阪府堺市原山4号古墓‘ 須恵質有蓋土器 蓋 1 ・身2 点 III型式 2 ～3段階 （5）（6）

5 兵庫県西紀町沢の浦古墳群 2号墳 須恵質有蓋土器 蓋 1 ・身1 点
II型式後半～III型式

（7 世紀初頭～前半）
（6）（7）（8）

6 滋賀県守山市立大寺山古墳 須恵質有蓋土器 蓋 1 ・身1点 6世紀中ばを下限 （6）（9）

7 奈良県萱生出土 須恵質有蓋土器 葦 1 ・身1点 不明 （6）（9）

8 島根県松江市池ノ奥C 遺跡
特殊土器

A ・E ・I・L・0類

山本清福年山陰IV期以降

（7 － 8世紀代）
（1ゆ

9
大阪府堺市小角田遺跡第 1地区

C Y －81区画S K 64内S E Ol（註 4）
陶棺 2点 6世紀後半～7世紀後半 （11）

10 大阪府堺市陶邑伏尾遺跡B 地区08－O R 須恵質土管 1点 I型式 5段階 （1カ

11 大阪府堺市陶邑伏尾遺跡B 地区09－O R 須恵質土管 1 点 5世紀後半 （1カ
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（4）『小阪遺跡その7、7－2』（財）大阪文化財センター1988．3
（5）『陶邑II』大阪府教育委員会1977．3
（6）『陶邑VIII』大阪府教育委員会1990．3

（7）『沢の浦古墳群』兵庫県教育委員会1987
（8）兵庫県教育委員会「沢の浦坪古墳群」『第3回近畿地方埋蔵文化財担当者研究会資料』1985．10
（9）梅原末治「近江国野洲郡守山町字立入古墳調査報告」『考古学雑誌』第7巻第11号

（1㊥　『松江東工業団地発掘調査報告書第I巻』松江市、松江市教育委員会1990．3
（11）「陶器・小角田遺跡」『堺市文化財調査報告第33集』堺市教育委員会1988．11
（1カ　『陶邑伏尾遺跡B地区』大阪府教育委員会・（財）大阪府埋蔵文化財協会1989．6

土例に代表される須恵質有蓋土器と呼ばれる土管に丸底をつけたようなものの2種がみられる。
（註2）

須恵器円筒棺は埴輪円筒棺の系譜もしくは導水管の転用などが指摘されているように、古墳な

どの埋葬施設から出土しなければ、棺とは断定し難いものである。これに対し、須恵質有蓋土

器については、円筒状であるが底を有しており、容器としての体裁をもっている。このことか

ら、この2種を一緒に扱って良いものかは疑問の残るところであるが、ここではとりあえず両

者について類例を示すこととした。

両者については大阪府、奈良県、兵庫県、滋賀県、島根県などに分布がみられ、このうち大

阪府南部地域に集中している。また、概ねII型式後半からIII型式前半とほぼ同じ時期に使用さ

れ、両者の成形・調整について多くの共通点がみられる反面、須恵質有蓋土器はその殆どが古

墳や古墓などの埋葬施設からの出土であり、棺または骨蔵器などの埋葬容器であることが明確

であるのに対して、須恵器円筒棺は古墳等明確な埋葬施設からの出土例は、知る限りでは陶器

千塚29号墳の1例のみといったように、須恵器円筒棺と須恵質有蓋土器とでは、多くの共通点

とともに、相違点も無視し難く、多くの問題点があり、今後の資料の増加による検討に期待せ
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ざるを得ない。

今回のST39号窯跡出土例は、便宜的に円筒棺としたが、現在のところ小片であり、全体の

形状が明かでないことから、須恵器円箇棺か須恵質有蓋土器かに特定することは難しい。また、

大阪南部等出土のものに比べて、口径が比較的大きいこと、口綾部の形状やパケ目の密度が異

なるなど、成形・調整技法についても相違点が少なくなく、大阪北部地域の地域的特徴を示す

ものとも考えられる。しかし、本例のような特徴を持つ、須恵器円筒棺の出土は現在までのと

ころ確認されておらず、供給先がどこであったかは全く不明である。北摂・西摂地域にも後期

古墳が多数分布しており、これらの調査の進展に伴って明らかになることを期待したい。なお、

ST39号窯跡では須恵器円筒棺と共に陶棺も焼成しており、多様な需要に答える生産を行って

いたとみられる。

註1　『四ツ池遺跡　第85次地区　陶器千塚29号墳』堺市教育委員会1984

註2　『陶邑ⅥI』大阪府教育委員会1990
註3　大庭寺遺跡出土のものときわめて類似していることから掲載した。
註4　堺市埋蔵文化財センター樋口吉文氏をはじめセンターの各諸氏から同遺跡内には円筒棺や有蓋土器の

蓋、身と思われる破片が多数出土しているとのご教示を得た。ここでは報告書内に陶棺と明記された2
点について記している。
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（南から）

トレンチ調査状況

（Tl・南から）



調査前風景（東から）

T7南壁土層断面
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調査地（B区）近景（北東から）

灰原断面（東から）
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遺構調査状況（SDO2・SDO3・東から）



遺構調査状況（SDOl西から）

SDOl堆積状況（西から）
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